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地域地質研究報告
5万分の l図幅
金沢(10)第52号

高山地域の地質

山田直利*・足立守材・梶田澄雄*林

原山智T・山崎晴雄tt・豊蓬秋*

(昭和59年稿)

高山地域の地質図幅の作成は，地震予知特定観測地域の地質図幅作成計画の一環として行われた

もので，現地調査は昭和57・58両年度に実施された.

本地質図幅並びに研究報告のとりまとめに当たっては，中・古生界に関しては足立が，濃飛流紋

岩類と乗鞍火山噴出物に関しては山田が，鮮新一更新統に関しては梶田が，下/原花掲閃緑岩と鮮新ー

更新世の火山岩類については原山が，地形・段丘・活構造については山崎が，応用地質については

豊が，それぞれ主として分担・執筆し，全般にわたる調整及び総括は山田が担当した.

これらのうち，中・古生界のとりまとめに当たっては，足立による昭和44年以来の美濃帯北部の

調査研究結果並びに名古屋大学小嶋 智氏による昭和55年以来の本地域北西部の中・古生界の層序

と構造に関する研究資料と成果(小嶋， 1984)を基礎とした.また， 鮮新更新統に関しては， 梶田

による昭和初年以来の高山久々野地域の調査研究結果を基礎としてとりまとめた.

現地調査に際しでは，小嶋 智氏，岐阜県博物館の笠原芳雄氏及び岐阜県立加茂高校の鹿野勘次

氏(当時岐阜県立斐太農林高校)から多大の協力を受け，また未公表資料を提供していただいた.岐

阜大学の小井土由光氏を始めとする濃飛流紋岩団体研究グループ並びに高山市図書館長の石原哲弥

氏を始めとする飛騨地学研究会の各位からは，現地及び室内での討論を通じて有益な示唆・助言を

与えられた.御獄鈴蘭高原観光開発株式会社からは貴重なボーリングコアを提供していただき，ま

た，同試料の入手に当たっては元名古屋出張所長近藤善教氏に便宜を計っていただいた.名古屋営

林局久々野営林署，同高山営林署及び朝日村役場の関係各位並びに朝日村の小林 繁氏及び沢j甫捨

吉氏御一家からは多大の便宜・協力をいただいた.また，岐阜大学及び愛知教育大学の学生諸氏に

は，現地調査に際して多大の協力をしていただいた.

本研究報告作成に当たり，中・古生界全般について名古屋大学水谷伸治郎氏から有益な助言をい

ただいた.放散虫化石については小嶋 智氏の御教示を受け，紡錘虫化石の一部については兵庫教

育大学の小津智生氏に鑑定をお願いした. 鮮新一更新世の火砕流堆積物については， 金沢大学の佐

藤博明氏の御好意により同大学の卒業論文を利用させていただいた.名古屋大学地球科学教室の与

語節生氏には薄片作成に協力していただいた.

以i二の方々に厚く御礼申し上げる.

所内では，化学分析を技術部加藤甲壬・安藤 厚両技官に，粘土鉱物のX線解析を名古屋出張所

下坂康哉技官及び同高田康秀技官に，帯磁率の測定を物理探査部金谷 弘技官に，磁化方位のiJIJJ定

を海洋地質部上嶋正人技官に依頼した.また，乗鞍火山噴出物については地質部中野 俊技官から，

火砕流堆積物全般については地質部三村弘二技官から，また周辺地域の地質全般について地質部野

沢 保・河田清雄両技官から，それぞれ有益な助言並びに未公表資料の提供を受けた EPMA分析

に関しては鉱床音1¥佐藤興平技官，地質部奥村公男技官及び環境地質部曽屋龍典技官に，また蛍光X

線分析に関しては地質部服部 仁技官及び元技術部大森貞子技官に御世話になった.化学分析値の

本地質部材名古屋大学理学部料水岐阜大学教育学部十名古屋出張所 tt環士克地質部
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処理には地質部牧本 博技官の作成したプログラムを使用した.微化石リストの作成については地

質部脇田浩二技官に協力してU、ただいた

本研究に使用した岩石薄片は，技術部大野正一・宮本昭正・安部正i台・佐勝芳治・野神貴嗣・木

村 朗の各技官及び北海道支所谷津良太郎・渡辺真治両技官の製作によるものである.

フィ γ ショントラック年代測定は納土質工学研究所並びに紛京都ブイツシヨン・トラックに，ま

た花粉分析はパリノ・サーベイ制に依頼した.

1.地形

飛騨山脈とその西方，白山との聞には飛騨山地と呼ばれる小起伏山地が広がっている.飛騨山地の中

央部を北流する宮川に沿っては，一之官3 高山，古川などの中・小盆地が並んで、いる.高山図幅地域は

この飛騨山地の南東部に位置し東側は飛騨山脈と接し，西側は宮川に境されている

本図幅地域はその地形的特徴から，図幅北西部の高山盆地3 東部から北東部の乗鞍火山西麓地域，そ

れに図幅南半部を占める小起伏山地地域に分けられる(第62図参照)

高山盆地は海抜 750m以下の丘陵と，官}I[，小八賀川沿いに発達する沖積地(海抜550-600m)で構成

される. 河岸段丘はほとんど発達していない. 丘陵は主に火砕流堆積物を含む鮮新更新統で構成され

る(第 l図).丘陵の背面は比較的平坦であるが，堆積面はほとんど保存されていない.堆積物は薄く 3

盆地底や盆地中央部の丘陵には中・古生層や濃飛流紋岩類が露出する.

高山盆地の南東縁は比高300m に及ぶ直線的な急崖で限られる(第 I図) これは西隣の三日町図幅地

域から連続する江名子断層の断層崖である.高山盆地は第四紀に同断層の活動で相対的に沈下し形成さ

れた構造性の盆地である.

本図幅の東商附ミら北東部の飛騨川以北の地域は， 飛騨山脈の南部に位置する乗鞍火山の西麓に当た

る.山頂の高度は 1，000-2，100m に及び，東から西へ向かつて低下する.地形は急峻で谷が深く，隣接

する谷と尾根の比高が500m を超えるところもあるが，山頂部に火山噴出物からなる平坦面を残すこと

第 l図 高山市上岡本町から江名子断層屋を眺める 手前の平坦な丘陵は主に丹生川火砕流堆積物からなる分水嶺山地
({古山分水嶺)の平坦面にも大洞層・丹生川火砕流堆積物なEの鮮新更新統が載っている.
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が特徴である 特に，本図l幅東端部の千町

ヶ原や子ノl京高原には，乗鞍火山の溶岩台

地からなる広い平坦面が発達する.また，

北部の山稜上には鮮新世及び更新世の火砕

流堆積物からなる緩斜面が認められる

本凶幅南半部の小起伏山地は，頂面高度

は1，000-1，500m程で斜面傾斜も緩く，乗鞍

火山西麓域とは対照的な，飛騨山地本来の

なだらかな山地地形を示す(第61図参照).

山稜は東北東方向に配列するが，これは濃

飛流紋岩類中に発達する断層の方向に規制

されたものである.

高山盆地の南側を東北東方向へ延びる位

山分水嶺(第 l図)は，海抜 1，000-1 ， 200 m 

の低く平坦な山稜であるが，太平洋に注ぐ

飛騨川と日本海に注ぐ宮川を分ける重要な

分水界である これは，第四紀初頭以後の

江名子断層の活動で形成された傾動・隆起

A
4
「
凶
叩
↓
l

美濃帯

砂岩チャ トキ目

~緑色岩石灰岩相

第2図高山図幅地域の地体構造上の位置と中・古生層の
岩相区分 ADACHI and KOJIMA (I983)による四角
の枠は高山図幅の範聞を示す

地塊である.そのためラ鮮新世には北流していた古飛騨川は下流を塞がれ，南へ流路を変更した現在

の飛騨川の流路が特異な逆U字形を示すのはこのためである

ll. 地質概説

中部地方の西南日本内帯は，地体構造上，北から，飛騨帯・飛騨外縁帯・美濃帯・領家帯の 4帯に区

分される 本図幅地域の大部分は美濃帯北縁部に当たるが，飛車車外縁帯の岩石も図幅北西隅にわずかに

露出している(第2図).

本図幅地域の地質は，古い方から，飛騨外縁帯の荒城川層，美濃帯の中・古生層，白亜紀末期の濃飛

流紋岩類及び関連する貫入岩類，内陸盆地に堆積した鮮新一更新統，乗鞍火山噴出物及び更新世後期一完

新世の堆積物から構成される(第 l表).これらのほか，小規模ではあるが，白亜紀後期の下ノ原花岡閃

緑岩，第三紀の斑れい岩・安山岩の岩脈なども分布する.

飛騨外縁帯は3 飛騨帯と美濃帯との聞を占める構造帯で，主として中・上部古生層，それらを原岩と

する変成岩，超苦鉄質岩類などから構成されている.高山市周辺では，北から南へ，上広瀬層(石炭系ま

たは二畳系)， 森部層(二畳系)及び荒城川層(下部石炭系)が， NE-SW方向の帯状配列を示して分布し

ている (YAMADAand YAMANO， 1980;山田・山野， 1981).本図幅地域には，主として緑色片岩からなる

荒城川|層のみが分布している

荒城川層とその南方に分布する美濃帯中・古生層との関係は，本図幅地域では両者の境界部が濃飛流
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第 I表地質総括表

地質時代 層序区分 岩 キ目
t也 史

(貫入岩を含む)

堅
沖積層

段丘・崖錐 ・崩積堆積物

第 乗鞍火山噴出物 輝石安山岩 ・黒雲母角 乗鞍火山帯の活動
閃石輝石安山岩など

更新
事庁 山口機層

糊(?)…間出|
世 上宝火砕流堆積物(~民間~) 流紋岩j容結凝灰岩四
期中
江名子章者層 江名子断層の活動激化 内 |

トー一一一 久々野凝灰角磯岩層 輝石安山岩

新更 見座草壁層 位山分水嶺の発生
陸

紀

期世前

盆
生

地 |

♂〉

玄武岩溶岩 ・岩脈 (2.0Ma) 普通輝石かんらん石玄武岩

乗鞍岳付近で火砕流噴出 Z| 新 鮮 丹生川火砕流堆積物(27M.) デイサイ トi詳結凝灰岩
第 軍司 大洞層(3.IMa) 流紋岩凝灰岩

世 松原軍需層ほか 高山盆地の発生
代
高己 匝瓦E

全般的隆起・ 侵食

古第三紀 珠玉れい岩 ・安山岩岩脈 Cu，Pb，Zn，F等の鉱化作用

花関斑岩・石英斑岩(57Mゆ弧状岩脈・平行岩脈群

花開閃緑斑岩(63Ma) 濃飛岩体隆起・断裂 E主

議飛富岩類:[山川l上給音錦九中厳tJll溶結媛灰岩熔別i 
長

屋凝灰岩層 Ma) 質

臼 山j容結凝灰岩層(70Ma)流紋岩一流紋デイサイト 大規模火砕流噴出
火

i訓告凝灰岩 (休止期を挟む) 成

後期 山j容結凝灰岩層 作

中 亜
之宿凝灰岩層 用

下ノ原花開閃緑岩 小規模なj架成作用

市己
(88Ma) 

一 Kmオーダーの摺曲構造の形成
前期

複雑なスラストシー トの形成
生

ン 後期 駄 吉 層
( 

スランプ磯層 大規模な海底地すべり
未ユ

中期 大西層 法質頁岩 ・砂岩 珪長質火山活動
フ

区
濃帯美市己 前期

代 分

髭多山層 層状チャート
中

中
中・後期
根方層 スランフ磯岩 海底地すべり 古

畳 生

車己 卜一一一一 層
前期 つ 古 σ〉

小 生
堆

後期 平責
古 畳 卜一一一一一 層

生
市己 前・中期 小入賞川層 玄武岩・チャート・石灰岩 玄武岩質海底火山活動

) 

{て 石炭紀 荒城川層 緑色片岩 広域変成作用 動リl飛騨外縁
玄武岩質火山i舌 帯の形成

紋岩類及び鮮新一更新世の堆積物に覆われるため，明らかでない.しかし，北隣の船津図幅地内の丹生川

村横尾付近では，荒城川層 とその南側の「中部帯の古生層J(本図幅地域の駄吉層相当)とが断層関係で接

している(野沢 ・磁見，1956;磁見 ・野沢， 1957).この断層は大萱ー横尾線とよばれ，飛騨外縁帯の南縁
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を画する重要な構造線とされた(里子

沢・議見， 1956)， 本図幅地域にお

ける荒城川層と美濃帯中・古生層と

の境界は3 大萱横尾線の南西方延

長部に当たり，濃飛流紋岩類の噴出

以前に形成された断層であると推定

される.

美濃帯の中・古生層は，岩相上，玄

武岩・石灰岩・チャートを主体とす

る緑色岩一石灰岩相と 3砂岩・頁岩・

チャートを主体とする砂岩ーチャー

ト相とに分けられている (ADACHI，

1976) 両相を構成する地層の時代

は，主に放散虫化石により，二畳紀

前期からジュラ紀後期(?)に及ぶも

N
h
I
7
|
|
 

?ττ1 白亜紀後期
己~J 古第三紀花嗣岩類

E口花問問斑岩
濃飛流紋岩類

及び漂イ以石

第 3図 濃飛流紋岩類分布域の地質概略図 山田ほか(1982)に基づき，
一部修正 H 飛騨帯 HMB飛騨外縁帯 M 美濃帯 R:領家

帯 Oa:大雨見山層群 K:笠ヶ岳火山科類 四角の枠は高山図幅

の範囲を示す

のであることが，最近明らかにされた本図幅地域には，緑色岩一石灰岩本目と砂岩ーチャート相の両相が

分布する(第2図)，
こはちががわ

本図幅地域に分布する緑色岩一石灰岩相は，主に玄武岩・石灰岩・チャートからなる小八賀川層(二畳
ごんぼう

系， 一部三畳系?)， 玄武岩・チャートのブロックを主とするスランフ。磯岩からなる根方層(三畳系?ー

三畳系)及び主にチャート・玄武岩・石灰岩からなる未区分層(二畳系ジュラ系)に大別される. また，
ひげたやま

砂岩チャート相は，層状チャートからなる髭多山層(三畳系)，珪質頁岩・砂岩からなる大西層(ジュラ

系)及びスランフ。機岩からなる駄吉層(ジュラ系)に大別される.

これらの中・古生層は， 本図幅地域の北半部と南東部に広く分布している. 北半部には緑色岩一石灰

岩相と砂岩チャートキ目の両相が分布しており，両相の関係は複雑で，一部で断層(推定)，一部で衝上断

層，一部で堆積接触の関係にあるが， なお不明な点が多い 南東部には砂岩ーチャート相のみが分布す

る これらの地層は一般に E-Wないし NE-SWの走向をもち，急斜した構造を示し，全体として波長

数 kmの摺曲を繰り返している

白亜紀後期には，美濃帯及びその周辺の広い範囲に珪長質の火成活動が生じた それを代表するのが

濃飛流紋岩類の噴出であり，またそれと中目前後する花関岩類の貫入である.この珪長質火成活動は，中

部地方では古第三紀前半にまで引き継がれる.

濃飛流紋岩類は，美濃帯から飛騨外縁帯・飛騨帯にかけて， NNW-SSE方向に伸びた長大な岩体を形

成しており，本図幅地域はその岩体中央部からやや北東に寄った所に位置している(第3図)， 本岩類

は，主としてその分布地域の南半部において，岩相の異なる多くの溶結凝灰岩のユニット及び幾つかの

砕屑岩層に層序的に区分され， それらが大きく 5つのステージ(1-V)にまとめられている(第6表参

照)，本図幅地域には，これらのうちステージH及びEに属する溶結凝灰岩及び少量の非溶結火砕岩・

砕屑岩が分布している.
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本図幅地域の濃飛流紋岩類は，層序的に下位から上位ヘラ中之宿凝灰岩層・錦山溶結凝灰岩層・船山

溶結凝灰岩層(以上，ステージn)，青屋凝灰岩層・九蔵川溶結凝灰岩層(以上，ステージill)の5つのユ

ニットに区分される

最下部の中之宿凝灰岩は，本図幅地域南東部に分布し， 美濃帯の髭多山層及び大西層を不整合に覆

う 黒雲母流紋岩質の火砕岩類と少量の砕屑岩からなる.

錦山溶結凝灰岩はう本図幅地域北西部に分布し，飛騨外縁帯の荒城川層及び美濃帯の小八賀川層・駄

吉層を不整合に覆う 主として角閃石黒雲母流紋岩溶結凝灰岩からなる.中之宿凝灰岩層との関係は分

布が離れているため不明であるが3 本岩が上位の船山溶結凝灰岩層と移化することから 3 中之宿凝灰岩

層よりも上位と推定される.

船山溶結凝灰岩層は，木図幅地域南部及び西部地区に広く分布する 本岩及びその類似岩は，濃飛流

紋岩類中最大の分布面積を占めており，厚さも最ーも厚い。本図幅地域では中之宿凝灰岩層及び錦山溶結

凝灰岩層の両層を覆う. 主として， 斜方輝石・単斜輝石等の苦鉄質鉱物に富む流紋デイサイト質(一部

流紋岩質)の溶結凝灰岩からなる

青屋凝灰岩層は，本図幅地域中央部の青屋付近にやや広く分布するほか， 数か所に狭少な分布を示

す.本層は一般に船山溶結凝灰岩層を覆うが，まれにジュラ系大西層を不整合に覆う 本岩は，流紋岩

質の火砕岩類(非溶結)を主体とし，少量の凝灰質泥岩，同砂岩及び磯岩を含む

九蔵川溶結凝灰岩層は本図幅地域中央音防込ら東部にかけて広く分布し，船山溶結凝灰岩層及び青屋凝

灰岩層を覆うが，まれに大西層を不整合に覆う.主として黒雲母角閃石流紋岩溶結凝灰岩からなるが，

一部に非弱溶結凝灰岩や弱い層理を示す溶結凝灰岩を伴う.

本図幅地域の濃飛流紋岩類の地質時代については， 船山溶結凝灰岩層のフィッショントラック年代が

69.6土3.0Ma，九蔵川溶結凝灰岩層のフィッショントラック年代が64.5士2.5Maという測定値が得ら

れた 周辺地域における植物化石や同位体年代資料も考慮すると，濃飛流紋岩類のうちステージE及び

Eの火山岩類は，白亜紀末期から第三紀初期にかけての比較的短い期間に生成したものと推定される.

濃飛流紋岩類に関連する貫入岩類は， 花闘閃緑斑岩と花向斑岩一石英斑岩の 2種類に大別される 花

筒閃緑斑岩は本図幅地域の南部に分布し3 幾つかの岩株として船山溶結凝灰岩層を貫いている.一方，

花闘斑岩石英斑岩は， 主として濃飛流紋岩類の周縁部に分布し，一音[1では長大な弧状岩脈をなし， 一

部では平行岩脈群を構成している これらのフィッショントラック年代は，花崩閃緑斑岩が63.1土2.6

Ma，花筒斑岩が57.0土2.3Maとなり，前者は九蔵川溶結凝灰岩とほぼ同時期，後者はそれよりも若干

新しいという資料が示された

なお，本図幅地域北端部に分布する下ノ原花儲閃緑岩は3 ジュラ系の駄吉層を貫き，これに熱変成作

用を与えている 濃飛流紋岩類との関係は不明であるが 86士6Maという K-Ar年代(SHIBATAand 

NOZAWA， 1966)から，本地域の濃飛流紋岩類より古期のものとした このほか，船山溶結凝灰岩層中の

石質岩片や花向閃緑斑岩中の捕獲岩体として， 黒雲母花尚岩が含まれており， 濃飛流紋岩類(少なくと

もステージEの火山岩類)の噴出以前十乙本地域あるいはその近傍に花偶岩体が形成されていた可能性

が大きい

一方，本図幅地域南部の濃飛流紋岩類は3 広く熱変成作用を受けており，その地下に，濃飛流紋岩類
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第2表高山図幅地域の鮮新更新統総括表

，
 

d
t
 

'/'-{¥: (I 00 Jj 年)

O.:H士0.05(F.T.) 

(065土0
0.92士 0.11(FφT.1 

鮮

事可

世

先
第

一1江己

を貫く底盤状の花商岩体が伏在するものと推定される.

古第三紀(?)のある時期に，本図幅東部地域の濃飛流紋岩類・花街斑岩及びその周辺の中・古生層を

貫いて，斑れい岩及び、安山岩の岩脈が生じた.安山岩の岩脈はそれぞれの地域の地質構造に支配された

平行岩脈群を形成している

古第三紀から新第三紀にかけてう本図幅地域は隆起・浸食の状態に置かれていたが，鮮新世後期にな

ると， 本図幅地域の北西部を中心としたかなり広い範囲に内陸盆地が形成され， 鮮新一更新統の堆積が

始まった.

本図幅地域の鮮新更新統は，大きくラ上部鮮新統と下(?)一中部更新統とに区分される.

本図幅地域の上部鮮新統は，下位から，松原磯層・松本磯層及び桐山磯層からなる磯質堆積物，流紋
おお{まら にゅうかわ

岩質火砕物質を頻繁に挟む大沼層，輝石デイサイト質の丹生川火砕流堆積物，茶屋野凝灰岩層並びに玄

武岩溶岩からなる(第 2表) これらは， K-Ar年代及びフィッショントラック年代から，おおよそ3-2 

Maの期間に堆積・固結した このうち最も広く分布するものが丹生川火砕流堆積物で，その給源、は本

図幅地域東方，現在の乗鞍岳付近にあったと推定される(山田ほか， 1983). 

一方，下(?)←中部更新統の層序・岩相は，本図幅地域中ー西部の久々野朝日地区と，北西部の高山ー
〈らいや玄

丹生川地区とで著しく異なっており(第 9表参照)， 土部鮮新統の堆積後，上記両地域を分ける位山分水

嶺が形成されたことを示唆しているー
み E

久々野一朝日地区の下(?)中部更新統は3下位から，“旧飛騨)11"の河川堆積物である見座磯層，輝石

安山岩質のAL長凝灰角磯岩層，そのせき止め湖の堆積物である山梨磯層からなる
えなこ ろわの

一方，高山一丹生川地区の下(?)中部更新統は，下位から，崖錐性堆積物である江名子磯層，上野泥
かみたから

流堆積物，黒雲母デイサイト質の上宝火砕流堆積物並びに崖錐性堆積物である山口磯層から必る.これ
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らのうち，最も広く分布するのが上宝火砕流堆積物で，その給源は本地域北東方の上宝村福地あるいは

焼岳付近と推定されている(金子ほか， 1976;斉藤ほか， 1984)，本堆積物は，その K-Ar年代は0.65土

0.25 Ma (柴田・山田， 1977)で，正帯磁を示し(丹治ほか， 1977)，更新世中期(梶田・石原， 1977)とさ

れているが， フィッショントラック年代は 0.92土0.11Maを示し， 更新世前期の可能性も否定できな

し、

本図幅地域の東方に位置する乗鞍火山は更新世後期から活動を始めるがラ歴史時代における噴火の記

録はない.乗鞍火山は，北から，烏帽子火山体，鶴ゥ池火山体，権現山火山体の 3つに分けられ，それ

ぞれが“古期成層火山"とその上の新期噴出物からなる(中野， 1984)，本図幅地域には，烏帽子火山体

の“古期成層火山"に相当する烏帽子溶岩，権現池火山体の“古期成層火山"に相当する千町溶岩，同

火山体の新期噴出物である平金溶岩並びに鶴ヶ池火山体の新期噴出物である恵比須溶岩の，それぞれ末

端部のみが分布している

河岸段丘は，主として飛騨川流域に発達し，高位段丘と低位段丘とに大別されるが，前者の分布は小

規模である また飛騨川沿いの急斜面には崖錐堆積物が形成され，段丘を覆っている.一方，濃飛流紋

岩類からなる山地の内部には崩積堆積物が分布して緩斜面を形成している.

本図幅地域では沖積層の発達は小規模である 沖積低地の最も広く発達する高山盆地でも河床には岩

盤が露出しており，沖積層の厚さは薄い.

なお，地質図には示していないが，高山市及びその周辺地域には，一括して飛騨ローム(梶田・石原，

1977)あるいは飛騨テフラ(下畑， 1981， 1982)と呼ばれる数枚のローム層が分布している.梶田・石原
ひろんど

(1977)はこれを下位から，広殿ロームラ高山ローム(以上ョ更新世中期)，町方ローム(更新世後期)の 3

層に区分し，それらについて記載した また，下畑(1983)は，町方ロームとされたものの上部約 40cm

の部分は，広域テフラである大山倉吉軽石層 (DKP)及び姶良火山灰層(AT)からなっていることを指摘

している.今回，高山ローム層下部の結品火山灰(クリスタル・アッシュ)層中のジルコンのフィッショ

ントラック年代を測定し， 0.34土0.05Maという年代を得た(第11表参照l.

中部地方では，第四紀に入ってから，東西方向の水平圧縮応力場の下において NE-SW方向及び

NW-SE方向の共役的な断層運動が活発となった(松田， 1969). 本図幅地域には，このうち， NE-SW 

方向の多数の活断層が存在し，顕著な右横ずれ変位を示している(梶田・石原ラ 1977)目そのうちでも，

高山盆地の南縁を画する江名子断層は最も規模が大きく，位山分水嶺の形成に関連して更新世中期の初

頭には既に活動を開始し，断層崖直下に崖錐性堆積物を形成し3 それ以後も中小の河川に屈曲変位を生

ぜしめている.

以上述べたように，本図幅地域には古生代石炭紀(約 330Ma)より第四紀完新世に至る各時代の地層

や火成岩体が分布しており，第 l表に示したような複雑な地史を経て現在に至っている

皿.荒城川層(Ak)

荒城川層(命名:議見・野沢， 1957)は，飛騨外縁帯に属する弱変成古生層で，北隣の船津図幅地域の

宮川支流荒城川流域及びその周辺に分布している 議見・野沢(1957)によれば3 本層は“輝緑凝灰岩"
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第3表 荒城川層及び美濃帯中・古生層中の玄武岩質岩石の化学組成

化学分析値(重量%)
11 

H20及び 8を除く 100分比

No. 11213(4|i  No. 2 3 4 

Si02 49ωlMlm145"|  
Si02 51.47 50.76 48.96 47.59 

TiO， 1"iO， 0.97 0.84 1. 99 1. 10 

Al，03 18.821 17.01 1 13.041 12.56 A¥，O， 19.75 17.85 13.70 13.02 

Fe203 4.421 4.201 3.561 3.24 Fe，03 4.64 4.41 3.74 3.36 

FeO 5.75 4.40 8.02 6.87 FeO 6.03 4.62 8.43 7.12 

MnO 0.14 0.15 0.18 0.19 1I MnO 0.15 0.16 0.19 0.20 

MgO 5.00 8.42 7.49 MgO 5.25 日.84 7.87 6.82 

CaO 4.01 9.47 9.80 12.14 CaO 4.21 9.94 10.30 12.59 

Na，O 5.74 1 2.14 2，46 Na20 6，02 2.25 2.5日 3.46 

K20 0.06 0.34 0.81 K，O 0.45 0.06 0.36 0.84 

P205 0.10 0.12 0.15 P205 0.13 I 0.16 0.11 

H20(十) 3.90 4.17 3.73 2.85 CO， 0.97 0.16 1 1.73 i 3.77 

H20(ー) 0.53 0.91 0.68 

CO2 0.92 0.15 1. 65 CIPW norm 

S 0.05 0.13 0.01 Q 

Tota¥ 99.95 99.98 C 4.19 

or 2.67 0.37 2.11 4.96 
分析者:加藤甲壬

ab 1. 緑色片岩(荒城川層) 50.96 I 19.01 21. 87 29.31 

高山市松本町宮川河床(TY-454，GSJ R26855) an 14，09 38.44 24.73 17.51 
2. 緑色片岩(荒城川層)

dU1 l ve8 vn o 

3.78 6.00 8.49 
高山市松本町北方(MA83102703，GSJ R26856) 

3. Fレライト(小入賀川層) 2.89 3.79 5.25 

高山市松之木町南方(MA79101502，GSJ R26857) 0.49 1. 83 2.74 
4. 玄武岩(未区分中・古生層)

8.38 19.12 15.81 7.14 岐阜県大野郡朝日村六方山東方(TY-107，GSJ 
R26858) 

hy1fs 3.80 3.25 7.63 3.72 

3.28 3.23 

1.64 1. 85 

mt 6.72 6，39 5.42 4.87 

1. 83 1. 59 3.77 2，09 

ap 0.24 ' 0.29 0.37 0.26 

CC 2.20 0.36 3.94 8.58 

D.1. I 53.63 

を主とし，粘板岩・磯岩・石灰岩などを挟有し，分布地域西部では片状構造が著しい.本層は，石灰岩

レンズ中のサンゴ化石(藤本ほか， 1962)や含石灰岩礁磯岩中の有孔虫・サンゴ化石(山田・山野， 1981) 

により，下部石炭系 (UpperVisean)に属するものとされている.

本図幅地域内では，本層は北西隅の高山市松本町地内にわずかに露出している.主に暗緑色ないし緑

灰色の緑色片岩からなり，部分的に黒色の千枚岩(厚さ 5m以下)を挟有する.これらの片理面は，一般

に走向 N65-900Eで，北へ 50-800傾斜している.美濃帯中・古生層(駄吉層)との聞には濃飛流紋岩類

(錦山溶結凝灰岩層)や鮮新一更新統(松本磯層など)が分布し，本層と駄吉層との接触関係、は見られない.

しかし，本層と駄吉層の岩相及び変形・変成度には顕著な差異があり，その聞に大きな断層の存在が推

定される.

本層の緑色片岩は，斜長石斑品を含む玄武岩溶岩を原岩とする.鏡下では変形構造が明瞭であり，曹
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長石，緑泥石，緑れん石，アクチノ閃石，緑褐色黒雲母(まれ)，炭酸塩鉱物， リューコクシンが生じて

いる.第3表に緑色片岩2試料の化学分析値を示した.H20を除いた重量百分比で Si02約51%，A1203 

18-20%となり，斜長石斑晶に富む玄武岩が原岩であったと考えて矛盾はない.ただし， アルカリ含量

等については曹長石化作用などの影響を考慮する必要がある.以下l乙この 2試料について顕微鏡下の

記載を行う.

残斑状緑色片岩.高山市松本町宮川河床，錦山溶結凝灰岩層との接触部の近傍(TY-454， GSJ R 

26855)図版 1-1 

暗緑色・片状で，長径 1-2mmの斜長石の残斑晶をかなり多量に含む(容量比30%前後).鏡下で

は，これらの斜長石は完全に曹長石化しており，かっ，破砕・回転・引き伸ばしによりレンズ状と

なり，両端部に緑泥石が集合してプレッシャー・シャドーを形成している.斑品の苦鉄質鉱物はす

べて緑泥石・緑れん石・炭酸塩鉱物の集合体に上り置き換えられている.石基は，少量の拍子木状

斜長石(曹長石化)を含む以外は，微粒の曹長石・緑泥石・緑れん石・炭酸塩鉱物からなり，これら

が顕著な定向配列を示している.この岩石は少量の鉱染状黄鉄鉱を含んでいる.

緑色片岩:高山市松本町(MA83102703， GSJ R26856) 

緑灰色・綴密で，片理がよく発達する. 変成鉱物の組合せは， 曹長石アクチノ閃石一緑泥石一緑

れん石リューコクシンであり， 鏡下の組織から， 比較的斑品に乏しい玄武岩溶岩に由来するもの

と考えられる.

N. 美濃帯の中・古生層

N. 1概要

美濃帯中・古生層は，本図幅地域の北半部と南東部に分布する.一般にENE-WSW ~ E-Wの走向を有

し，北あるいは南へ急傾斜する 中・古生層は主にチャート・玄武岩・砂岩・頁岩・石灰岩・珪質頁岩

・スランプ磯岩からなるが，石灰岩及び珪質頁岩は量的に少ない 玄武岩は北部の小八賀川層に多く，

南部の大西層には全く存在しない 逆に砂岩は北部には少なく，南部の大西層の主要構成岩石である.

本図幅地域の北東部には，黒色泥岩の基質中に砂岩・チャート・玄武岩・石灰岩などの大小様々なブ

ロックを含むジュラ紀の海底地すべり堆積物一ー駄吉層が分布する.駄吉層相当層は本図幅地域北西部

及び北隣の船津図幅地域内にも広く分布する.駄吉層とその南あるいは西に分布する二畳紀の小八賀川

層及び未区分中・古生局とは駄吉衝上断層で接している (ADACHIand KOJIMA， 1983) 

本図幅地域の美濃帯中・古生層から産出する微化石を一括して第4表に示す.

こ Iまちががわ

N. 2 小八賀川層(Kb，Kl， Kc) 

本層は主として玄武岩とチャートからなるー玄武岩はしばしば石灰岩レンズを密接に伴う.小嶋

(1984)は高山市滝町北西の石灰岩レンズほか数か所の石灰岩小岩体より二畳紀前ー中期の紡錘虫化石を
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Loc. 13の化石内容は Loc.12と同様であるが， AnACHI and KOJIMA (1983) 

には化石内容が表示されていないために本表では空欄とした.

。:小嶋 (1984)女 ADACHI and KO]IMA (1983) ; 出典
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第4図 小八賀川層の枕状玄武岩溶岩(丹生川村山口谷川1)

報告している.

玄武岩は一般に暗緑色赤紫色を呈し，主に枕状溶岩・塊状溶岩・ハイアロクラスタイト・凝灰岩か

らなる.枕状溶岩は玄武岩分布域の各所で見られ3 特に北部の丹生川村山口谷川沿い(第4図)や高山市

塩屋町付近によく発達する 枕状溶岩は一般によく発泡しており，孔隙の多くは方解石や緑泥石によっ

て充填されている.
なまい

玄武岩は主に斜長石と輝石からなるが，高山市生井東方の生井川最上流付近の玄武岩は，斑晶として

褐色のクロムスヒ。ネル(図版 1-2 )を多く含む.このクロムスヒロネルは，組成的に，深海性ソレアイト中

のものとよく似ている (ADACHIand KOJIMA， 1983). 

溶岩の中には粗粒でオフィティック組織の発達したドレライト(図版 1-3)も存在する.

チャートは厚さ数 cmの硬く級密な珪質部と数 mmの泥質部の互層からなる層状チャートで，一般

に放散虫を多く含み，またコノドントもしば、しば認められる.小八賀川層の化石はすべてご畳紀のもの

である(第4表).

チャートの色は灰色一灰青色のことが多いが， 赤褐色のものも存在する. このような赤褐色チャート

は，玄武岩の直上あるいは玄武岩中に小規模に存在する赤白珪石口に伴うことが多い.赤褐色チャート

は淡褐色の層状ドロマイト(第5図)を伴うことがある.

ごん lまう

N. 3 根方層(Gs)

本層は高山市根方の北方域に分布し，主として玄武岩とチャートの数 10cm-l00 m大のブロック状

!) 滝町1七東約1.3kmの支沢(標高 920m)には，径3mに達する一赤白建石の転石が見られたが，露頭では確認されていない
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い〉

第5図 小八賀川層の赤褐色チャート中の摺曲した層状ドロマイト(高山市塩屋町南1.2km)

1m 
」一一ー司ーーー

て1
第6図根方層の玄武岩中の層状チャートブ
ロック(高山市生井北方 1km;小嶋，
1984より転載)

の岩体が頻繁に繰り返して産するスランフ。磯岩層である. ブロックとして石灰岩や砂岩も少量存在す

る.玄武岩とチャートの境界は小断層であったり，玄武岩中にチャー卜がブロックとして取り込まれて

いたりする(第6図).本層と周辺の小八賀川層との境界は漸移的であり，層序的に根方層が小八賀川層

の上位であると考えられる 小嶋(1984)は本層をスランフ。層Aとし3 層状チャートブロックから二畳紀
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第7図 髭多山層の varvedchert (高根村下之向南方I.5km)

及び三畳紀2)の放散虫及びコノドントを報告し，その堆積年代を二畳紀ジュラ紀前期の間としている.

ひげたやま

N. 4 髭多山層(Hc)

本層は図幅地域南東部に分布し3 三畳紀の放散虫及びコノドントを産する層状チャートで，玄武岩を
まんごく

伴わないことを特徴とする 本図幅地域中央部の朝日村万石北方から六方山にかけて及び本図幅地域東

部の朝日村丸黒山南方に分布し，大西層の珪質頁岩・砂岩を伴うチャート層(Uc)も髭多山層に属する可

能性が大きい.しかしながら 3 これらのチャートと玄武岩を伴うチャートとは岩相上大きな差はなく，

三畳紀のコノドントや放散虫の産出地点が少ない現時点では，これらのチャートを便宜上，未区分中・

古生層のチヤ}ト (Uc)として髭多山層から区別した

本層を構成するチャートは典型的な層状チャートで，灰色・灰青色・緑色・赤褐色・白色を呈する

また 1-2mm程の厚さでチャートと頁岩が細かく互層する varvedchert (第7図)も存在する 典型

的な varvedchertは，高根村下之向の南方約1.5kmの地点で見られる.全体として約 5mの厚さの

varved chertが三畳紀後期の放散虫化石を産する赤褐色チャ}ト中に挟在する

N. 5 大西層(Ot，Os， Oc) 

本層は本図幅地域西部の久々野町大西北方を模式地として広く分布する砂岩優勢の砂岩頁岩互層(Os)

で，所々に珪質頁岩・凝灰質頁岩及び凝灰質シノレト岩(Ot)を挟む.大西層の砂岩は，本図幅地域南部の

高根村及び、東部の丸黒山南方にも南北8km以上にわたって分布する. また，北部の小八賀川層や中部

の未区分中・古生層中にも断層で挟まれた小規模岩体として存在する.

2) 三畳紀放散虫及びコノドントの産出地点は，根方層分布域の中でただ I箇所である
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第8図 大西層の薄い凝灰質頁岩を挟む層状珪質頁岩(久々野町大西北方)

珪質頁岩・凝灰質頁岩及び凝灰質シルト岩(Ot)

これらは一般に暗灰色4音緑色で， 層理が明瞭であるが， 塊状のこともある.いずれもジュラ紀中期

の放散虫化石を産する.得られた放散虫化石は第4表に示しである.一般に凝灰質のものほど緑色が濃

い 凝灰質頁岩ーシルト岩は， 単層の厚さが数 cm-1Ocm程度で， その問にしばしばより薄い細粒の挟

みを持ち， 層状チャート様を呈する(第B図). 凝灰質シルト岩にはシルト細粒砂サイズの火山源高温

型斜長石・石英・黒雲母が多く含まれることがある (ADACHI，1976;足立， 1977).産出放散虫化石(小

嶋， 1982， 1984; ADACHI and KOJIMA， 1983)は，美濃帯各地の中部ジュラ系から報告されている Dicty-

omitrella (? )kamo印刷-Pantanellium foveatum群集や Unuma echinatus群集 (MIZUTANIet al.， 1981;木戸ほ

か， 1982)の放散虫と共通種が多いので，本層の時代をジュラ紀中期と考えた

珪質頁岩.凝灰質頁岩及ひ

明のことが多い(小嶋， 1984). 

砂岩・頁岩及び礎岩(一部にスランプ磯岩を含む) (Os，Oc) 

大西層の砕屑岩の大部分は， 塊状砂岩及び砂岩頁岩互層である 塊状砂岩は新鮮な部分では灰青色ー

灰色を呈するが，風化面では黄褐色となる. しばしば 0.5-1cm大の黒色頁岩の岩片を多く含む.高根

村上ヶ洞南方，道後谷の支沢では，この黒色岩片の大きさが5cmにも達し，その数も多く，厚さ約3m

の層間磯岩に漸移する 磯としては， 頁岩・チャートの 2-5cm大の亜門亜角磯が多いが，まれに石

灰岩や花岡岩質岩石の亜円磯も含まれる.

砂岩頁岩互層(第 9図)は各所で見られるが， ソーノレマークや級化層理など地層の上下判定に利用でき

る堆積構造は顕著ではない 本図幅地域南東端に近い高根乗鞍湖岸の大西層の砂岩頁岩互層には，グル

ーブキャスト，フルートキャスト，パウンスキャストが発達しており，北から南への古流向が知られて

いる(足立・水谷， 1971).また，朝日村万石北方の砂岩頁岩互層にも，フルートキャスト，グル」ブキャ
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第9図大西層の砂岩頁岩互層(高根村塩沢谷上流)

ストが発達し，南西から北東への古流向を示す (ADACHI，1976) 

砂岩は一般に淘汰が悪く，円磨度の低い石英・カリ長石・斜長石の鉱物粒及び各種岩石片とそれらの

間を埋める粘土質基質及び重鉱物からなる.主要砕屑粒のうち石英が量的に最も多く， しばしば波動消

光を示す.石英には，ジルコン・ルチル・雲母・葺線石などの包有物を含むものもある カリ長石には

正長石と微斜長石の両方が存在するが量的には前者の方が多い

岩石片の中で最も多いものは頁岩で，チャート・石英斑岩・玄武岩・花闘岩がそれに続く その外に

珪線石片麻岩やオーソコーツァイトの岩石片も珍しくない.石灰岩の岩石片は一般に多くない.

重鉱物としては，黒雲母・ざくろ石・ジルコン・白雲母・電気石・不透明鉱物が普遍的に含まれる.

高校第一ダム近くの中粒塊状砂岩には，重鉱物としてクロリトイド(図版 1-4)も含まれる(足立， 1977， 

1979) .重鉱物の中で， 大西北方及び丸黒山南方の大西層砂岩中のざくろ石は， MgOとFeOに富み，

CaO とMnOに乏しい (ADACHIand KOJIMA， 1983).なかでも，最もマグネシウムに富むものは MgO

含有量約10%(パイロープ成分40%)にも達する(第10図)。

大西層の砂岩(Os)には，部分的に，黒色頁岩や層状シルト岩が優勢となることがある. このような頁

岩優勢部には砂岩・チャート・泥灰岩の 30cmー数10m大のブロックを含むスランプ磯岩も存在する.

これらのスランプ磯岩中のチャートブロック (Oc)は宮峠北方，大西北方，丸黒山南方及び朝日村小谷西

方に見られる(第11図).チャートブロックからは，三畳紀の放散虫化石が産出することもある.

大西層の砂岩からは堆積年代を示す化石は見いだされていないが，ジュラ紀中期の放散虫化石を含む

珪質頁岩を密接に伴っていることから， その時代はジュラ紀中期一後期(?)と推定される. ジュラ系大

西層とより古い二畳系小八賀川層及び未区分中・古生層との関係は不明な点が残されている 大西北東

の美女峠から北方にかけてのノレートマップ(第12図)からも分かるように，大西層とより古い地層との関

係は単純ではない.小嶋(1984)は，大西層とまわりの地層の分布パターンと化石のデータから，大西層
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第10図 大西層及び駄吉層中の砕屑性ざくろ石の組成図 AOACHI and KO]IMA (1983)による.Pγ

ノミイロープ， Alm アノレマンディン， Sp:スベッサルティン， Gra グランダイト

第11図 大西層中のスランフ。磯岩(朝日村小谷西方，日の出橋付近の飛騨川河床)

は，本来，まわりのより古い地層を不整合に覆っており，その後の kmオ}ダーの摺曲によって現在の

ような分布パターンを示すようになったと考えた.

大西層の砂岩に伴う珪質頁岩と未区分中・古生層に挟まれる珪質頁岩とはラ岩相的にも放散虫化石の

上からも似ている.これらの珪質頁場が同じ時代のもので，かっ上記のように大西層とその周りの未区

分中・古生層の関係を不整合とすると，大西層の珪質頁岩(Ot)は砂質岩(Os)に含まれるシート状の異

地性岩体ということになる
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第12図 美女峠北方におけるジュラ系大西!留と周目の二畳・三畳系との関
係を示すYレートマyプ(小嶋， 1984) 
JR ジュラ紀放散虫化石， TC:三畳J紀コノドント化石 PR:二畳紀放散虫

化石， ss:砂岩， sh:頁岩， ch:チャート， gs玄武岩

だ よし

N. 6 駄吉層

(Ds， Dc， Db， DI) 

本層は本図幅地域北東部に

広く分布するジュラ紀のスラ

ンプc磯岩層で、ある.本図幅地

域北西部や北部(小八賀川層

中)のスランプ磯岩層も， 岩

本日から本層に含めである.駄

吉層は黒色頁岩シルト岩中

に数mm数kmに及ぶ大小様

々な砂岩・チャート・玄武岩

・石灰岩などのスランプ磯

(オリストリス)を含む海底地

すべり堆積物である ω 砂岩オ

リストリスの中で， 数 10m

以上の大きなものは，すべて

砂岩頁岩互層起源で，スラン

プ磯岩の基質をなす黒色頁岩

.シルト岩に漸移する部分も

ある. したがって，地質図上

ではチャート・石灰岩・玄武

岩のみをオリストリスとして

示した模式地の丹生川村駄

吉南方では，数10cm大の砂

岩や層状チャートのブロック

が3黒色一暗褐色で、汚れた感じ

の基質の頁岩中に存在するの

がよく分かる(第13図).この

付近の駄吉層には後生の小断

層も多く，各所に破砕帯が存

在する 本層は北隣の船津図

幅地域内にも広く分布し，議

見・野沢(1957)による小八賀
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第13図 駄古層のスランプ磯岩(丹生川村駄吉南方)ハンマー
右のスランフ。礁は砂岩上方の磯層は完新世の日曜厨

川以北の丹生川層の大部分と中畑層及び

十三ヶ岳層はすべてこの駄吉層と一連の

ものであり，類似の地層は丹生川村平湯

峠上宝村福地南方にも広く分布する.

このように駄吉層のスランプ磯岩及びそ

の相当層は，丹生川村一帯に広く分布す

る一大オリストストロームをなすことか

ら，一括して丹生川オリストストローム

(Nyukawa Olistostrome)と呼ばれている

(ADACHI and KOJIMA， 1983) 

スランフ。磯としては量的に砂岩が最も

多い チャートのスランフ。磯には二畳紀

のものと三畳紀のものとの 2種類が存在

する 石灰岩磯には小型有孔虫や石灰藻

は認められるが，時代決定に役立つ紡錘

虫やサンゴなどの化石は得られていな

い スランプ磯岩の基質である黒色頁岩

からはう大西層の珪質頁岩中のものとほ

ぼ同種のジュラ紀中期の放散虫化石が産

出する(第4表).しかしながら化石の保

存状態は一般に悪くう再結品したものが

第14図 宋区分中・古生層中の石灰恭とチャート(リボンチャート)の互層(朝日村岩井谷)
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多い.この放散虫化石の再結晶化は3 駄吉東方に露出する白亜紀後期に貫入した下/原花筒閃緑岩の熱

の影響と考えられる. 花開閃緑岩体付近の頁砦は黒雲母ホルンフェルスに変わっている.砦体から約

500 m 以上離れると黒雲母はみられないが，熱水性の石英緑泥石脈が各所に認められる. このような

熱水変質は下ノ原花儲閃緑岩体の露頭から1.5-2 kmに及んでおり，花向閃緑岩体が駄吉層の下に広く

伏在していることを示唆している(地質断面図 E-F-G参照).

駄吉層の砂岩は，珪線石片麻岩(図版II-1)やオーソコーツァイト(図版II-2)などの岩片を含むことな

ど，その岩石学的特徴は，南部の大西層の砂岩と区別できない 興味深いことと Lては，砂岩の重鉱物

としての電気石の砕屑粒に二次成長が観察されることである (ADACHIand KOJIMA， 1983). この砂岩は

池之俣川上流産の細粒砂岩で，重鉱物に富むラミナを持っている.このラミナに自形状の電気石があり，

二重構造を示している すなわち円廃された緑色ー黄色の多色性を示す核部とその周りを取り巻く淡黄

色一無色の多色性を示す二次成長した電気石である(図版II-3，4).

駄吉層と小八賀川層及び未区分中・古生層とは逆断層(駄吉衝上断層)で接している.これについては

地質構造の項で述べる.

N. 7 未区分中・古生層(Uc，Ub， Ul) 

本層は， 図幅地域中央部に広く分布する層状チャート (Uc)と玄武岩(Ub)を主体とし，その他少量の

石灰岩(Ul)及び頁岩を挟有する地層である.本層の大半を占める厚い層状チャートからは二畳紀及び三

畳紀3)の放散虫化石を産するが，化石の資料が十分でなく，今のところ二塁紀チヤ}トと三畳紀(ジュ

ラ紀前期)チャートを区別できないので未区分中・古生層のチャートとして一括した. チャートの中で

玄武岩を伴わないものあるいはやや珪質な白色石灰岩と互層するリボン状チャート(第14図)は，恐らく

三畳紀の地層と思われる.チャートには層間摺曲がよく発達している

本層の玄武岩は，小八賀川層のものに比べて，石灰岩を伴うことが少なく，また地層の厚さがより薄

いが，全体的な岩相並びに岩石学的及び化学組成的特徴の上からは区別できない(第3表).枕状溶岩も

普遍的に存在し，特に朝日村水屋谷及びその周辺地域でよく観察される.本層の玄武岩が二畳紀のもの

という確証はないが，かなりの部分は小八賀川層の玄武岩(Kb)と一連と考えても大きな矛盾はなく，

チャートとともに今後の検討を要する.朝日村六方山東方の水屋谷上流には，チャートと玄武岩の問に

石灰岩が存在し，藤本ほか(1962)はこの石灰岩体から Parafusul ina sp.を報告している 恐らくこの石

灰岩を伴う玄武岩は二畳系であろう 水屋谷東方の長倉本谷及び岩井谷には，径 80cm大に達する含紡

錘虫灰色石灰岩の転石が幾つも存在する.紡錘虫化石の大半は Pseudofusulinaisomie 1GO (ADACHI and 

KOJIMA， 1983)で，二畳紀前期のものである 1Go(1965)によれば，P seud ofusul ina isomieは北隣の船津図

幅地域東部の丹生川村旗鉾及び曽手の石灰岩に特徴的な紡錘虫化石とされている.

本層のチャートあるいは玄武岩中には，大西層の珪質頁岩や砂岩の小岩体が断層で挟みこまれて各所

に分布する.第15図から分かるように，ジュラ紀珪質頁岩・砂岩とより古いまわりの地層とは明瞭な断

層関係が認められる場合もある， しかしながら，両者の走向がほぼ同じで，かっ断層らしきものが全く

の わずか l例ではあるが，小嶋CI9唱4)は高山市岩井町南の層状チャートからジュラ紀前期の放散虫化石を報告しているa
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第15図大西層の珪質頁岩(左側)と周りのチャートとの断層関係(朝日村深谷)

認められず整合と見える露頭も少なくない.特にチャート中に挟在するジュラ紀層が，砂岩や典型的な

淡緑色珪質頁岩一凝灰質頁岩ではなく，ごく普通の黒色頁岩の場合には化石を抽出してみて初めて“断

層"の存在に気付くことが多い.このような，堆積後間もない時期に海底地すべりによって生じたと考

えられる断層は，未区分中・古生層に多く存在する.現在までに得られている化石のデータ及び美女峠

北方に見られるチャートと砂岩・珪質頁岩の複雑な産状から判断すると，本地域の未区分中・古生層を

構成する見かけ上厚いチヤ}ト・玄武岩などは，二畳紀チャート，二畳紀(?)玄武岩，三畳紀チャート，

ジュラ紀チャート及びジュラ紀珪質頁岩・砂岩が，海底地すべりによって複雑に繰り返している可能性

が強い.

N.8 地質構造

IV. 8 1 摺曲構造

本図栢地域内の美濃帯中・古生層の大構造は複雑で不明な点が多く残されている.その理由は， (1)最

も広く分布する層状チャートに十分な特徴がなく，また地層の上下関係を決めうる堆積構造も見られな

い. (2)玄一武岩に地層の上下判定が確実にできる枕状溶岩が少ない‘ (3)チャートからは二畳紀ジュラ紀

前期の放散虫やコノドントが産出するが，今のところ，これまでの化石のデータからはまだ三畳紀チャ

ートと三畳紀チャートを十分に区別できていない. (4)大西層の砂岩には， ソールマ}クや級化層理が発

達不良で，地層の上下が分かる所が少ない. (5)駄吉層のようなスランプ磯岩では，基質及びスランプ磯

の時代が分かつても 9 堆積時の変形に後の時期の変形が重複しているため3 全体の地質構造の解析は難

しい. (6)本地域の中・古生層には幾つもの断層が存在し，地質構造を一層複雑なものにしている.

上記のような理由から，本地域の中・古生層の大構造，特に kmオーダーの摺曲構造を明確に把握す
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第16図 丹生川村駄吉林道切害IJにみられる駄吉衝上断層 駄吉層 (Ds)の上に N350E，30-50oNWの断層面をもって小
八賀川層 (Kb)が載っている

るには至っていない しかし次のように仮定すれば，大局的な地質構造が推定される.すなわち3 二畳

紀の石灰岩及びチャートを密接に伴い， しかも同じような岩石学的特徴を持った玄武岩を一連のものと

する.更に所々に認められる玄武岩の枕状構造から地層の上下を決定する.このような解析によって，

波長3km程度の広域的な摺曲構造が得られ，地質断面図に示されている. 玄武岩の上下に存在するチ

ャートの時代が詳細に確定されれば，より確度の高い摺曲構造が設定できょう.

IV. 8 2断層

本地域内の中・古生層を切る断層は数多く存在する これらの断層には地層の走向にほぼ平行な
えなこ L、の以な

ENE-WSWのトレンドを持つものが多い 例えば江名子断層，猪之鼻断層及び官峠断層がこの代表的

なものである.これらの断層面は高角度で北あるいは南へ傾斜する これらの断層に沿って破砕帯が各

所に発達し3 また未固結の断層粘土も普通に見られる.

一方，駄吉層と小八賀川層及び未区分中・古生層を境する駄吉衝上断層は，低角度で両者を分け3 地

層の一般走向と著しく斜交している.衝 I二断層面が見られる所は限られるが，駄吉南方の駄吉林道沿い

で、は，駄吉層と小八賀川層の接触関係が見られる(第16図).ここでは，二畳系小八賀川層の玄武岩の下

位にジュラ系駄吉層の黒色頁岩が存在する.断層面は北西へ30-500傾斜している 下盤の黒色頁岩はか

なり変形し，部分的に黒色の断層粘土も形成されているが，上盤の玄武岩はほとんど変形していない

断層面は lつではなく，ほぼ平行なものが幾つも存在する.駄吉衝上断層は江名子断層によって約 lkm

の右横ずれの変位を生じている.

V. 下ノ原花闘閃緑岩(Gd)

本岩は，木図幅地域最北端から「船津」図幅地域にかけて分布する小岩体で，議見・野沢(1957)及び
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第5表下ノ原花尚閃緑岩の化学組成及びモード組成

Ig. lossを除く
百分比 No一二一 2
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CIPW norm 

モード組成
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1. 斑状角閃石含有黒雲母花嗣閃緑岩
丹生川村旗鉾西方(781110.-1，GSJ R26859) 

2. 弱斑状角閃石含有黒雲母花尚閃緑岩
産地同上 (781110-2， GSJ R26860) 
分析者:原山智(蛍光X線分析) 安藤厚 (FeO)

帯磁率測定:金谷弘

0.06 

1. 51 

3.68 

3.32 

2.99 

0.14 

26.83 

0.69 

17.70 

28.09 

17.30 

3.77 

2.85 

1. 59 

0.85 

0.33 

0.06 

1. 26 

3.29 

3.21 

3.49 

0.13 

30.36 

0.26 

24.37 

31. 97 

8.56 

1. 22 

1. 07 

1. 52 

0.48 

0.19 

SHIBATA and NozAWA(1966)では石英閃緑岩と呼ばれたが，モード分析の結果(後述)により表記のよう

に改称する.丹生川村駄吉の東方(通称、塩屋坂付近)より下ノ原4)付近にかけて露出し，北東一南西方向

にやや伸長した長径約700m，短径約450mの小岩体をなす.美濃帯中・古生層(駄吉層)を貫き，岩体の

周囲約300m前後にわたって同層を黒雲母ホルンフェルスに変化させている.小八賀川河床では本岩が

N600W600Nの貫入面をもって同層の砂岩を非調和に貫いているのが見られる 下ノ原南方の通称下

/原谷下流部にも類似した岩相の小岩体が認められる.本岩の K-Ar年代(黒雲母)は， SHIBATA and 

NOZAWA (1966)により， 86土 6Maと報じられているが，最近の壊変定数5)により再計算すれば88土6

Maとなる.

本岩は主として斑状一弱斑状・中粒の角閃石含有黒雲母花岡閃緑岩ーから構成されるが， しばしば露頭

規模で組織や構成鉱物の差異による岩相変化を示す.長径10cm以下の暗色包有物を少量含むほか3 ア

プライト脈や石英の細脈を伴う.石英脈中にはしばしば細粒の黄鉄鉱や輝水鉛鉱が見いだされる

本岩の主岩相には3 肉眼的に長さ 2-8mmの斑状斜長石， 1-3 mmの自形黒雲母， 1-4 mmの半自形

4) 旧版の国土地理院発行5万分の l地形図「船津」にはこの地名があるが，最新版には載っていない.
5)λβ~4. 962 x 10 -10 yr 九 λe~0.581 x 1O-1Oyr-' 
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石英とこれらの聞を埋める細粒部と

が認められる このほか，長さ 3-5

mm前後の角閃石斑晶を含むことが

多い.

本岩の代表的岩相4試料について

モード分析を行い3 このうち 2試料

について化学分析及び帯磁率の測定

を行った(第5表及び第17図) モー

ド組成上は花開閃緑岩の領域にプロ

ットされ，色指数は12-14%を示す.

不透明鉱物としてチタン鉄鉱を含む

が，その含有量は低い磁鉄鉱が，

含まれないことは帯磁率が低いこと

と調和的である 化学組成上は，や

や全鉄に乏しい点を除いて，ほぼ日

本産花闘岩質砦の平均的トレンドに

のる.

ノ

石英

「一一一一-，一一「
i¥  
:花両花嗣岩 i 
閃緑岩、

f ・
/町、

¥ 

• .. .¥ 
I ・ .¥

ーメL → I ¥ 7 一一一一¥ー

¥ 

//li¥  、¥

力リ長石 斜長石

第17図下ノ原花尚閃緑岩(黒丸)，船山溶結凝灰岩層中の花尚岩
岩片(1)及び花尚閃緑斑岩中に捕獲された花尚岩(2 )のモ
ード組成 花尚岩類の分類・命名は STRECKEISENet al. (1973)に
基づく

以下に本岩の代表的標本(化学分析試料)について，鏡下の性質を記述する

斑状角関石含有黒雲母花闘閃緑岩，丹生川村旗鉾西方， 国道158号線道路切割(781110ー1，GSJ R 

26859) 

斑状結晶として斜長石・石英・黒雲母・角閃石を含み，その間を石英・カリ長石・斜長石からな

る細粒部が充填する.このほか燐灰石・ジルコン・チタン鉄鉱の自形結晶が石英を除く斑状結晶中

の包有鉱物や単独結晶として含まれる.

角閃石は黒雲母に様々の程度に置換されており，柱状半白形他形を示す.多色性はx=淡黄色，
y=淡褐色 zニ淡緑色ー緑色である. c軸方向に伸長した結晶内にはしばしば(001)に沿ったラメ
ラ構造が認められる.黒雲母l土半自形斑状結晶のほか，細粒部の他形結晶や斜長石中の包有結晶及

び角関石を置換した結品として含まれる.多色性は， x=淡黄褐色 y宇z=茶褐色である.燐灰
石・ジルコンを包有結品として含む.努開に沿ってしばしば緑泥石が生じている.斜長石は自形大

型斑状結品と細粒部を構成する半自形{也形小型結晶とに大別される.前者はアンデシンーオリゴク

レースで累帯構造を示し，角閃石・黒雲母・燐灰石を包有結晶として含む.後者は累帯構造は弱く

オリゴクレースよりなる. 石英も半白形他形斑状結晶と他形細粒結品に大別される 前者はプ-

Yレ状集合体をなし，サブグレイン化し，縫合組織を示す.後者は斜長石・カリ長右・黒雲母ととも

に細粒部を構成する.カリ長石は他形で，細粒部を構成し，パーサイト構造を示さず l相である.

弱斑状角閃石含有黒雲母花樹閃緑岩産地.同上(781110-2，GSJ R26860) 

前述の斑状型より石基部の粒径が大きくなり斑状構造がやや不明瞭となる.角閃石・黒雲母はや

や少なく，石英・カリ長石がやや多いほかは，上記試料に同じ.
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VI. 濃飛流紋岩類及び関連する貫入岩類

VI. 1 研究史及び層序の概要

本図幅地域の濃飛流紋岩類は， 明治一大正年間を通じて石英斑岩ぺ“微粒斑状花開砦"あるいは

“花闘質斑岩"と呼ばれ，溶岩あるいは浅所透入岩手とみなされてきた(坂， 1887;神津， 1911;野田・佐

藤， 1920などに野田・佐藤(1920)は， 20万分の l地質図幅「高山」の説明書において，1石英斑岩は…..

木曽図幅の阿寺山脈を構成する花岡質斑岩に連続する 一.....本図幅に於ては片麻岩・古生層・角閃花

岡岩を貫通す.岩石は普通斑状を呈し，石英.JE長石・斜長石及少量の黒雲母より成れる微花岡岩質石

基に石英又は長石の斑晶散点し，又角閃石及輝石あり，又時々多少攻竣質にして稀顕著なる流状構造を

呈し，其地表付近に差出し又地上に流出したりしの如き観を呈するものありて岩質石英粗面岩に近似し

両者の間に判然たる区別をなすこと難しー……」と記述している.

その後ョ本図幅地域の濃飛流紋岩類の研究は長い空白期を迎える. 第2次大戦後， 岩船・佐久間

(1952)は，ヌド図幅地域に含まれる岐阜県大野郡高根村・同朝日村地内の地下資源調査を行い，同地域の

10万分の l地質図を作成した そして， I石英斑岩は， 古生層に対して一部道入し一部熔岩流をなした

盃状大道入体を形成し・・…J，I大底殻岩体よりの差入条件による各種の相(浅い方から， 石英粗面岩・

石英斑岩・花儲斑岩，現著者注)に分たれ，古生層内にはこの支脈の貫く部があるjと述べている.

1950年代後半に入ってう 中部地方の“石英斑岩"地帯の 5万分の l地質図幅調査が次々に実施され

たそれらの調査資料に基づいて， 河田ほか(1961)は，“石英斑岩"の主体が溶岩でも透入岩でもなく

流紋岩質の溶結凝灰岩であることを明らかにし，美濃・飛騨・木曽地方にまたがって分布する“石英斑

岩"を「濃飛流紋岩類」と呼ぶことを提唱した ただし，これら一連の調査研究は，すべて濃飛流紋岩

類の岩体南半部(上松・妻龍・付知・加子母・下呂・萩原の各図幅地域)において行われたものであり，

本図I隔地域に関しては特に言及されていない

本図幅地域を含む岐阜県全体の地質図としては，牛丸(1964)による20万分の l岐阜県地質図と，地質

調査所の編集による15万分の l岐阜県地質鉱産図(岐阜県， 1970)とが出版されている 牛丸の地質図で

は，本図幅地域の“濃飛斑岩類"は古生層に対して比較的スムースな境界線をもって“貫入"している

ように表現されているが，一方の地質鉱産図では両者はすべてジグザグの断層線で境されており，両図

の聞には際立つた差異が認められる.

濃飛流紋岩類に関する本格的な研究が始まったのは1960年以降である.山田ほか(1971)は，これらの

研究成果に基づいて 3 火砕流堆積物という観点から濃飛流紋岩類の主体を構成する溶結凝灰岩の性状を

記述し，また，濃飛流紋岩類を形成した火山活動の産物を大きく 1-vのステージに区分し(第6表)，そ

れらの空間的拡がりや化学組成の推移を考察した

1970年に濃飛流紋岩団体研究グルーフ引が発足し， 以後各地域の詳細な調査研究を行っている(濃飛

団研， 1973， 1976， 1979， 1982a， 1982b;小井土・濃飛団研， 1983). これらの研究によってまとめられ

6) 濃飛団研と略称(以下l司様).
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第6表濃飛流紋岩類の層序区分
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米今回の調査によれば，その一部は船山溶結凝灰岩層に属する

料濃飛団研0982，1983)によれば，古第三紀の太美山層群に対比される可能性が大きい

た濃飛流紋岩の層序関係を第6表に示したまた3 これと並行してう濃飛流紋砦類をテーマとする卒業

論文の作成杭東京教育大学・信州大学・岐阜大学・京都大学・横浜国立大学などの学生によって行わ

れた.そのうち，本図幅地域に直接関係するものは，福地(1972)による高山盆地の研究，黒木(1973)に

よる久々野町地域の研究，打江(1973)による小坂町地域の研究，永測(1973)による朝日・高根地域の研

究，棚瀬(1978)による高山一古川地域の研究，中口(1983MS，)による清見村ー宮村地域の研究，鈴木

(1983 MS，)による鈴蘭高原ボーリングコアの研究などである

1979-1980年度には， 本地域の西隣の三日町地域が特定地質図幅として取上げられ， その研究成果が

河田(1982)によりまとめられた(第6表)，これに先立つて，河田ほか(1976)は， 三日町図幅地域の清

見村三本木地区において，濃飛流紋岩類に挟有される水底堆積岩層(二本木層)から，比較的保存のよい

植物化石(C問 ninghamiaiz叩 1IensisMA  TSUO )を発見し，同層が白亜紀最末期のへトナイ世に対比される可

能性を示唆した

最近における本図幅地域の濃飛流紋岩類については，以下のような研究がなされている.

鹿野(1980)は，高山市街地周辺部における濃飛流紋岩類と基盤岩(美濃帯中・古生層と飛騨外縁帯の

荒城川層)との境界部を詳しく観察し，この地域では陥没運動によって生じた NW-SE方向の断層崖に

流紋岩類がアパットして堆積したものと推定した.
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笠原(1983)及び笠原・山田(1983)は，朝日村青屋地域における濃飛流紋岩類と美濃帯中・古生層との

境界部の観察から， この地域では溶結凝灰岩の堆積後大規模な陥没運動が生じ， 陥没体北縁の E-W~

ENE-WSW方向の断層に沿って長大な花闘斑岩の弧状岩脈が貫入したと推定した

山田・河田(1983)は，本図幅地域南方の飛騨小坂地域の濃飛流紋岩類の層序及び、産状を記述し， 特
おさか

に，中・古生層の巨大岩塊を多量に含む最下位の小坂火砕岩類と，その上位の東俣溶結凝灰岩層とが，

いずれも飛騨小坂付近に存在した南北方向の火道を通って噴出・堆積したものと考えた.

本図幅調査によって明らかにされた濃飛流紋岩類の層序並びに岩相の概要を第7表に，また周辺地域

の濃飛流紋岩類との対比を第6表に示した

濃飛流紋岩類のステージ Iの火砕岩類は，主として濃飛岩体の南縁部及び西縁部に分布し，本図幅地

域には分布しない

ステージEの火砕岩類は，本図幅地域を含む濃飛岩体のほとんど全域(南縁部を除く)に分布する.本

図幅地域では，下位から，中之宿凝灰岩層・錦山溶結凝灰岩層・船山溶結凝灰岩層の 3つのユニットに

区分される これらのうち，中之宿凝灰岩層は木図幅地域南東部に，また，錦山溶結凝灰岩層は北西部

にそれぞれ狭少な分布を示し，基盤の美濃帯中・古生層あるいは荒城川層を不整合に覆っている.両者

は分布地域が異なるため直接に層序関係を決めることはできないが，これら両層を覆って広く分布する

船山溶結凝灰岩層に対して，錦山溶結凝灰岩層が一部移化的な岩相を示すこと，並びに周辺地域との対

比から，中之宿凝灰岩層よりも錦山溶結凝灰岩層の方が層序的に上位であると推定した.

ステ}ジEの火砕岩類は，濃飛岩体の中央部から東縁部にかけて広く分布している 本図幅地域で

は，主に東部地域に分布し，青屋凝灰岩層とその上位の九蔵川溶結凝灰岩層とに区分される.青屋凝灰

岩層は非溶結火砕岩と砕屑岩とからなり，濃飛岩体南半部に広く分布する阿寺層(湖底堆積層)に対比さ

れるが，厚さは薄く，分布も断続的である.青屋凝灰岩層と下位の船山溶結凝灰岩層との間には若干の
たかだる

浸食間隙が推定される 九蔵川溶結凝灰岩層は，濃飛岩体の中央部に広く分布する高樽溶結凝灰岩層と

岩相が極めてよく類似しており，それとー続きのものであったと推定される

ステージN及びVの火砕岩類は，本図幅地域南方の濃飛岩体東縁部(王滝川流域)に分布し，本図幅地

域には分布しない.
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第18図 中之宿凝灰岩層基底の不整合面(左上右下). (高根村下之向，飛騨川左岸)人物より手前が大西層の砂
岩で E-W.75"Nの走向・傾斜を示す.不整合同の走向・傾斜は N-S，300W で，凝灰岩層の最下部は細粒

のガラス質凝灰岩(厚さ約 30cm)，それより上位は粗粒凝灰岩からなる

ここで，濃飛流紋岩類の岩質表示について触れておく 濃飛流紋岩類を構成する溶結凝灰岩の大部分

は， SiO;"が70-78%の範囲にあり，通常の命名法ではすべて「流紋岩」に属する.しかし，その頻度分

布をみると SiO;71%と75%とに 2つのピークをもっパイモーダルな性質をもっている(原山ほか3

1982). そこで，便宜上 SiO;70-73%を流紋デイサイト， 73%以上を流紋岩と呼んで両者を区分するこ

とにする.化学分析値のない試料については，分析された試料のモード組成と比較することによって化

学組成を推定している.

VI. 2 中之宿凝灰岩層(Tn)

模式地及び分布

中之宿凝灰岩層(新称)はう高根村中之宿・下之向間の飛騨川河床を模式地とし，北方の子ノ原高原付

近及び南方の猪之鼻川上流地域にかけて，南北約7kmの範囲に細長く分布する. また，高根第二ダム

南方の標高 1，300-1，400mの稜線部にも本岩の孤立した小分布がある.

下位層との関係

本層は美濃帯中生層(三畳系髭多山層及びジュラ系大西層)を不整合に覆う.不整合面が最もよく観察

されるのは 3 下之向北西約 200m の飛騨川沿いの露頭である(第18図) ここでは，基盤の大西層の砂岩

(一部は磯質砂岩)の層理面を高角度に切って，本層の流紋岩凝灰岩が載る.不整合面の走向はほぼ南北

方向で，傾斜は西へ約300である 本層基底部の厚さ約 30cmの部分は細粒i紋密なガラス質凝灰岩で，

それより上位は結品破片や岩片(砂岩・頁岩・チャート等Hこ富む粗粒のガラス質結品凝灰岩であるが，

7) H20及び CO，を除いて再計算した SiO，重量百分比(以下同様)
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/ 地質界

第19図 中之宿凝灰岩層と中・古生層との急斜した不整合関係を示すノレートマップ
(高根村猪之鼻川上流) Wf船山溶結凝灰岩層 Tn:中之宿凝灰岩層 05:大西

層 Hc:髭多山層数字は海抜高度 (m)

両者とも非溶結で，ピトロクラスティック組織が残っている 基盤の砂岩は著しく堅硬で，破砕されて

いない.不整合面は平滑で，よく癒着しており，これに沿うすべり面も見られない.

高根村池ヶ洞北方の林道切割では3 大西層の砂岩の上に本層の灰白色の流紋岩凝灰岩が N200E300W

の境界面をもって載っているが，ここでは境界面に沿って幅 10-20Cmのやや軟弱な断層粘土が生じて

いる.恐らく，本来の不整合面が，第四紀の断層運動(猪之鼻断層)に伴ってすべり面となったものであ

ろう.

猪之鼻川上流部では，本層が基盤との境界部付近で急斜あるいはほとんど直立の構造を示すため，不

整合関係を把握しにくい 第19図に示したように，髭多山層の層状チャートに接してその西側にチャー

ト角礁からなる厚さ数mの角磯岩が分布し，更にその西側に成層した流紋岩凝灰岩(層理面ほぼ直立)が

分布している このチャート質角磯岩は本層の基底磯岩に相当するものであり，この付近の直立した構

造は木層堆積後の変動によるものであろう.

厚さ

本層の厚さは，模式地では約 200m であるが，猪之鼻川上流では 5m程度となり，南方に向かつて薄

化尖滅する.北方に向かつての厚さの変化については，丹生川火砕流堆積物や乗鞍火山噴出物に覆われ

るため，不明である.

岩相

本層は，主として，流紋岩質の凝灰岩・軽石凝灰岩及び火山磯凝灰岩(いずれも非弱溶結)からなれ

局部的に凝灰質砂岩，凝灰質泥岩及び磯岩を挟んで、いる.
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第20図 中之宿凝灰岩層中の砕)菅岩層の分布を示すYレートマップ (高根村猪之鼻川支流)Gp:石英斑岩(他の記号は第
19図と同じ)

火砕岩類は3 一般に優白質で，有色鉱物として黒雲母のみを含むものが大部分であり，まれに黒雲母

と角閃石を含むものがある.ガラス片と結品片との割合から3 ガラス質凝灰岩，ガラス質結晶凝灰岩，

更に結品ガラス質凝灰岩まで，幅広い岩相変化を示す(第24図B参照これらに含まれる岩片は3 砂岩

・頁岩・チャート・玄武岩などの異質岩片が主体であるが， ときに流紋岩凝灰岩，同溶結凝灰岩，同溶

岩などの類質岩片も認められる.基質は3 一般にガラス片の形がよく保存されたピトロクラスティック

組織を示すが，これらのガラス片はすべて脱ガラス化している. ときには，軽石片がやや偏平化して葉

理構造を示すことがある しかしこのような部分(弱溶結相)はまれで，一般には塊状で，露頭の規模

では均質で、ある

凝灰質砂岩は，猪之鼻川支流に露出し，細磯岩を伴い，弱い層理を示し，厚さ約50mで3 本層の比較

的上位層準を占める(第20図).機岩はこれよりも下位の層準に挟まれ3 厚さ 10m以上で，平均径3-5

cm，最大径約 20cmの流紋岩凝灰岩・チャート・頁岩の亜角磯からなる(第20図) 凝灰質泥岩は， 高

根村中洞東方の谷の最上流部(地質図で N350E250Nの走向傾斜を記入した地点)に露出し，凝灰岩中に
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第21図 高山市松本町三福寺町における錦山溶結凝灰岩層 (Wn)と基盤岩と
の不整合面のトレース 鹿野(I980)に基づき，一部修正.tま図は国土地理院
発行2万5千分の l地形図「高山」の一部を使用 Ob:大j同屑 l¥!fm 松本i深

層 Ds:駄tT層 Ak:荒城川層 F:飛騨外紋帯と美濃帯とを噴する推定断層
1-3・木文参照

厚さ 10cm程度の薄層として何枚も挟有され，一部に炭質頁岩を伴う.

対比

本層の主体をなす火砕岩類は，主に黒雲母流紋岩の組成を示すこと，中・古生層や流紋岩凝灰岩など

の異質・類質岩片に富むなどの点で，飛騨小坂付近(南隣の御jよ(11I図幅地域内)に分布する小坂火砕岩類

(山田・河田， 1983)と共通性があり，両者の層序的位置もほぼ同様である(第 6表参照) しかし小坂

火砕岩類は中・古生層の巨大岩塊(径数10m数100m)を多数包有する凝灰角磯岩一火山磯凝灰岩から構

成され，一方，本層は凝灰岩一火山磯凝灰岩を主体とし， 何枚もの砕屑岩層を挟有しており， 両者は岩

相上大きく異なる 両者の分布は約 20kmも離れており，その中間の地域にはこれらより上位の火砕岩

類が広く分布しているため，両者の関係を明らかlこすることは困難である.

VI. 3 錦山溶結凝灰岩層(Wn)

模式地及び分布

錦山溶結凝灰岩層(新称)は，高山市街地の東部に位置する錦山(標高 753m)一帯を模式地とし，北は

高山市松本町から南は同石浦町まで，南北約 8kmの範囲に分布する. またラ本属と岩相並び、に層序的

位置が類似する溶結凝灰岩は， 本図幅地域北西方の国府町一古川町地域(飛騨古川図幅地域内)にも分布

し，棚瀬(1978)により宮川溶結凝灰岩と命名されている.

下位層との関係

本層は，美濃帯中・古生層及び飛騨外縁帯荒城川層を，いずれも不整合に覆っている(第21図) 以下

L この不整合関係について3 北から南に順次記述するー
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第22図 錦山溶結凝灰岩層と荒城川層(緑色片岩)とのアパット不整合 (高山市松本町宮川Ili'J床，第21図
の地点 1)ハンマーより手前か溶結凝灰岩で，約70。傾斜する不整合面(ハン7 ーの方向)をもって緑色片

岩にアパットしている

松本町加茂神社脇の宮川河床では，本層が荒城川層の緑色片岩に対して，会、斜した不整合面(N650W

700 S)をもって接している(第21図の地点 1，第22図) 不整合面直下の緑色片岩は， N850E500N方向

の片理を示し，堅硬である 不整合面は，よく癒着しョ断層粘土等は認められない この付近の溶結凝

灰岩は堅硬で，かつほとんど塊状であるが，本質レンズによる葉理構造の認められる場合があり，その

走向傾斜は N75-85"W，20-400Sである.したがって，本層堆積後の傾動運動を復元すると，本来の不

整合面は30-500程度南方に傾斜していたことになる すなわち，この関係はアパット不整合である.

三福寺町の高山市環境衛生センターから南東の宅地造成地に至る約 1kmの範囲では，本層とジュラ

系駄吉層との不整合関係がよく観察できる(第21図).不整合面のトレースは地形の起伏に応じて著しく

入りくんでいるが，大局的には N300W方向に延び，不整合面の傾斜は 200以下でかなりばらつくが，

全体としては緩く西へ傾いている. 不整合面の直上には， しばしば基盤岩(玄武岩・チャート・砂岩な

ど)の角磯を主材とする厚さ 2-3mの角磯岩層が載り 8) (第21図，地点3)，とれを覆う溶結凝灰岩は一

般に大型の石質岩片(第23図)及び本質レンズに富んでおり，葉理面も一般に200以下の緩傾斜である.

これより南方の松之木町山口町地内では，鮮新更新統や沖積層が広く発達するため， 本層と基盤

(小八賀川層)との関係は観察できない.また，江名子町平和公園墓地東方では，本属とチャートの小分

布が相接してみられるが，露出不良のため両者の関係は不明である.

石浦町南部の宮川筋では，本層とジュラ系大西層の砂岩・泥岩とが，ほぼ南北性の境界で接している

が，両者の直接的な関係を示す露頭はない.地質図では大西層と濃飛流紋岩類を境する NE-SW方向の

断層(一之宮断層)の延長として表現してある

以上述べたように，本層は荒城川l層に対してはアパット不整合，美濃帯中・古生層に対しては主とし

8) この角1諜岩層の露頭は，その後工事により消滅した
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第23図 錦山溶結凝灰岩の基底部近くに含まれる砂岩岩片(高山市三福寺町，第21図の地点2) 

す み

て緩傾斜の不整合の関係にある.また，本地域北西の国府町寿美峠付近では，本層と類似の溶結凝灰岩

が基底角磯岩・凝灰質砂岩など， (寿美峠層)を介して，飛騨外縁帯上広瀬層及び船津花商岩類を不整合

に覆っており(第34図参照)， NW-SE方向の旧断層崖(陥没盆地の縁辺部)にアパットして堆積したもの

と考えられている(棚瀬， 1978;濃飛団研， 1979) 

本層と中之宿凝灰岩層とは，分布が隔たっているため，直接の関係は不明である.

厚さ

本層の厚さは，模式地付近で150m以上であり，全体的な分布から200m程度と見積られる

岩相

本層は，灰白色ないし灰色を呈する流紋岩溶結凝灰岩からなり，基底部を除いて，砕屑岩層や非溶結

部を全く伴わない.一般に石質岩片や本質レンズに富む 本層は高山市街地周辺の比較的低平な丘陵・

山地に分布するため，著しく風化しており，特に粗粒斑晶状の石英結晶(径5mm前後)に富むために，

花尚斑岩あるいは石英斑岩と誤認されやすい.しかし，鏡下では基質の溶結構造は常に明瞭である 結

晶片は全岩の約 50%(容量比)を占め，その内訳は， 石英>カリ長石=斜長石>>黒雲母・角閃石(まれに

輝石)>不透明鉱物である(第24図) 石質岩片は3 チャート・砂岩・頁岩・流紋岩溶結凝灰岩・同凝灰

岩・同無斑品質溶岩などで，その種類はところによって具なる.これらの大きさは普通長径 1-5cm程

度であるが， しばしば10-20cmに達し，まれに 50cmを超えることがある(第23図).このように大型

岩片に富むものは，基盤との不整合面近くの岩相に多い 本質レンズは，長径数 cm-10数 cmで，葉理

面は一般に緩傾斜(200以下)である

本層は，上位の船山溶結凝灰岩層と一部で岩キ目的にi斬移すると見られるが，境界部の露頭が不良で，

かっ断層による破砕作用が著しいため，明確ではない
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対比

本層の岩相や産状は， 上に述べた国府町一古川町地域の宮川溶結凝灰岩のほか， 本図幅地域西方の清

見村地域に広く分布する彦谷溶結凝灰岩層(濃飛団研， 1979;河田， 1982)の一部，南西方の萩原町地域

の山之口溶結凝灰岩(河田， 1982)の一部及び惣島溶結凝灰岩層(小井土・佐藤， 1979)や，更に南方の白

川町地域の切越峠溶結凝灰岩層(濃飛団研， 1976;山田ほかフ 1976)によく類似している これらの溶結

凝灰岩は，いずれも船山溶結凝灰岩層あるいはそれに対比される東俣溶結凝灰岩の下位にあり，一部で

はそれらと漸移的に移化している.

黒雲母角閃石流紋岩溶結凝灰岩:高山市松之木町錦山，林道切割(TY-502， GSJ R26861，図版IV-l)

本岩のモード組成(容量比)は，石英21.1%， 訂リ長石12.5%，斜長石11.3%，黒雲母 0.8%，角

閃石 0.8%フ石質岩片(チャート)0.9%，基質52.6%である(第24図). 石英は，大型結晶(長径 2-5

mm)1士前虫食形半白形のものが多く，小型結晶は一般に他形・破片状である.カリ長石は長径 2-3

mmで，他形破片状を呈し， li放斜長石構造やパーサイト構造を示さず， 2V=(ー)約20。で，サニデ

インであろう カリ長石はしばしば炭酸塩鉱物によって交代されている.斜長石は長径 1-2mmで，

他形・破片状であるが，著しく変質しており，炭酸塩鉱物やカオリナイトにより交代されている.

黒雲母は努関西が著しく屈曲しているが，すべて白雲母，炭酸塩鉱物，微粒の鉄鉱の集合体となっ

ている.基質は隠微品質で，溶結構造が明際である.本質レンズの石基は完品質で，主に微粒の石

英・カリ長石からなり，微文象構造を示している.

日 4 船山溶結凝灰岩層(Wf)

模式地及び分布

木層は 3 西隣の三日町図幅地域の久々野町船山(標高1479.5m)付近を模式地として河田(1982)によっ

て命名された.その分布は，三日町図幅地域南東部から本図幅地域のほとんど全域に及び，更に南方の

御獄山図幅地域に続く

本図幅地域では，本層は主に，官峠万石断層以[$j，秋神川以西の久々野町・朝日村一帯に分布する.

そのほか，本図幅地域北西部の高山市・宮村境界部付近及び南東部の高根村中之宿・猪之鼻地区にやや

広く分布する 更に，東部の朝日村二又川上流地域や東端部の高根村徳河谷上流部にも本岩の小分布が

ある.

これらのうち，高山市・宮村境界部付近に分布するものは，三日町図幅(河田ヲ 1982)において本層よ

り下位の彦谷溶結凝灰岩ならびに本層より上位の源氏岳溶結凝灰岩とされているものの延長部に位置す

るが，後に述べるような岩相上の共通性から本層に含まれるものとした 二又川上流のものは，中・古

生層との境界近くに位置して3 上位の青屋凝灰岩層並びに九蔵川溶結凝灰岩層中に断層で固まれた狭長

なブロックをなしている(第28図参照) 徳河谷上流部のものは，乗鞍火山千町溶岩の直下にわずかに露

出するのみで，詳しいことは分からない.

下位層との関係

本層は，高根村中j同東方，中之宿付近，猪之鼻川上流などにおいて，中之宿凝灰岩層と接している.

両層の境界部には，断層が存在するか，あるいは石英斑岩・安山岩等の岩脈が貫入していることが多い
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第25図 鈴蘭高原ボーリングコアにみられる船
山i容結凝灰岩層の垂直的岩相変化
A:モード組J成(容量百分率) Mf:苦鉄質鉱
物 Pl斜長石 Kf:カリ長石 Qz石英

Mx 基質

B:薄j十内最大20個の石英結晶の平均粒径

C:葉理面の傾斜角

B， C は鈴木0983MS.)による

が，分布状況や構造から見て，本層が中之宿凝灰岩層の上に載っていることは確かで、ある.中之宿付近

では両層共北西に300前後傾斜しており，ほぼ調和的な構造を示している.

高山市石浦町地区では，錦山溶結凝灰岩層が宮川沿いの低地にのみ分布するのに対して，本属はその

西方の稜線・山腹一帯(飛騨高山ゴノレフ場を含む)を占めており，本層が錦山溶結凝灰岩層の上に載って

いることは確かである. しかし，その境界部付近には両層の中間的な岩相を示す部分もある.この地区

は特に風化作用が著しく，詳しいことは分からない.

厚さ

模式地付近では，本層の露出する飛騨川河床から船山山頂までの標高差が 800m以上あり，本岩の厚

さも 800m以上と見積もられるがョ本岩の構造が明らかでないので，正確でない 朝日村西i同の鈴蘭高

原別荘地用温泉ボーリングコア引によると，地下323mから1，000mまではすべて熱変成作用を受けた本

層からなる(第25図) 葉理面の平均傾斜はが0200であるからう厚さは650m以上である ボーリング地点

(標高約1，170m)より高所の鈴蘭高原一帯(最高点の標高1，475m)も本層によって構成されているから，

この地区における本岩の厚さが1，000mを超えることは確実である(地質断面図A-B-C-D参照).東部

の高根村中之宿・猪之鼻地区では，本層の厚さが南から北へ向かつて，約 700m (猪之鼻川上流)から

約500m(ーノカイ山)へと減少する 北東部の二又川上流部では厚さ200m前後である，中央部の朝日村

柳瀬谷西方山腹ではう本岩より上位の九蔵JII溶結凝灰岩層が美濃帯中・古生層を不整合に覆っており，

本層は欠如している.

以上述べたように，本層は本図幅地域南部で 1，000m前後あるいはそれ以上の厚さをもつが，東方及

び北方に向かつて薄くなり，濃飛流紋岩類分布地域の北縁部ではほとんど尖滅する 厚さの変化からみ

る限り，本層の分布の中心(そして恐らく噴出の中心)は本図幅地域南部あるいはそれより南方の地域に

9) 御議鈴蘭高原観光開発K.K.から提供.朝日村西;同票、見谷 k流(地点は地質凶に記入l.
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あると考えられる.

岩相

本層の圧倒的大部分は，苦鉄質鉱物(特に輝石)に富む流紋デイサイト(一部流紋岩)組成の溶結凝灰岩

からなる 以下にこれを主岩相と呼ぶ.そのほかに，大型の本質・異質岩片に富み，主岩相よりやや珪

長質な岩相が久々野町小坊付近に分布している. また， 非弱溶結(?)の凝灰角磯岩が小規模に分布す

る 更に，本図幅地域西部一南部では，上記の岩相が広範囲にわたって熱変成作用を受けている.

〔主岩相〕

精灰色ないし緑灰色を呈し，斜長石や苦鉄質鉱物の結晶の目立つ流紋デイサイト質(SiO;=70-73%) 

の紋密・堅硬な溶結凝灰岩を主とする 全結晶量(容量比)は 40-60%の範囲で変化する(第24図B) 結

晶破片の容量比は，斜長石〉石英>カリ長石〉苦鉄質鉱物の関係にあるが，かなりの変動幅がありう石

英>斜長石>カリ長石>苦鉄質鉱物の関係を示す流紋岩質の岩棺も認められる(第24園A). 苦鉄質鉱物

はラ斜方輝石・単斜輝石・褐色普通角閃石・黒雲母・鉄鉱及びまれにかんらん石(仮像のみ)からなる.

本質レンズは普遍的に含まれており，長径5cm以下で， 1/3-1/10程度の偏平率を示すものが多く，ま

れに長径 10cmに達する.肉限及び鏡下でユータキサイト構造が顕著である.

石質岩片は，長径3cm以下で，量も少ないその種類は，チャート・砂岩・頁岩・流紋岩・凝灰岩・

向溶結凝灰岩などである 高山市西部の主岩相中には径 5-10 cm程度の石質岩片がかなり多量に含ま

れている.

主岩相の垂直方向の変化を解明するため，鈴蘭高原温泉ボーリングコアについて，モード組成，粒

度，葉理面の傾斜角などを検討した(第25図).地下 300-1，000mの間で採取された約50個のコア試料

は3 肉眼で見る限りほとんど均質の緑灰色・綴密な溶結凝灰岩であり，非溶結相や砕屑岩などは全く認

められない 第25図Aに示されるように，これらのモード組成は，垂直方向の変化の傾向を示さず，測

定面積(それぞれ l枚の薄片)が狭いことを考えれば，誤差の範函内でほとんど一定である なかでも，

普鉄質鉱物の容量比は 4士1%でほぼ一定であり，かっその鉱物組合せもほとんど変わらない.また，

最大20個の石英結晶の平均粒径は，若干のばらつきはあるものの 3mm前後に集中しておりョ粒度に

隠しでも垂直的変化は認められない この図には示していないが，本質レンズの部分のみをとり出して

モード組成や粒度を測定しでも，定向変化はみとめられない 葉理面の傾斜角もほとんど15-300の間に

あり，測定誤差を考えれば，構造的にも一連のものであるとみなしうる.

以下に，化学分析を行った2試料について記載する

かんらん石角閃石黒雲母含有単斜輝石斜方輝石流紋デイサイト溶結凝灰岩 高根村中?同・中之宿間，

飛騨川左岸切割.(TY-171， GSJ R26863，図版IV-2，3) 

新鮮な破面ではやや青味を帯びた灰色を呈し，級密・堅硬で，大小の本質レンズに富み，石質岩

片に之しい.軽度の熱変成作用を受けている 本岩のモード組成及び化学組成を第 8表，第24図及

び第26図に示した.

斑品及びその破片は会岩の約50%(符量比)を占め，苦鉄質鉱物は全岩の 6%を超え，船山i容結凝

灰岩層中最も苦鉄質の岩相である 斜長石は長径 1-2mmの結晶が多く，累帯構造が著しい.その

組成は，核部が An63-60，周縁部が An35である (EPMAによる測定値.以下同様).カリ長石は径

1-3mmの結晶が多く，微斜長石構造やパーサイト構造を示さず， 2V土(ー)20-300で，Or66Ab33Anl 
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ユニット名

第8表 高山図幅地域のi農飛流役岩類の化学組成及びモード組成(*印・三日町図幅)
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の組成を示し，サニディンであろう.輝石は苦鉄質鉱物中最も多量に含まれ，径 lmm前後，単斜

輝石と斜方輝石とからなるが，いずれも緑泥石及び炭酸塩鉱物によって置き換えられていることが

多い このうち斜方輝石については En.2-54Fs55-42W03-4(紫蘇輝石鉄紫蘇輝石)と En25Fs72W 03 

(ューライト)の 2種類の結品が認められる 角閃石は輝石を取り囲んでコロナ状に産するものと，

単独結品をなすものとがあるが，いずれも，ほとんど完全に緑泥石と炭酸塩鉱物の集合物に変わっ

ている.黒雲母には 2種類ありつは長径 1-2mmで，変形・変質が著しく，他は微粒・新鮮で

鉄鉱物や輝石(変質)を取り回んで産し， x=ほとんど無色， y=与z=褐色の多色性を示す 前者は
火砕流マグマ中の斑晶及びその破片であるが， 後者は産状からみて火砕流の堆積・固結(そして恐

らく変質)後の 2次的な熱変成作用の産物であろう.かんらん石(仮像のみ)は，恨めてまれに産し，

単斜輝石のコロナを伴い，蛇紋石(?)と鉄鉱物の集合物によって完全に置き換えられている.その

他副成分鉱物として，鉄鉱物・褐れん石が含まれている

基質は，脱ガラス化作用及び軽度の熱変成作用により，微品質の石英・長石から構成されるが，

裕結構造を明瞭に残している.本質レンズの部分の石基はこれよりやや粗粒で，珪長岩質ないし微

球頼状構造を呈する
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黒雲母角閃石含有輝石流紋岩溶結凝灰岩・久々野町久々野，道路切割(TY-13，GSJ R26862) 

上記の流紋デイサイト溶結凝灰岩(TY← 171)に比べて，石英結品(最大径 5rnrn)に富み，斜長石や

苦鉄質鉱物に乏しく，また Si02にやや富んでいる(第 7表及び第24凶)• 輝石(大部分はまミ|方輝石)

は外形のみを残して，鉄に富む紋泥石10〉，炭酸塩鉱物，縁れん石などに変わっている.カリ長石は

ノfーサイト構造を示し，また著しく汚濁している.斜長石中には，変質により縁れん石・緑泥石な

どが生じている.黒雲母(緑泥石化)と角閃石(褐色普通角閃石)は，いずれも単独結品をなし，比較

的少量である.基質は隠微品質で，溶結構造を示している.その他の性質は，熱変成作用を受けて

いない点を除けば，上記の溶結凝灰岩(TY-l7l)と大差はない.

〔大型の石質岩片・本質レンズに富む岩相〕
こぼう くちう rだに

本岩相は，久々野町小坊付近から口有道谷にかけて， 1 -2 krnの範囲に分布する.粗粒(径3-5 rnrn) 

の石英結品片に富み，色指数が低く(約1.5)，苦鉄質鉱物は角閃石と黒雲母が主で，輝石類は少量である.

本質レンズは長径 10-20crnで， 1/3-1/5の偏平率を示すものが多い本質レンズは径5rnrn前後の石英

-斜長石及び径 1crn前後のカリ長石の斑晶に富んでいる.石質岩片は，径数 crn-30crnで， その種類

は，砂岩，中粒黒雲母花岡岩，斑状黒雲母花崩岩，細粒閃緑岩，流紋岩凝灰岩などである このうち，

中粒黒雲母花商岩の岩片は，最大径 30crnに達するものがあり，灰白色で，そのモード組成は石英41%，

カリ長石31%ヲ斜長石24%，黒雲母 3%，その他 1%である(山田， 1972;第17図及び図版ill-l参照).

ヌド岩相と主岩相との直接の関係は分からないが，本岩相が飛騨川沿いの比較的低所にのみ分布すること

から，恐らく主岩相よりもやや下位の層準を占めるものであろう

To十日IFe口sFeO 

〆
No20+K20 MgO 

第26図 船山i容結凝灰岩及び九蔵川溶結凝灰岩の MgO-全鉄 (FeO)
Na20十K，O図 1-4は第8表の試料番号に対応.破線:濃飛流紋
岩類の組成範囲 (YAMADA，1977及び今回の資料による)
太線:ARAMA回 etal.(1972)による日本の花尚岩類の平均トレンド

10) 粉末X線回折による(下坂康哉技官同定)
11) 小分布のため地質図では省略した.

〔凝灰角磯岩J11)

本岩は，本図幅北西部地域の飛騨

一之宮駅北方林道切割及び高山市石

浦町西部(ゴ、ルフ場専用道路脇の露

頭)に， 30-50rn程度の幅で露出して

し、る 本岩は多量のチャート・砂岩

-流紋岩溶結凝灰岩の角磯(平均径

5crn程度， まれに長径 10-20crn) 

がややルーズな粗粒凝灰質物質で充

填された凝灰角磯岩である.本砦は，

いずれも著しく風化し， また破砕さ

れているために3 主岩相との関係は

明確でない.

対比

本層の主岩相は，付知町東俣谷を

模式地として濃飛岩体南半部に広く

分布する東俣溶結凝灰岩層(rL!回ほ
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か， 1971)に類似しており，分布上もそれとほとんど連続的である(山田ほか， 1976;山田・何回3

1983)ーまた， 本図幅地域北西方の清見村ソウツイ谷付近に分布するソウツイ谷溶結凝灰岩層(濃飛団

研， 1979)とも 3 岩相的に類似する.これらの溶結凝灰掃は，ステージEの噴出物の主体をなすユニット

であり(第6表)，その分布を復元すると，南北 70km以上，東西 40kmに達し3 厚さもし000m前後

で，濃飛流紋岩類中最も大規模な火砕流堆積物である 本火砕流の給源としては3 濃飛岩休南西部の白

川町赤河地区(濃飛団研， 1976)と中央部の飛騨小坂地区(山田・河田， 1983)の，少なくとも 2箇所が指

摘されている.本図幅地域の船山溶結凝灰岩層は，飛騨小坂地区を給源とする火砕流堆積物である可能

性が大きい

日 5 青屋凝灰岩層(Ta)

模式地及び分布

青屋凝灰岩層(新称)は，模式地の朝日村青屋の青屋川沿いにやや広く分布するほか，青屋川上流の

長倉本谷沿い，寺沢浅井地区の飛騨川沿い， 高根村猪之鼻付近， 同徳河谷上流部3 久々野町柳島付近

などに小規模に分布する これらは，走向方向への連続性に之しいが，常に船山溶結凝灰岩層と九蔵川

溶結凝灰岩層との境界部に位置しており，層準的には同ーのものと考えられる.

下位層との関係

模式地では，本層は青屋川沿いの低地に分布しているが，周囲をほとんど断層によって囲まれるかう

あるいは上位の九蔵川溶結凝灰岩層によって覆われているために，下位層との関係は不明である.青屋

川支流柳瀬谷の西方山腹では，本層の一部である黒雲母流紋岩凝灰岩がジュラ系大西層の砂岩の上に載

っている.これ以外の地域では3 本層は常に船山溶結凝灰岩を覆っている その関係が最もよく観察さ

れるのは猪之鼻北方の崩壊地の露頭である.ここでは，標高約960mの地点で船山溶結凝灰岩層(流紋デ

イサイト溶結凝灰岩)の上にう同質の溶結凝灰岩の亜角磯亜円磯(径 5cm以下)を主材とする磯岩(厚さ

50cm)が載り，更にそれを成層した流紋岩凝灰岩層(厚さ約30m)が覆っている 磯岩層基底面の走向傾

斜は N250E300Wであり 3 この付近の船山溶結凝灰岩層の一般構造と調和的であるから，本層と下位の

船山溶結凝灰岩層との関係、は，浸食間隙はあるものの，ほぼ整合的であろう

厚さ

模式地付近は構造が乱れているため厚さは確定しえないが， 50mを超えることは間違いない.柳瀬谷

西方山腹で、は20-30m，猪之鼻北方の崩壊地では約30mで，他の地域もほぼ同様である

岩相及び層序

本層は，流紋岩質の凝灰岩及び火山磯凝灰岩を主体とし，少量の凝灰質泥岩， 同砂岩及び磯岩を伴

う 凝灰岩はう細粒でガラス質のものから，粗粒で結品片の多いものまで様々であるが， しばしば未変

形あるいはわずかに偏平化した軽石片を含んでいる これらの火砕岩類は3 一般に非溶結(まれに弱溶

結)で， ビトロクラスティック組織を残しているものが多い。 これらに含まれる石質岩片は， 最大径 l

cm程度，普通は数 rr!m税度で，チャート・砂岩・頁岩など中・古生層起源の岩片のほか，流紋岩ない

し流紋デイサイト質の溶結凝灰岩，同凝灰岩3 同溶岩，安山岩溶岩及びまれに花岡岩(圧砕性)，閃緑岩
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第27図 青屋凝灰岩層の露頭(朝日村大広，飛騨)1[右岸) 緑色の軽石片と結晶片に富む非溶結凝灰岩.やや偏平化
した軽石の配列による葉理面(傾斜約200)に沿って剥離しやすい.この付近には甑穴が発達している

などからなる.

本層中の火砕岩類は，本層より上位または下位の溶結凝灰岩に比べて3 やや固結l支が低く，柱状節理

が発達せず，層理面(または葉理面)に沿って奉IJ離しやすい傾向がある(第27図) また，一般に風化作用

・変質作用が著しく，炭酸塩鉱物・緑れん石・絹雲母・粘土鉱物などが多量に生じている

本層内部の層序関係が観察される例は少ない.前述の猪之鼻北方の露頭では，厚さ約5mの基底磯岩

層(レンズ状泥岩を含む)とその上の，厚さ約30mの流紋岩凝灰岩層からなり，それより上位は九蔵川溶

結凝灰岩層から構成される.

対比

本層は，非j容結火砕岩を主とし，少量の砕屑岩を伴うこと 3 並びにその層序的位置からう濃飛岩体南

半部で阿寺層(山田ほか， 1971)と呼ばれている湖成堆積層に対比される(第6表)，阿寺層は本図幅地域

より30-40km南方の加子母・東白川地域に最大層厚部(厚さ200-400m)があり，側方に急速に薄化する

(濃飛田研， 1976)，本地域の青屋凝灰岩層は阿寺層分布の北端部に相当するものであろう.

日 6 九蔵川溶結凝灰岩層(Wk)

模式地及び分布

九蔵川溶結凝灰岩層(新称)は，朝日村大字青屋の九蔵川流域一帯を模式地として，飛騨川支流の徳河
かぶとだに

谷流域，同秋神川流域，同甲谷流域などにかけて，広い範囲に分布する.秋神川流域における本層の分

布は，南方の御ほ山図幅地域に速なるものである.
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2OOm 

第28図 朝日付青屋，水屋谷付近の広域林道沿いのノレートマップ Gp:花尚斑持Tf火砕岩岩脈 Wk:

九蔵川溶結凝灰岩 Ta青屋凝灰岩層 Wf:船山溶結凝灰岩 Uc:チャート Ub玄武若 tl崖錐堆漬物

F:断層 S目z.:!ilJ断帯(固結) 地点(j)-④:本文参照

下位層との関係

本層は，一般に青屋凝灰岩層あるいはその下位の船山溶結凝灰岩層の上に載っており，これら下位層

とは調和的な構造を示している. しかし，かつてはかなり連続的に分布していたと思われる青屋凝灰岩

層を欠いて，本層が直接船山溶結凝灰岩を覆う場合が多いこと， しかも，その場合，船山溶結凝灰岩層

の上部を占めていたと考えられる非溶結相が全く残っていないことなどから，本層堆積前には若干の浸

食間隙があったであろう
かぶと

なお，本層と北側の美濃帯中・古生層とは，大局的にみると，朝日村甲万石柳瀬谷六方山一長倉本

谷を結ぶ濃飛岩体北縁断層で接するか，あるいはこれに沿って貫入した花闘斑岩の弧状岩脈によって隔

てられている しかし，まれに両者の不整合関係を示唆する部分がある.柳瀬谷西方山腹では，本層が

大西層の砂岩(Os)を直接覆っており，不整合面は南東に傾斜している ニ又川西方山腹の広域林道沿い

の切割では，見掛け上本層の上に中・古生層の玄武岩溶岩(Ub)が載っているが，これは本来の不整合

面がその後の変動(恐らく火山性陥没運動)によって大きく傾動・逆転したものであろう(第28図の地点

①及び第29図上水屋谷左岸の露頭で、も，本層と玄武岩溶岩(いずれも堅硬)がわずか 2-3 mの距離を隔

てて接触しており，本来は不整合関係であったと推定される(第28図の地点④).

厚さ

九蔵川上流部や徳河谷上流部では，谷筋から稜線までの高度差が 500-600mあり 3 この部分がすべて

本層によって構成されているから，厚さは 500-600mを超えることは確かである しかも，これらの地域

で本層はおおむね北へ20-400傾斜の同斜構造を示しており，走向方向の断層による繰り返しがないとす
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Wk 

有為
‘畠

第29図 九蔵川溶結凝灰岩 (Wk)と基盤(玄武岩:Ub)の逆転不整合の露頭(第28図の地点J)
Ny丹生川火砕流堆積物

E 
ト

れば，厚さは 1 ， 000mを超える可能性が大きい(地質断面図 E~F~G 参照).なお，本層分布地域の北縁部

tこ当たる朝日村万石付近では，現在残存している本層の厚さは500m程度と推定される(地質断面図 A

B~C~D 参照).

岩相

本層は，まれに非一弱溶結相を伴い，また極めてまれに，弱い層理を示す凝灰岩層(サージ堆積物か?) 

を挟むほかは3 全体を通じて非常に均質な流紋岩溶結凝灰岩(主岩相)から構成される

〔主岩相〕

風化面では灰白色，灰色3 淡黄褐色など様々な色調を呈するが，新鮮な破面ではやや青味を帯び、た灰

色の色調を特徴とする 肉眼的に，径 2~3mm の石英が目立ち，有色鉱物はほとんど識)3IJできない.大

小の本質レンズに富み，明瞭なユータキサイト構造を示す(第30図).本質レンズの長径は 5cm前後，偏

平率は 1/3~1/5程度である目斑晶状鉱物は全岩の40~55% (容量比)を占め，その容量比は，石英キ斜長石

二三カリ長右>角閃石・黒雲母で， 苦鉄質鉱物は全結晶中の 2~ 4 %を占めている(第24図) 基質は強く

溶結しており，また脱ガラス化作用により綴密 ・隠微品質となっている.

石質[岩片は一般にはほとんど含まれないーしかし 九蔵本谷上流部など一部の地域では， 長径5~10 

cm，ときには 20cm前後に達する石質岩片が認められる これらの岩片は，砂岩，頁岩，珪質頁岩(放
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第30図 九蔵川溶結凝灰岩層のユータキサイト構造(高根村徳河谷口) 本質レンズは基質よりも脱ガラス化作用
が進んでいるため，堅硬で，風化に対して抵抗力が大きい

て少よも

第31図 九蔵川溶結凝灰岩層中の頁岩持片(朝日村九蔵本谷日間ワノレ谷)

散虫化石を含む)，流紋岩凝灰岩9 同溶結凝灰岩などが主であり，まれに角閃石黒雲母トーナル岩(圧砕

性)の径20cmの岩片も見いだされる.これらのうち，中・古生層に由来する頁岩岩片(第31図)は，ジュ

ラ系大西層の頁岩とよく類似している.大西層は本図幅地域中央部から南部地域に広く分布しており，

本図l隔地域の濃飛流紋岩の基盤も大部分大西層からなるものと推定される. したがって，本溶結凝灰岩

層をもたらした火砕流の給源は，上記の石質岩片の特徴から，本図幅地域北部のチャート・玄武岩の優

勢な地域ではなくラ砂岩・泥岩の卓越する中・南部地域にあったと推定される
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以下に主岩相の化学分析試料について記載する

黒雲母角関石流紋岩溶結凝灰岩(主岩相):朝日村九蔵川，小俣谷との合流点より約 100m上流，林道

切割(TY-37， GSJ R26865). (第8表，第28図及び図版V-l参照).

石英は，最大径約 4mm，平均径約 2mmで，比較的自形に近いものが多い. 斜長石は自形ない

し破片状で，長径 lmm前後であり，変質により絹雲母や炭酸指鉱物を多量に生じている カリ長

右は破片状のものが多く，長径 1-2mm で，パーサイト構造を示すが，変質により汚濁~，また，

炭酸塩鉱物を多量に生じている.角閃石及び黒雲母はほぼ等量含まれ，いずれも長径 Imm以下で，

変質により前者ーは炭酸l恒鉱物・緑泥石などに，後者は緑泥石・鉄鉱などに，完全に置き換えられ，

現在は仮像を残すのみである 基質は隠微品質で，ガラス片の溶結構造が明瞭である 本質レンズ

は，斑晶鉱物が自形であること，並びに石基の部分が母岩の基質より結晶度が高く，珪長質ないし

微球穎構造を示す点が特徴である なお，この試料には，ごく少量(0.5%以下)の石質岩片(凝灰質

泥岩)が含まれている.

〔非一弱溶結相〕

本岩相は，朝H村甲谷中流部，同上ヶ見・寺沢地区，同寺村北方，同二又北方及び東方などに小規模

に分布するが，露頭状況が不良のためその産状が明確でない 上ヶ見・寺沢地区(送電線の直下付近)で

は，飛騨川沿いに南北150mにわたって本相が露出する.この岩相は，長径 Icm前後あるいはそれより

小型の暗緑色ー灰緑色の軽石片に富む流紋岩凝灰岩である 軽石片はほとんど未変形で， 変質により微

細な絹雲母・緑泥石・方解石・沸石などに置き換えられている.基質は隠微品質で， ビトロクラスティ

ック組織を示し，ガラス片がやや変形し，平行配列する部分も認められる.斑品状鉱物の種類・容量比

等については主岩相と変わらない.軽石の大まかな配列による葉理面は N450E，200NWを示し，主岩

相の構造と調和的で，厚さは50m前後と推定される.この地区の本柑は，主岩相を形成した火砕流堆積

物の一部でつのクーリング・ユニットの最下部に発達する非溶結帯に相当する可能性があるが，主

岩本日との間に露頭が欠除しているため，確かでない.

〔弱い層理を示す凝灰岩層]

本層は，高根村徳河谷林道切割(2箇所)，同鳥屋峠南方稜線の道路切割などに露出する このうち徳

河谷林道基点より約 lkmの地点(国道361号線のトンネル直上部)に露出するものについて，以下に記載

する.木層は厚さ約10mで， N450E， 220NWの層理を有し，上・下の主岩相とは整合的に移化する.細

粒徽密なガラス質凝灰岩から，かなり結晶片を含む粗粒凝灰岩まで岩相が変化し，それぞれが Iー数cm

オーダーの厚さを持って重なり，平行層理をつくる(図版V-2).各層の境は漸移的な場合とシャープな

場合とがある.上下方向の級化構造は発達しない 構成鉱物の種類は主岩相と同様で、あり，基質にガラ

ス片の溶結構造が認められる.本層は，弱い層理を示す点で通常の火砕流堆積物とは異なるが， 恐ら

く，降下火砕堆積物あるいは水底堆積物ではなく，大規模な火砕流の活動の間隙に発生した小規模な火

砕サ}ジ堆積物の一種であろう.本層も上下の主岩相と同様に溶結していることから，主若干目とは共通

のクーリング・ユニットに属する可能性がある

対比

木層の主岩相とよく類似した溶結凝灰岩は濃飛岩体南半部に広く分布し，付先日川高檎谷の名を採って
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第32図 玄武岩溶岩 (Ub)を貫く凝灰岩岩脈
(Tf) (朝日村二又，広域林道，第28図の
地点@F・断層， f:μ流理"構造

高樽溶結凝灰岩層と呼ばれ，ステージEの噴出物を代表するものとされている(山田ほか， 1971) 一方，

本地域西隣の三日町図幅地域でも，位山付近からその西方にかけて分布する赤谷溶結凝灰岩(河田9

1982)が，本層とよく類似した岩相並びに層序的位置を示している(第6表).これらの溶結凝灰岩は，断

層運動や浸食作用のため分布が分断されているけれども，元来はー続きの火砕流堆積物で，東西 40km 

以上，南北50km以上，厚さ500-1，000mの，極めて大規模なものであったと推定される

VI. 7 火砕岩岩脈(Tf)

濃飛流紋岩類に伴う火砕岩の岩脈はラ朝日村六方山東方，高山市錦山西方など‘数箇所に分布する

六方山東方の広域林道沿いでは 2箇所に露出する(第28図).地点②では，本岩は美濃帯の玄武岩溶

岩(Ub)中に NE-SW方向に伸びた幅 5m程度の小岩体として貫入し，上端部は幅 1m程度となってい

る(第32図上本岩は主に，暗緑色の軽石片を含む灰白色・流紋岩質の粗粒凝灰岩(非溶結)からなるが，

不均質で， しばしば細粒破片物質からなる細脈によりネットワーク状に貫かれ，また，周縁部ではやや
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第33図 花尚閃縁斑岩と暗色包有物(朝日村下西j岡林道)

細粒となり，玄武岩との境界函に平行な“流理"構造を示すことがある(図版\~1~ 2). 地点③では NE

SW方向の急斜した岩脈状(11届15m以上)をなして玄武岩(Ub)を貫き，花関斑砦の岩脈によって貫かれ

る 本岩は暗緑色の軽石片及び石英・長石などの結晶片に宮み，基質は非溶結である.

錦山西方に露出する火砕岩岩脈はョ N750E，700Sのシャープな貫入面を持って，錦山溶結凝灰岩層を

貫色幅は約10mである 岩脈の中心部は流紋岩質の火山磯凝灰岩からなるが，周縁部はやや細粒の凝

灰岩からなり，貫入国に平行な層状構造を示している.

これらの火砕岩岩脈は，恐らく， 濃飛流紋岩類の活動の末期(花向斑岩の貫入以前)に貫入したもの

で3 いずれも小規模であり，濃飛流紋岩類を構成する大規模な火砕流堆積物とは直接の関係を持つもの

ではないと考えられる

日 8 花闘閃緑斑岩(Gdp)

花岡閃緑斑岩は，濃飛流紋岩類を貫く岩株状の岩体として，主に本図幅地域南音防込ら，南方の御役山

図幅地域にかけて分布する.主要な岩体は，久々野町大沢山岩体，朝日村西洞岩体の 2つであり，その
あたかすだに おおぼろ

ほか，久々野町阿多粕谷上流，大坊木谷上流3 同下流地域等にも本岩の小岩体が分布する.

大沢山岩体は，約 1x 5kmの面積を占める東西に伸びた岩体で， 船山溶結凝灰岩層を貫き，また同

層の小岩体(径20m程度)を捕獲している.ほぼ均質で，周縁相はほとんど認められない.

西洞岩体は，約1.5x4kmの面積を占めほぼ NE-SW方向に伸びた岩体で，船山溶結凝灰岩を貫き，

鮮新世後期の玄武岩溶岩に覆われている.鈴蘭高原温泉ボーリングのコア試料によれば，深度地下76m

から地下150mまでは本岩から，地下323my深は船山溶結凝灰岩から構成される.地下150-323mの聞

はコアが残っていないので不明である.この地点は，下方に向かつてしぼんで行く岩体の南縁部に相当
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する(地質断面図 A-B-C-D参照).岩体の北縁は， 黒見谷北方の林道切害jで観察され，ここでは走向

N750W でほぼ直立する貫入面をもって船山溶結凝灰岩層と接触しておりう周縁相もほとんど発達しな

い この地点の約100m南方で、は，粗粒黒雲母花岡砦の小岩体(幅約10m)を捕獲している 下西洞付近

では船山溶結凝灰岩層の 2，3の小岩体を捕獲している 本岩体の東縁は， 宮之前南方の秋神川右岸に

当たるが，この地区で、は本岩中に銅・鉛・亜鉛の鉱脈(秋神鉱山)が脹胎している

本岩はヲ一般に3 緑灰色ないし青灰色を呈し，粗粒の斑品鉱物に富み，また変質した苦鉄質鉱物をか

なり多量に含んでいるーまた， しばしば， s音色苦鉄質包有物を含む(第33図) 以下に代表的標本につい

て記載する

花崩閃緑斑岩:朝日村西洞，黒見谷北方の林道切割(TY-390B， GSJ R26869，図版日ー l参照、).

斑品鉱物が容量上ヒで 50-60%を占め，その量比は， 斜長石>石英〉カリ長石>苦鉄質鉱物の傾で，

色指数は 5前後である.斜長石は，長径 5mm前後で，白形短柱状をなし，m且成はラブラドライト」
アンデシンで累帯構造が著しく，変質により絹雲母・炭酸広鉱物などが多量に生じている.石英は，

平均径約 5mmで，自形ないし融食形を示す.カリ長石は，長径 1-2cmで，自形短柱状を呈し，

比較的新鮮で，パーサイト構造はほとんど発達しない.苦鉄質鉱物は，長径 1-2mmの自形柱状を

なし，完全に緑泥石(緑色で複陀折が強い)化しているが，外形から，輝石(一部は角閃石?)と判断

される，鉄鉱物を伴うことが多い 石基は完品質で，等粒状構造(粒径 0.2-0.4mm)を示し， 構成

鉱物の若手量比は石英二三斜長石>カリ長石>苦鉄質鉱物である.

黒雲母花岡岩・花関閃緑斑岩中の捕獲岩ー朝日村西j同，黒見谷北方林道切割(TY-390A， GSJ R 

26868，第17図及び図版ill-I参照).

灰白色・粗粒で，かなり風化作用を受けている.構成鉱物の零量比は，カリ長石>石英>斜長石

>黒雲母(?)で，珪長質鉱物の粒度は 0.5ーIcm程度である.カリ長石は半白形ないし他形で，パ

ーサイト構造を示すが，著しく汚濁している.石英は半白形粒状ないし融食形で，しばしば粒状集

合体をつくる.斜長石は白形短柱状ないし半自形で，変質により絹雲母やその他の粘土鉱物が多量

に生じている.黒雲母は少量で，完全に粘土鉱物に変わっている

日 9 花闘斑岩及び石英斑岩(Gp)

花崩斑岩及び石英斑岩は，濃飛流紋岩類及びそれに近接する美濃帯中・古生層中の岩脈として，本図

幅地域内に数多く分布する(第34図参照) これは，その分布・産状の特徴から，大きく次の 3つのグル

ーフ。に分けられる

(1) 中・東部(朝日村)地域の弧状岩脈

(2) 南東部(高根村)地域の平行岩脈群

(3) 西部(宮村・高山市)地域の岩脈

中・東部地域の弧状岩脈(青屋弧状岩脈)

この弧状岩脈はz 朝日村万石付近から，橋戸，柳瀬谷中流部，六方山南方，長倉本谷を経て，千町ヶ

原北方に達し， ここで乗鞍火山千町溶岩に覆われるがフ その東方延長は丹生川村岩井谷流域(乗鞍岳図

幅地域内)に再び露出する. この分布地域は主として朝日村大字青屋地内にあるので， 以後この岩脈を
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青屋弧状若脈と呼ぶ全長約14kmで，幅は最大約500m，最小10m前後である 全体として緩く北方

に張り出した弧を形成しているが， f[~JÞ にみると，走向は N500 -90 0 E の間で変化し，部分的には南方

に張り出しているところもある また，分岐岩脈や平行な小岩脈を伴うことがある 万石南方や久々野

町久須母付近の花崩斑岩の岩脈も，本弧状岩脈の西方延長部とみなされる

この弧状岩脈は，一般に，濃飛流紋岩類と美濃帯中・古生層との境界線に沿って貫入している すな

わち，本岩脈は北側ではチャート・玄武岩(未区分中・古生層)を貫き，南側では九蔵川溶結凝灰岩層・

青屋凝灰岩・船山溶結凝灰岩層及び火砕岩岩脈(VI.7節)のすべてに対して貫入関係にある.ただし，橋

戸北方ではチャートとジュラ系大西層との境界部に貫入し，水屋谷下流部では玄武岩中に，また丹生川

村岩井谷では大西層の砂岩中に貫入している 本岩脈はしばしばこれと平行な方向の断層によって破砕

され，更に，安山岩岩脈によって貫かれる.

本岩脈の主要部は花開斑岩からなるが，西端部の橋戸付近では石英斑岩からなる.橋戸付近の石英斑

岩は九蔵川溶結凝灰表層に外観上類似しているが，斑晶が自形であること， しばしば流理構造があるこ

と，一部で貫入角磯岩(頁岩・砂岩の岩片を含む)を伴うことなどにより区別できる 以下にこれらの代

表的標本について記載する.

角閃石黒雲母花岡斑岩(フィッショントラック年代測定試料):朝日村長倉本谷板取迫(TY-324，GSJ 

R 26871) 

やや緑色を帯びた灰白色を呈し，斑品鉱物は全体の40%位(君主量比)で，その量比は，石英>斜長

石二三カリ長石>苦鉄質鉱物の )1民である.石英は径 2-5mmの白7惨ないし融食形を示す.斜長石Iは長

さ2-5mmの短柱状結品をなし，アンデシンーオリゴクレースの組成を示し， 累帯構造が顕著であ

り，また変質により絹雲母を多量に生じている. カリ長石は長さ 3-10mmの長柱状をなし，バー

サイト構造は不明隙で，じんあい状物質により著しく汚濁している 苦鉄質鉱物は，黒雲母・角閃

石が主で，長さ 2mm以下の結品をなし，変質によりほとんどすべて緑泥石・炭酸境鉱物などの集

合物に変わっている.石基は細粒・完品質で，自形ないし半白形のカリ長石・斜長石， 11也形の石英

及び少量の黒雲母(緑泥石化)からなる.その他，副成分鉱物として，鉄鉱・褐れん石・ジノレコン・

燐灰石などを含む

石英斑岩朝日村橋戸北方深谷林道切害IJ(TY -1， GSJ R26872，図版百一 2) 

以内色を去し，斑品は一般に細粒(1-2mm程度)で，全体の約 20%(袋量比)を占め，それらの量

比は，石英〉カリ長石二三斜長石である.苦鉄質鉱物はごく少量で，すべて緑泥石化している 石基

は微粒完晶質ないし隠微品質で，粒度の差による縞状構造が発達する.

南東部地域の平行岩脈群

高根村池ヶj同ラ同中之宿，同猪之鼻川上流地域に， N20o-30oEの走向を示す 10本前後の岩脈が分布

する.個々の岩脈の幅は20-50mのものが多い.これらは， 濃飛流紋岩類の分布の束縁部付近に密集し

て分布し，中之宿凝灰岩層・船山溶結凝灰岩層の両層を貫き，また，基盤をなす三畳系髭多山層のチャ

ート，大西層の砂岩・頁岩をも貫いている.これらのうちラ池ヶj向付近のものは主として花岡斑岩，中

之宿付近及びそれより南方のものは主として石英斑岩である.また猪之鼻付近には，九蔵川溶結凝灰岩

層を貫く花同斑岩の 2岩脈が分布し， N40-50oE方向に延び3 猪之鼻断層の影響で著しく破砕されてい
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E 回 日
花間斑岩石英斑岩 TE問問緑IE岩 濃飛流紋岩類 美濃帯中・古生層 船津花開岩類 飛騨タ卜縁平等の

古生層・変成岩

第34図 高山図幅及びその周辺地域の濃飛流紋岩類及びその基盤岩類の地質構造図
II:ステージEの流紋岩類 Eステージ盟の流紋岩類

K:小八賀川層 G:根方層 H 髭多IU層 0:大西層 D:駄吉層 U:未区分中・古生層 括弧内の断層は第四紀に活動

した断層.本図は，今回の調査資料に野沢ほか(1975)，及び河田ほか(1982)の資料を加えて作成した

るが，これも上記の平行岩脈群から分岐したものであろう.これらの花開斑岩・石英斑岩の岩質は中・

東部地域の弧状岩脈を構成するものと大差ない

西部地域の岩脈

この岩脈は，宮村北東部から高山市南部にかけて分布し，大西層の砂岩と船山溶結凝灰岩層の境界を

なす断層(一之宮断層)沿い並びにその近傍に分布する. その走向は N400Eのものが多い. 主として花

闘斑岩の岩脈であるが3 その後の断層により破砕作用及び変質作用を被むっている.

日. 10 地質構造

本図幅地域の濃飛流紋岩類は，構造的に，主岩体と北西部岩体とに分けられる(第34図上

主岩体は，美濃帯中・古生層に対して，北縁では宮峠E万石断層及び青屋弧状岩脈によって境され，南

東縁では緩い不整合面を持ってその上に載っている.そして，全体として北東に向かつて尖滅する“く
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さび"型の分布を示している ただしくさび"の先端部は乗鞍火山噴出物によって覆われるため 3 よ

く分からない.

主岩体の内部では，一般に北または北西へ20-400程度傾斜する同斜構造が支配的であり，主岩体の南

部地域ほど下位層準の流紋岩類が分布する また南部地域にはこれらを貫く幾つかの花関閃緑斑岩の岩

株が露出している.このような構造は，花闘閃緑斑岩の貫入を伴う南部地域の隆起・傾動運動に起因す

るもので， その運動の時期は，フィッショントラック年代値(VI.l1節)から， 白亜紀最末期と考えられ

る.

これに対して，主岩体北縁部は急斜構造と ENE-WSW方向の断層の発達で特徴づけられる すなわ

ち，青屋弧状岩脈のすぐ南側の地域(二又川流域)では，九蔵川溶結凝灰岩層の葉理面は南へ急傾斜ある

いはほとんど垂直に近いことが多い 同岩と未区分中・古生層の玄武岩との境(不整合面)もほとんど垂

直であるか，あるいは逆転している(第28図及び第29図).同岩中にはまた，船山溶結凝灰岩層のレンズ

状岩体が断層で挟まれているが，この断層面は不明瞭で3 その周辺は国結した破砕岩(カタクラサイト)

となっている.

青屋弧状岩脈の南側にはう厚さ少なくとも 400mの九蔵川溶結凝灰岩層が広く分布しており，北側の

中・古生層地帯にはそれが全く分布していない.同層が中・古生層からなる急崖にアパットして堆積し

たと考えることには非常な無理があり，同層堆積後 ENE-WSW方向の断層(群)によって南側が落ち込

んだ可能性が大きい.この断層運動に伴って，濃飛流紋岩類とその基盤は著しく破壊されて，幾つかの

傾動ブロックとなり，現在のような複雑な構造を呈するに至ったのであろう 青屋弧状岩脈は上記の擾

乱帯中に貫入し全体として非常に連続性のよい岩脈を形成しているので，上記の断層運動の主要な時

期は本岩脈貫入以前と考えられる.ただし同岩脈が新期の断層により破砕され，更にそれが安山岩岩

脈に貫かれる場合(長倉本谷河床)も認められる

朝日村万石以西では，主岩体と中・古生層とは E-W方向の宮峠一万石断層によって境されており，こ

第 9表 濃飛流紋岩類及びそれに関連する貫入岩類のフィッショントラック年代
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λf~7.03xl0 日 y-' 測定: (株)京都フイッション・トラック)

注l. Tニ 5.96x 10-'φxl: Ns!l: N， 
注2. ε~ {(I!v'l: NS)2十(1!v'EM) ，十O!.;Iゴ可)2F/2
注.3. U~5xl0"x 戸可申 (但し，ジルコン結晶中でエッチングされる平均飛跡長を8μmと仮定)
TY-325 ;流紋デイサイト溶結凝灰岩(船山溶結凝灰岩層) 久々野町中組，林道切割(GS]R26864). 

TY-37 流紋岩溶結凝灰岩(九蔵川溶結凝灰岩層).朝日村九蔵本谷，林道切害IJ(GS.rR26865). 
TY-316 ;花開閃緑斑岩.朝日村上西i同(GS]R26870). 
TY-324 ;花開斑砦.朝日村長倉本谷板取迫(GS]R26871) 
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こには花岡斑岩の岩脈は存在しない. この断層の位置は，飛騨川の流

路とほぼ一致しているためぅ断層そのものの露頭を確認できない 官

i時以西では本断層は第四紀に活動した宮峠断層と合流し断層に沿っ

て顕著な破砕帯(軟弱な断層粘土を挟む)が発逮している

主岩体北縁断層や主岩体内部の断層の走向は，おおむね基盤の中・

古生層の→般的構造方向(ENE-WSW)に平行で、ある.特に未区分中・

古生層分布地域及びその南縁部(ジュラ系大西層との境界部)には，同

方向の断層が数多く発達し，その中には，地層の堆積後間もない時期

に生じたと考えられる断層も存在している(Ii人7節参照).濃飛流紋岩

類主岩体北縁の断層も，このような既存の断層の一部が再活動して生

じた1可能主主がある.

北西部岩体の濃飛流紋岩類と基盤との関係は，飛騨外縁帯の荒城川

層及び船津花偶岩類に対しては急傾斜のアパット不整合，美濃帯中・

古生層に対しては一般に緩傾斜の不整合， 一部では NE-SW方向の

断層(一之官断層)である.一之宮断層に沿って花向斑岩の岩脈が貫入

していることから，この断層は主岩体北縁断層と同じく，濃飛流紋岩

類活動の末期には既に活動し始めていたものであろう.北西部岩体の

濃飛流紋岩類の構造は，一般に緩傾斜で，堆積後の変位・変形はあま

り著しくない.

日 11 フィッショントラック年代

TY-324 

(N =31 1 

TY-316 

( N=361 

(N=331 

p-

第35図 i農飛流紋岩類及びそ
れに関連する貫入岩
類中のジルコンの年
代値頻度分布
(第9表参照)

本図幅地域の溶結凝灰岩(2個)，花崩閃緑斑岩(1個)及び花闘斑岩(1個)について，フィッショント

ラック年代測定を行った(第 9表).

測定はジルコンを対象とする grain-by-grainre-etching法によった測定した溶結凝灰岩は，異質岩

片を含まず，また熱変成作用を受けていないのでp 生成年代を求めるのに適している ジルコンの粒子

ごとの見掛けの年代値の頻度分布(第35図)は 4個の試料ともに約60Maの年代幅を示してはいるが，

いずれも lつの集中域を持ち，対称性も比較的良い.このうち， i容結凝灰岩の 2試料については，一部

に破片状あるいは融食を受けたジルコンも認められるが，これと見掛けの年代値との間には特に相関関

係がない.花岡閃緑斑岩及び花闘斑岩中のジルコンは，いずれも白形性がよく，異種結品が混入してい

る可能性はほとんどないと考えられるー以上のことから，測定全粒子の自発核分裂トラックの総数と誘

導核分裂トラックの総数の比から求めた年代値(T)は，妥当な生成年代を示すものと考えられる.

このようにして得られた年代値は，船山溶結凝灰岩層:69.6土3.0Ma，九蔵川溶結凝灰岩層:64.5士

2.5Ma，花崩閃緑斑岩:63. 1土2.6Ma，花関斑岩:57.0士2.3Maとなり，野外での層序・貫入関係と矛

盾しない.これによれば，船山溶結凝灰岩層と九蔵川溶結凝灰岩層は，いずれも白亜紀末期(へトナイ世)

に，若干の時間間隙を置いて噴出・堆積し，花街閃緑斑岩もこれらに引き続いて貫入したが，花嗣斑岩
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はこれらより遅く，古第三紀に入ってから貫入したという地史を編むことができる

上記の年代資料を周辺地域における従来の資料と比較してみよう.

船山溶結凝灰岩層に対比されるソウツイ谷溶結凝灰岩層(吉城郡国府町四十八滝北方)のフィッション

トラック年代は 67.0土1.5Maで(原山・鈴木， 1984)， 船山溶結凝灰岩層の年代とよく一致する ま

た，船山溶結凝灰岩層を含む濃飛流紋:岩類ステージEの溶結凝灰岩類の Rb~Sr 全岩アイソクロン年代

は， 83~66Ma (Sr87 jSr86初生値 O.708~0. 707)の範聞にあり (OKAMOTO，1975; SEKI， 1978; 白波瀬，

1984) ，フィッショントラック年代よりやや古い年代が多いものの，特に矛盾する値で、はない また，上

記の年代値は，三日町図幅地域における彦谷溶結凝灰岩(同じくステージII)の下位層からの植物化石資

料(¥1.1節参照)とも調和的である.九蔵川溶結凝灰岩層を含むステージ皿の溶結凝灰岩の年代について

は， i!J.IJ定値が少ないため比較できない

なお，本図幅地域北部の下ノ原花闘閃緑岩の K-Ar年代(黒雲母)は 88土6Maで，上記の年代値のい

ずれよりもかなり古い.本岩は，ジュラ系駄吉層中に貫入しているため，濃飛流紋岩類との直接の関係

は不明であるが，船山溶結凝灰岩層及び花岡閃緑斑岩中に花商岩の捕獲岩片が存在することから，これ

らの花筒岩と同様，ステージEの溶結凝灰岩の噴出以前に貫入・固結した可能性が大きい.

刊.岩脈

VlI. 1斑れい岩

斑れい岩は，本図幅地域南東部の高根村塩沢・上ヶ洞付近に分布する このうち，塩沢の斑れい岩が

最も大きく，幅約150mでほぼ東西に延びた岩脈として大西層の砂岩・泥岩を貫き，細粒一粗粒で，粒度

の変化に富み，岩体の伸びに平行した流理構造を示している 本岩は，斜長石(ラブラドライトーアンデ

シン)，普通輝石，斜}方輝石(?) (アクチノ閃石・緑泥石などに変化)，褐色普通角閃石3 少量の石英など

から構成される.本岩は安山岩岩脈によって貫かれている.なお，塩沢川河床の本岩中から温泉が湧出

している目

池ヶj同北方の斑れい岩もこれと同禄な岩質を示すが， NNE~SSW 方向に伸びた岩脈として中之宿凝灰

岩ー層を貫き，安山岩岩脈によって貫かれ，更に，丹生川火砕流堆積物によって覆われる

刊. 2安山岩

安山岩の岩脈は，主として，本図幅地域の東部に分布する これらは，美濃帯中・古生層，濃飛流紋

岩類及び花崩斑岩を貫き，丹生川火砕流堆積物によって覆われる.

これらの岩脈は，その分布・産状から，大きく以下の 3つのグワレーフ。に分けられる.

(A) 朝日村岩井谷流域及びその周辺地域の岩脈群

(同 高根村塩沢谷及びその周辺地域の岩脈群

(0) 高根村中之宿・池ヶf岡地域の岩脈群
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(A)・朝日村岩井谷及び長倉本谷流域から北方の丹生川村駄古地域にかけて分布しァ 主として末区分

中・古生層及びジュラ系駄吉層を貫き，一部で濃飛流紋岩類及び花闘斑岩を貫く 全体として， ENE-

WSWないし NE-SW方向に延びるものが多いがラとれと直交する方向のものもある.このうち，岩井

谷沿いに分布する 2岩脈が最も大きく，形は不規則であるが，幅200-300m，長さ約1.5kmでう派生岩

脈を多数伴う.これらの岩脈は，角閃石安山岩，普通輝石含有角閃石安山岩，角閃石紫蘇輝石普通輝石

安山岩などからなる 角閃石斑品には緑色と褐色(いずれも Z軸方向)との 2種類がある.斜長石は，ラ

ブラドライトアンデシンで，累帯構造が著しい 本岩中にはしばしば径0.5-5cmの角閃石岩が捕獲さ

されている.またまれにチャート・斑状角閃石黒雲母花関岩・角閃石岩・角閃石斑れい岩・安山岩など

の捕獲岩を多量に含む岩脈も認められる.これらのうち角閃石岩や角閃石斑れい岩は周辺地域には分布

していない岩石でありフ美濃帯中・古生層の基盤岩に由来する可能性がある.

(B) 高根村塩沢谷，その対岸の道後谷及び飛騨川本流沿いに数多く (30本以上)分布し，ジュラ系大西

層及び三塁系髭多山層を貫く 岩脈の幅は普通10-20mで，走向は中・古生層の構造と調和的に E-W方

向をとるものが多い.角閃石安山岩，輝石角閃石安山岩及び輝石安山岩の岩脈が識別される.

(c) :高根村中之宿・池ケj同地域に分布し，主として濃飛流紋岩類(中之宿凝灰岩層・船山溶結凝灰岩

層)を貫きヲ一部で花岡斑岩及び斑れい岩を貫く いずれも NNE-SSW方向に伸びた幅50-200m程度の

砦脈である 一般に変質作用が著しく，原岩の苦鉄質鉱物はほとんど残っていない.

以上述べたように，本図幅地域の安山岩岩脈は，濃飛流紋岩類の東縁部並びにその周辺の中・古生層

中に密集して分布し，それぞれの地域の地質構造に支配された平行岩脈群を構成している これらは，

前述の斑れい岩の活動に引き続くもので，恐らく，濃飛流紋岩類及び関連する貫入岩類の活動後間もな

い時期(古第三紀)に貫入したものであろう.このような分布上の特徴は，後述する鉛・亜鉛・蛍石など

の鉱床の分布と大局的には調和しており，白亜紀一古第三紀の大規模な珪長質火成作用(第 l表)におけ

る最末期の火成・鉱化作用帯を示唆するものかもしれない.

VJII. 鮮新更新統

四 研究史及び概要

たから

高山市周辺の新生界についての研究は，議見・野沢(1957)が，主として溶結凝灰岩からなる「高原火

山岩類」とそれに覆われる「古期磯層」について記載したことに始まる. しかし，これらの地質時代に

ついては資料がなく， その後出版された岐阜県地質図(牛丸， 1964)及び岐阜県地質鉱産図(岐阜県，

1970)においてもう k記の区分が踏襲されている.議見・里子沢(1957)以後の約20年聞は，岐阜大学・信州

大学の卒業研究と松本国研・高山図研(1973)，梶田(1974)の予察的研究があるのみであった.
あらきがわ

梶田・石原(1977)は， 高山市付近の新生界が2枚の火砕流(更新世話i期の「荒城川火砕流」及び更新

世中期の l清滝火砕流J)を挟む磯質堆積物からなることを明らかにし，それらの層序を確立した.これ

とほぼ同時に，柴田・山田(1977)は， r岩滝火砕流」の K-Ar年代(黒雲母)が0.65士0.25Ma12)である

12) 原著では， 0.63士0.25Maとなっているが，最近の壊変定数によって再計算した.
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ことを報じ，更に丹治ほか(1977)は「荒城川火砕流」が逆帯磁， r岩滝火砕流」が王帯磁(ただし著しく
東偏)であることを明らかにした.

これらの研究とほぼ並行して，金沢大学のメンバーによる「高原火山岩類」の研究が行われ，金子ほ
にゅうかわ かみたから

か(1976)は同岩類を下位の「丹生川火砕流堆積物」と上位の「上宝火砕流堆積物」とに区分した.これ

らはそれぞれ上記の「荒城川火砕流j と「岩滝火砕流j とに対応するものである.

その後，鹿野(1979，1983)及び鹿野ほか(1982)は，梶田・石原(1977)によって報告された江名子断層
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による変位・変形を中心に研究し，また下

畑(1983)は高山市付近に広域テフラの存在

を明らかにした.山田ほか(1983)は3 本図

幅調査で得られた試料を基にして，高山市

周辺の火砕流堆積物のフィッショントラッ

ク年代について概報した.最近，斉藤ほか

(1984)は本地域の一部を含む高山市東方の

「高原火山岩類と第四系」について報告し

ているが，地層の名称やそれらの時代論等

について本報告とはかなりの相異点があ

る.

梶田・石原(1977)によって命名された地

層名には，採用された地名が極めて局地的

で，現在は地元民でさえ知らないものが多

いので，本報告では，原則として 5万分の

l地形図記載の地名に改称することとし

た.ただし，隣接の「三日町」地域(河田，

1982)で使用されているものは， それに従

った.

本図幅地域及び近接する地域の新生界

(鮮新統中部更新統)の層序を第 2表に，総

合柱状図を第36図に，また磯層及び、磯質堆

積物の岩相一覧表を第10表に示した.

第37図 荒城川層(緑色片指)を不整合に覆う松原隊層(厚さ
約 1m，濃飛流紋羊i類のI可磯)と，その上位の松本
軍事層(チャートの班角際) (高山市松本町，加茂神社東
方).

国. 2 松原磯層(Mb)

本層は，高山市周辺に発達する新生界の最下部層に相当し，大洞層又は丹生川火砕流堆積物に直接覆

われる円磯層であり， 西隣の三日町図幅地域の高山市松原13)付近に模式的に発達する(梶田・石原3

1977;何回， 1982). 

本図幅地域内では， 高山市松本町と朝日村寺村を結ぶ西北西一東南東の線の南西側に断片的に分布す

る.高山市片野町地域で、は層厚は約20mであるが，朝日村桑野及び寺村付近では10m程度である.

本層は，軍駐層を主とし，部分的に砂層を伴う.磯層の機種は3 濃飛流紋岩類を主とし，花開斑岩・チ

ャート・砂岩・安山岩等で、ある.一般に大磯，中華撃が多い.チャートは常に小磯となっている.円磨度

が高いのとう濃飛流紋岩類の磯が非常に多いこと，粒径が大きいととから， ~也の磯層と識別される.一

般に“半グサリ"程度に風化されており，基質の豚結度は良好で全体として黄灰色を呈する.

13) 高山市西部の丘陵地が開発されるがIの地名で， 現在は緑ケ丘町の一部.
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第38図 桐山際層(丹生川村村営グランド南方:北隣の船津図幅地内)輝石安山岩・変質安山岩・ひん岩・花尚岩など
の円礁からなる

国 3 松本磯層(Mm)

うわの ろわのだいら

松本磯層(新称)は，本図幅北西部の高山市上野町上野平を構成する磯層である.梶田・石原(1977)に

より「中根磯層J(本報告では桐山磯層)の一部とされたものであるが，模式地の「中根磯層」とは構成

機種に大きな差があるので区別し，松本磯層とする.

模式地は3 高山市松本町周辺とする.本層の層厚は80m以上あり，下部の約20mはと部と異なった層

相をもっ.

高山市松本町の力11茂神社東方の露頭では2 本層の下部層が松原際層を直接覆っているのが観察され

る(第37図).下部層は，チャートの亜門ー亜角磯を主とし，砂岩機も含まれている.磯径は 10cm以下

のものが多い.連続性の悪い砂層・シルト層を挟有する.

上部層の分布は比較的広し上野平の南半分を構成している.構成磯種は，濃飛流紋岩類と砂岩が多

く，安山岩類・チャートもある.チャート礁の少ない点で下部局と区別される. 円一亜円磯で粒径は 10

cm以下のものが多く， rt大磯からなる松原磯層や桐山磯屑とは識別される.

下部層と上部層との境界は直接観察出来なかったが，露頭ごとの層相の変化から，両者は漸移するも

のと考えられる.両者の中間の機種構成を示すところも観察された.

四 4 桐山磯j醤(Ky)

本層はう梶田・石原(1977)の「中根磯層」及び斉藤ほか(1984)の桐山際層の大部分に相当するが，層
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序的位置づけはこれらと異なっている.

本図幅地域内では北西部の丹生川村向山付近に小規模に分布するにすぎないが，北隣の船津図幅地域

では，丹生川村桐山付近を中心として広い分布を示す円磯層である.
きたかた

模式地は， I船津」図幅の丹生川村北方から村営グランドに至る道沿いである(第38図).模式地におけ

る層厚は約80mである.

本層を構成する機種は，安山岩類・砂岩・チャート・花開岩類・濃飛流紋岩類などであるが3 安山岩

類の磯の量が圧倒的に多く，チャートは少なくて小礁で、ある.丹生川火砕流堆積物起源の磯は含まれて

いない.安山岩磯中には比較的新鮮な紫蘇輝石普通輝石安山岩もあるが，穂高安山岩類(原~ll ， 1975)に

よく似た変質安山岩や変質ひん岩も見いだされている.

磯径は20-30cmのものが多く 3 ときには80cmにも達し，一般に“半グサリ"程度に風化されてい

る.円磨度が高いこと，磯径が大きいこと，並びに安山岩類礁が多いことにより他の磯層から識別され

る.本層は東方の北アルフ。ス地域からもたらされた可能性が大きい.

松本磯層との層位関係は直接観察出来なかったが，分布範囲・分布高度からみて，本層が松本磯層の

上位になる可能性がある. しかし，上野平の南半部に松本磯層，北半部(本図幅地域外)に本層が岡高度

で分布していること，両層の中間的機構成を持つ磯層も観察されることから，両層が同時異相の関係に

ある可能性も残されている.いずれにしても，磯種構成の大きな相異は異なる供給源を考えさせる.

1唖 5 大洞層(Ob)

大j同層(新称)は，松原磯層・松本磯層・桐山磯層を覆い，丹生川火砕流堆積物に覆われる凝灰質堆積

物・磯層・砂層・シルト層を一括した堆積物に対して命名する.模式地は高山市大洞町周辺である.梶

田・石原(1977)の「荒城川火砕流J最下部の「ミガキ砂層J，河田(1982)の「荒城川火砕流堆積物」下部

の非溶結凝灰岩とされたものの一部が本層に含まれる.本層は，斉藤ほか(1984)の「大萱層」と「大洞

火山灰流Jとを一括したものに相当する.

本図幅地域内での分布は，露出面積は少ないが，広範囲にまたがる.
たでいわ

江名子断層北西側では，高山市大j同町を中心に広く分布するが，宮峠断層南東側では，朝日村立岩谷

にわずかに分布するにすぎない. 江名子断層と宮峠断層に挟まれた分水嶺山地の高度 900m以上の林道

沿いにも露出する.丹生川火砕流堆積物の分布と密接な関係があり，常にその下位に直接覆われて分布

する.

層厚は，変化が大きいが， 30mを超えないと考えられる

本層は， 地域による層相の変化が大きく， 凝灰質堆積物・磯層・砂層及びシルト層が厚さを変化さ

せヲ様々な組合せで堆積している(第39図).

本層中の凝灰質堆積物は岩相上2種類に分けられる. 1つは“ミガキ砂"状の軽石質火山灰でありョ

他は細粒火山灰である.

軽石質火山灰は，径 10cm以下，通常 1cm 前後の軽石を多量に含む流紋岩質の火山灰で， 灰白色

桃灰白色を呈する.東方に数度から30度前後傾斜する斜層理が顕著に発達する(第40図).新鮮な露頭で
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第39図 大洞層及び丹生川火砕流堆積物の地質柱状図及び位置図(高山市大洞町及び片野町)A-E:大洞日T.F:片野

町一丁目 Cの角記事濃集部は火の二1:構造を示し，東から西への流走を示している

第40図 斜層理を示す大j何層の軽石質火山灰層(高山市大洞町，第39図の地点 B)
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はスコップでは掘削がやや困難な程度に目撃

結しているが，小片は指で、ほぐすことが可

能で，その粉末はミガキ砂としての研磨能

力があるため，かつては採掘稼行されたこ

とがあった.独特の感触があり， t属自IJに使

用した金属は一様に光沢を帯びてくる.未

変形のガラス片がほとんどを占め，わずか

に石英・長石・黒雲母を混じえる.外来岩

片として美濃帯中・古生層起源の径 1cm 

以下の岩片(主にチャート)が少量含まれ，

散在している.軽石の大きさは変化に富み，

また密度の大きい外来岩片が散在するな

ど，淘汰は良好でない.以上の特徴は，本

火山灰が降下火山灰ではなく，火砕サージ

堆積物の一種であり，堆積構造からは東方

から移動したことを示唆している.高山市

大洞町での厚さ1O-15mで，上位の丹生川火

砕流堆積物との間には磯層・角磯層や粘土

化した成層火山灰が数m挟在する(第39図).

細粒火山灰は粘土化の進んだ淘汰良好の

白色の火山灰層で，恐らく降下火山灰起源

と予想され，一部は明らかに水域に堆積し

第41図 大淑層の露頭(丹生川村向山)下部は亜円E章一直角礁から
なる淘汰の悪い様層，上部は凝灰質 シルト層・砂層及び簿

い際層の五層からなる.写真の左右約 2m

たものである.丹生川村町方の丹生川中学校裏の露頭では下位より，厚さ 6m， 1 m， 2 mの3枚の細

粒火山灰層が“ミガキ砂層"(軽石質火山灰)と磯層を挟んで分布しておりヲ丹生川村向山の好露頭では

シルト層・砂層・磯層が細互層をなしている(第41図).

機層は，亜円磯亜角磯からなり，磯種はチャート・濃飛流紋岩類・砂岩が多いが3 その構成比は場所

により異なる.安山岩やシルトのブロックを含むこともある.磯径は20cmを超すものもあるが， 10-5 

cmのものが多し淘汰は一般によくない.基質は他の磯層に比較して多い.1露頭で3層以上の磯層を

認めていないが，大綱層全体としては 3層以上の磯層があると考えられる.

丹生川村茶屋野では本層の下部にシルト層が発達し，泥炭が挟在している.この泥炭からは花粉化石

が検出された(第42図). この試料には， 針葉樹花粉としては Picea，Abies， TSl伊 ，Pinusなどが高率で

出現し，また広葉樹花粉では Alnusが高率で出現している.これらの中に暖温帯の要素が出現しなかっ

たことからョ冷涼な気候が推定されるが，試料が l点のみのため確実なことは言えない.

久々野町大西の北方の分水嶺山地上の本層は，機層が最も厚くョ砂層・シルト層と互層あるいは漸移

している 凝灰質堆積物は確認できなかったが，これらの堆積物が松原磯層を直接覆い，丹生川火砕流

堆積物に直接覆われていること，磯層の層相が模式地のものとよく似ていることから大j同層とした.
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第42図 大i問層下部の泥炭の花粉分析ダイアグラム(同定:パリノ・サ}ヴェイ株式会社)

第11表 鮮新一更新世の火砕流及び降下火山灰堆積物のフィ γショントラック年代

自発核2F跡数|誘発核23 フラックス世 年代値誤差 晶i結晶面積|ウラン
|K(濃度)

4Fdhlzs!世諮問 (ι)古川山m)
lflJ1|注3

I トhトH目47一BI山ンI~戸戸8x1二可示副(卜1. 3臼町…2取×
2釦|閣叩 5胤6砧AIげジ山ノ山レコン:.--1 1山1口114.22似川×刈1ω附0が4引11凶 l凶4仙附附|川4.6ω9川×刷 Iω附5 ! 2 7 ，i iJ 5 1 2 ? ( ω I，，>-.Jva I'"  l-"""~ '" I "" I ".O'̂  '" I 1  '''00 ]""' ](10.4%)1 OO! iO-3川

←lF のレコンI8414.47X10'12550 11. 36 X 10614.69 X~1095下-r:川 3611JF
不平1:;!V~ ン I 4311山可353819.77×U3×lohU司叩寸E73

測定 ;(株)土質工学研究所及び(株)京都フイッション トラック
注1. T~5.96 x 10 .-， <PxE NりENi
注ヨ.ε ~((II.JE Ns)'+(l/.J1:市)'十(l/.J百両2p/2
注3. U~5x10'"x 戸il骨 (ただし，ジルコン結晶中でエッチングされれる平均飛跡長を}， 2， 3は4μm，4は8μmと仮定)

TH-47B(GS] R26873) ;軽石質火山灰(大洞層) 高山市大洞町
TH-56A(GS] R26874) ;角関石普通輝石含有紫蘇輝石デイサイト溶結凝灰岩(丹生川火砕官堆積物) 丹生川村山口
TH-1F(GS] R26878) ;黒雲母流紋岩軽石(上宝火砕流堆積物) 高山市数河東方

TY-446A(GS.T R26879) ;結晶火山灰(高山火山灰層) 高山市江名子町上江名子

朝日村立岩谷では，本層は松原磯層を覆い，厚さ約 10mで， 下部は層理のよく発達した黄灰色一淡黄

褐色の流紋岩質火山灰層(軽石や石質岩片を含む)から， 上部はほとんど塊状で，黄褐色の軽石質火山磯

凝灰岩層からなり，最上部にチャートを主材とする角磯層の発達することがある.このうち下部の火山

灰層の一部は，模式地における大洞層中の軽石質火山灰層によく似ている. しかし，上部層は安山岩火

山磯を多量に含んでおり，高山市の大洞層には類似のものがない.
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第43図 丹生川火砕流堆積物及び上宝火砕流堆積物の分布図 1 :更新世後期完新世火山岩類， 2:上宝火砕流
堆積物， 3・玄武岩， 4・丹生川火砕流堆積物 本図幅調査資料のほか，磁見・野沢(J957)，河田(1982)，鹿野
ほか(J982)，斉藤ほか(J984)などの文献資料並びに山田 小林武彦による南隣の御獄山図幅及び原山による北
東隣の上高地図幅の未公表調査資料に基づいて作成した

本層の軽石質火山灰(高山市大j同町， 第39図の地点B)のフィッショントラック年代測定を行い， 3.1 

土0.2Ma (鮮新世後期)の年代値を得た(第11表). この年代値は本層を覆う丹生川火砕流堆積物の年代

値(第11表)より若干古く，地質学的産状と矛盾しない.

四 6 丹生川火砕流堆積物(Ny)

命名

本堆積物は，梶田・石原(1977)の「荒城川火砕流」及び河田 (1982)の「荒城川火砕流堆積物」と同ー

であるが， i荒城)I¥J(宮)11のー支流， 船津図幅地内)という名称は2 本堆積物の広範な分布からみであ
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第44図丹生川火砕流堆積物の分布範囲，基底面等高線図 (m)
及び流走方向(紫蘇輝石の長軸方向) 矢印は，角磯岩
レンズの火のヨ構造から判定された流走方向を示ナ. ケパは

断層による落下側を示す

まりに局地的でありヲまた，すでに下部

石炭系の荒城川層という地層名としても

用いられている.本報告では，本堆積物

が最も広く分布し，かっその予想、給源地

域を含んでいる丹生川村の名を採って，

金子ほか(1976)に従い，表題の名称を用

いることとする.

ヌド堆積物は，かつて磁見・野沢(1957)

によって「高原火山岩類」と呼ばれたも

のの・部であり，また，斉藤ほか(1984) 

の「荒城川溶結凝灰岩層J(非溶給部を

含む)に相当する.

分布

第43t習に示すように，本堆積物の分布

の東限は乗鞍岳西側山腹の千町ヶ原付近

にあり 3 北限は北東隣の上高地図幅地域

内の笠谷流域，南限は南隣の御漁山図幅

地域内の濁河川流域，西限は西隣の三日

町図幅地域内の高山市内垣内にそれぞれ

ある.これら全地域における分布状態を

復元すると，堆積当時の面積は少なくと

も4x 102km2を下らないと推定される. 本堆積物の基底面高度(第44図)は，東限の千町ヶ原付近で標

高1，850mの最高高度を示し，北方へは1，200m，南方へは1，100mまで高度を減じ，西方の高山盆地西部

では600mの最低高度を示す.

本図隔地域内では，北半部の高山盆地周辺とその東方山地，分水嶺山地の南斜面，南東部の芋f買高
原周辺と飛騨川南方の山地に主に分布する.山間部における本堆積物の分布地域は地形的にかなり関析

されているものの，小起伏面や緩斜面が認められる.本堆積物が現在の地形的低地と無関係に分布して

いる事実は，本岩噴出時の地形が現在とかなり異なっていたものであることを示している.

層序関係・時代

山間部では基盤岩である美濃帯中・古生層，濃飛流紋岩類ヲ花筒斑岩や安山岩岩脈を直接不整合に覆

うが， 高山金地内や久々野町・朝日村地内の飛騨川北岸など鮮新一更新統の発達の良好な地域において

は，大洞層もしくはその下位の松原磯層・松本磯層などを覆う(第39図).本岩直下の基盤岩(特に美濃帯

中・古生層)は顕著な赤色化作用を蒙っていることが多い(下坂・山田， 1984). 

本堆積物のフイツショントラック年代は2.7土0.3Ma(第11表)で， この年代値は鮮新世後期に相当す

る.また本堆積物については， 2.3-2.5 Maの K-Ar全岩年代(普屋・小林， 1982)も報告されている.

本堆積物の自然残留磁気は逆帯磁しており(丹治ほか， 1977;斉藤ほか， 1984)，松山逆磁極期に対比さ
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第45図丹生川火砕流堆積物の基底部に発達するグラウ

ンドサージ堆積物(朝日村小瀬谷林道)
A デイサイト溶結凝灰岩， B 弱溶結部， C:;角磯岩レ
ンズ， D:平行層理を示す含磯粗粒凝灰岩， E:炭化木片

の産出地点， F:砂岩頁岩互層(上半部は赤褐色風化)

第46関 丹生川火砕流堆積物の基底部のチャート質角磯岩レンズ(第45図Cの拡大写真)
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れている.これらの資料から， 本堆積物の時代は松山逆磁極期の最初期(2.4Ma頃)と推定されるが，

ガウス正磁極期中の Kaenaeventまたは Mammotheventに対比される可能性も否定できない.

厚さ

高山盆地内で50m十，丹生川村山口で;30m十，山間部のH影平山付近及び子ノ原高原付近で、100m十，

噴出地点に最も近いと考えられる千町ヶ原付近(乗鞍岳図幅地域)では120m+である. しかし，基底面の

凹凸によりョ同一地域でも差が大きい.

岩相

本堆積物は，新鮮な部分で灰白一灰色，風化部分で灰緑灰紫色を呈するデイサイト溶結凝灰岩を主体

とし，下部に厚さ0.5-5mの非溶結部を伴う.これらは斜長石と紫蘇輝石の結晶片に富んだ火砕流堆積

物である.

本堆積物の基底部には，しばしば，平行層理や斜層理の発達した厚さ 1m以下の凝灰岩層とその直上

の薄い角磯岩レンズを伴う(第39図C，第45図及び第46図).基底部の凝灰岩層は，構成鉱物は火砕流本

体と変わらないが，チャートの径 lcm前後の角磯を含み，淘汰不良であり，露頭規模で厚さが著しく

変化する.角磯岩レンズは，チャート・砂岩等の径 1-5cmの角磯とそれを充填するややyレースな凝灰

質基質とからなり，膨縮著しく， 下位の凝灰岩を削り込んだ凹凸に富む下面を示すほか， 一方向(東→

西もしくは北東→南西)に向かつて火の玉状の断面を示すものも認められる.以上の特徴から，基底部の

凝灰岩層と角磯岩レンズは，降下火山灰や水底堆積層ではなく，一定方向へ向かう水平速度成分の大き

い火砕流の一種ーグラウンドサージ堆積物(SPARKSand WALKER， 1973)の可能性が大きい.

上述の非溶結部の上部は柱状節理が発達し始め，更に節理の明瞭な溶結部へ移化する.溶結部は一般

に肉眼で確認できる本質レンズに乏しく，均質塊状の外観を示す.ただし，分布城東部の日影平山以東

ではしばしば長径10cmに達するよく偏平化した本質レンズが認められる.石質岩片は少量ではあるが

普遍的に含まれ，頁岩・砂岩・チャート・玄武岩など美濃帯申・古生層起源、のものの割合が多く，それ

らの一部は赤色化作用を受けている.このほか濃飛流紋岩類，文象斑岩及び新鮮な紫蘇輝石安山岩の破

片も含まれる. これら岩片のサイズは一般に 2-3cm以下の小さなものが多い. 金子(1976MS.)によ

れば西方より東方に向かつて石質岩片の最大径が増大する傾向が認められるという. 高島(1977MS.) 

はSCHMINCKEand SWANSON (1967)の方法に従い，紫蘇輝石結晶の葉理面上での長軸方向配列により本火

砕流の流走方向を推定した.今回原山が行った同じ方法による測定結果を第44図に示す.これによれば

ほぼ東西の流走方向が推定される.

本火砕流堆積物の基底面が東方に高くなること，石質岩片・本質岩片のサイズの東方への増大傾向，

基底部サージ堆積物が西への流走方向を示唆していること，上記の東西方向の流走方向などを総合する

と，本火砕流の噴出地点は最高基底面高度を示す千町ケ町北方の岩井谷(丹生川村)の東方，ほぼ現在の

乗鞍火山の付近と推定される.石質岩片が美濃帯中・古生層に由来するものを主体とし濃飛流紋岩類を

伴うことも，噴出・流走通過地帯の基盤地質とよく一致しており上述の推定を支持している.

鏡下での観察によれば3 結晶破片として斜長石・紫蘇輝石を主体とし，少量の普通輝石・磁鉄鉱・チ

タン鉄鉱・石英を伴う.この他斜長石・輝石中の包有結晶や単独結品破片として褐色角閃石が見いださ

れるととがある.総結品量の変化は大きく， 50%前後から20%前後まで変化する.基質のガラス片は溶
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結部では淡褐色を示し脱ガラス化作用を受けていないが，本質レンズの石基は脱ガラス化して微球頼構

造を示す微粒の石英・長石の集合体に変化している.

全岩化学組成(第12表)

丹生川村山口町の採石場で採取した試料I個(TH-56)について化学分析を行った.試料は全岩より少

量含まれる石質岩片をとり除いたものであり，少量の本質レンズを含んでいる.本試料の化学組成は，

Si02約68%で，アルカリに富むデイサイトの組成を示している.

構成鉱物の化学組成

化学分析を行った試料と同一試料について EPMAによる斑状鉱物の分析を行った.斜長石は顕著な

波動累帯構造を示しつつ， 核部の An66から周縁部の An30へと変化する. 周縁部では Orモノレ%が

高く約 Or'0となるが， これはカリ長石斑晶が出現していないことに関係している. 紫蘇輝石はほとん

ど累帯構造を示さずほぼ En58Fs40W02 の組成を示す. 普通輝石も同様に組成変化幅が小さく En38-40

FS，6-，8 W047-45の範囲にあり，MgOfこ富む普通輝石に相当する.鉄ーチタン酸化物として磁鉄鉱山SP30前
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後)とチタン鉄鉱(R詰037-20)を含む.

角閃石普通輝石含有紫蘇輝石デイサイト溶結凝灰岩(TH56A，GSJ R26874，図版VII-2)

〈産地〉 丹生川村山口.伊藤採石場

〈結晶破片〉 容量比29%. 斜長石・紫蘇輝石・普通輝石(少量)・石英・磁鉄鉱・チタン鉄鉱.磁

鉄鉱とチタン鉄鉱は輝石中の包有結晶として産することが多い.輝石中には燐灰石の微粒柱状結晶

が含まれる.このほかジルコン結晶が基質中に見いだされる 角閃石は斜長石の核部もしくは紫蘇

輝石中にまれに他形結品として包有されている.また，少量であるが，集斑状組織を示す斜長石・

輝石集合体が本質レンズ及び基質中に含まれる.

く基質〉 淡褐色のガラス片がマイクロユータキシティック構造を示す.

普通輝石含有紫蘇輝石デイサイト溶結凝灰岩(TH104，GSJ R26875) 

く産地〉 丹生川村岩井谷標高1860m(東隣の乗鞍岳図幅地域) 丹生川火砕流堆積物中，最も給源

に近いと推定される岩石

く結晶破片〉 容量比 47%. 斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・綴鉄鉱・チタン鉄鉱・石英 TH56A

と異なり角閃石を含まない また， TH 56Aと比べて結晶破片量が多く，その粒径が大きい.

市 7 玄武岩溶岩及び岩脈(B)

本岩は，本図幅地域西部の高山市石浦町から宮村一之官にかけて分布する小岩体群と，南部の朝日村

西洞の鈴蘭高原一帯に分布する溶岩とに分けられる(第43図). 

西部の小岩体群は，西隣の三日町図I隔地域(河田， 1982)にかけて宮川沿いに断続的に分布する.主と

して濃飛流紋岩類からなる地域に分布するが，一部では中・古生層及び丹生川火砕流堆積物を貫き，あ

るいはこれらを覆っている.開析が進行しているため，火山地形は不明であり，露頭状況が不良で産状

(溶岩か貫入岩か)もよく分からない場合が多い.高山本線飛騨一之宮駅北方では， 本岩は厚さ 20-30m

の溶岩で3 下位に赤褐色に風化した玄武岩質スコリア層を伴い，著しい粘土化変質を受けたデイサイト

溶結凝灰岩(丹生川火砕流堆積物)を覆っている.高山市石浦町東部の丹生川火砕流堆積物分布域に分布

する玄武岩は，野外での産状から，同堆積物を貫く岩脈であると判断される.

西部の小岩体群は，全体としてみると，中・古生層と濃飛流紋岩類を境する一之官断層及び高山盆地

の南縁を画する江名子断層の南方延長に沿って点在しており，これらの断層が弱線となって本岩の噴出

をもたらしたことを示唆する.

南部の鈴蘭高原に分布する溶岩は，南隣の御鼠山図幅地域により広く分布し，一部に溶岩流の原面を

残す溶岩台地を形成している.この溶岩は濃飛流紋岩類を覆っているが，一部では，濃飛流紋岩類との

間に丹生川火砕流堆積物に対比されるデイサイト凝灰岩(弱溶結)を介在することがある.

本岩は主に灰色暗灰色の紋密な塊状溶岩からなり， lJ~い板状節理が発達する. 肉眼的に径 1mm前

後のかんらん石斑品が認められ，またしばしば品部1が認められる.鈴蘭高原では，塊状溶岩の下位にク

リンカー状溶岩(厚さ 1m前後)が，更にその下位にスコリア層(厚さ 1-2m)が発達している.

一之宮に分布する本溶岩の K-Ar年代は2.03土0.20Ma(宇都・山田， 1985)で，鮮新世末期に相当す



67

上宝火砕流堆積物(Km)

第47図丹生川火砕流堆積物 (Ny)，茶屋野凝灰岩層 (Cy)及び上宝火砕流堆積物(Km)の関係を示すスケッ
チ(高山市・丹生川村境界，送電線分岐点) :'-!yの上に整合的にじyが載り，これらを削り込んでKmが重なる

る.鈴蘭高原南方の玄武岩の自然残留磁気は逆帯磁していることが報告されており(丹治ほか， 1977)，上

記の年代値と矛盾しない.

普通輝石かんらん石玄武岩:宮村，高山本線飛騨一之宮駅北方約250m(TY-163， GSJ R26748， K 

Ar年代測定試料)

斑晶鉱物として，径1.5 mm以下のかんらん石(約 5-6%)ヲ Imm以下の普通輝石(2%以下)，

ごく少量 (1%以下)の斜長石が存復する.まれに紫蘇輝石の微斑晶も認められる.一部のかんらん

石が周縁部がイディングサイト化しているほか， 1放斑晶がまれに緑色の粘土鉱物に変わっている.

かんらん石はクロムスピネノレを多数包有しており，また，斜方(?)輝石の反応縁を持つものが多い.

石基は斜長石・器斜輝石・斜方輝石・不透明鉱物及び少呈の褐色ガラスからなり，おおむね新鮮で

あるー本岩の晶j同鉱物しでは，方解石・石英・ケリストパノレ石・鱗珪石などが認められる.

四 8 茶屋野凝灰岩層(Cy)

茶屋野凝灰岩層(新称)は，丹生川火砕流堆積物を覆い，上宝火砕流堆積物に覆われるデイサイト質の

火砕岩で，藤沢(1976MS.)の「家の洞火山灰層Jと「家の洞火砕流」を合わせたものに相当する.

本層は， 丹生川村茶屋里子南方の山地平坦部と， 山口谷川南方の高山市一丹生川村境界の平坦地に小規

模な分布を示すほか，高山市滝町西方より北方の平坦面に至る道路沿いにも本層が分布する.層厚は山

口谷川南方で8mである

山口谷南方の露頭では，本層が平坦な境界面で丹生川火砕流堆積物を覆い，一方上位の上宝火砕流堆

積物は本層を削り込んだ凹部に堆積しているのが見られる(第47図). 

本層の最下部は灰白色淡褐色を示す降下火山灰層(厚さ 1-1.5m)からなり 3 その下半部には径0.5-

1. 5 cmの火山立石が多量に含まれている. その上位に樫褐色暗茶褐色を示す火砕流堆積物(厚さ 7m

以上)が載る.

火砕流堆積物は主に非弱溶結の軽石凝灰岩からなり，一部に強く溶結した部分がある.この強溶結部

を検鏡すると，結晶破片は少量で，主に斜長石と微量の石英・緑色角閃石・普通輝石からなり，その他
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第48図 見座礁層(朝日村牧戸) 円礁は主に安山岩及び濃飛流紋岩類からなる

外来結晶として微斜長石， 外来岩片として， 変質したデイサイト流紋岩溶結凝灰岩・流紋岩溶岩・文

象斑岩・砂岩及びやや新鮮な安山岩などを含む.

みざ

咽 9 見座礁層(Mz)

本層は，丹生川火砕流堆積物を覆い，久々野凝灰角磯岩層に覆われる円磯層で，梶田(1974)により命

名された.模式地は，朝日村見座より美女峠に至る道路沿いである.

本層の分布は，宮峠断層南東側に限られる.すなわち，本層は朝日村牧戸・見座，久々野町小屋名・

大西・山梨・嘉義市と細長く分布し，また，朝日村二又・九蔵及び高根村中之宿・池ヶ洞付近にも本層

に対比される円磯層が点々と分布する.これらは層相からも，河川堆積物であることは確かで，現在と

はやや異なる流路をもった“|日飛騨)Jj"の堆積物と考えられる. 本層上面の現河床からの比高は 130m

程度であるが，浸食され緩斜面となっている.本層の厚さは約40mである.

本層を構成する磯種は，濃飛流紋岩類が最も多く，安山岩類がこれに次ぐ(第48図).砂岩・チャート

磯も含まれる.丹生川火砕流堆積物の磯も含まれるが量は少ない.上記の安山岩礁の供給源は不明であ

る.朝日村牧戸・見座付近では径20cm程度の磯が多く， 40 cmを超える巨磯もある.久々野町無数河

の久々野小学校付近で、は，磯径を減じ， 15 cm以下のものが多く，砂質部・泥質部が多くなっている.

一般に磯の円磨度は高く，淘汰もよい.“クサリ磯"の状態にまで風化されている.

市 10 久々野凝灰角磯岩層(Kg)

久々野凝灰角磯岩層(新称)は見座磯層を覆う安山岩質の凝灰角磯岩で，模式地は久々野町無数河の町
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第49図 久々 野凝灰角磯岩層(久々 野町，町営グランド)

営グランド周辺とする. その分布は見座磯層の分布域とほぼ一致しており， 本層が， 前述の“|日飛騨

)1¥"沿いに堆積したことを示している.

本層は平坦ないし緩傾斜の地形面を形成しており，その標高は，池ヶ洞東方で1，200m土，中之宿西方

で950m土，牧戸北方で870m士，美女ヶ池付近で‘850m士，山梨で790m土，模式地付近で730m土と，西

方に向かつて低下している.美女峠北方の標高1，000mの平坦面にも本層が分布しており，このことは本

膳の北への拡がりとともに，官峠断層による垂直変位が約 150mに達することを示している. この地点

で、は，凝灰角磯岩の直下に，厚さ約20mの磯層(凝灰質シルト層を頻繁に挟有)が発達し，チャート・砂

岩・丹生川火砕流堆積物などの淘汰の悪い角磯・亜角礁が混在する.この磯層山は見座磯層と全く層相

が異なり，局部的な湖沼堆積物と考えられる.

本層は，灰色・黄褐色・赤褐色などの色調を呈し，比較的岩相の変化に乏しい. 厚さは 10数m-5m 

である.磯は普通径30cm 以下，まれに1.5mに達する黒色暗灰色安山岩角磯を主とし，丹生川火砕流

堆積物・チャート・砂岩・頁岩・濃飛流紋岩類などの亜角機一円磯も混在する(第49図). 丹生川火砕流

堆積物の円磯は径2mに達するものがある(第50図).まれに，偽磯状の砂のレンズを含む.基質はよく

穆結しており，凝灰質で，上記の岩石の細片，輝石や斜長石の破片，スコリア，軽石及びこれらを充填

するガラス片やじんあい状物質からなり，細かい空隙を伴っている.

安山岩礁には，斜長石斑品に富むものと，無斑品質のものとがあるが，いずれも新鮮な普通輝石紫蘇

輝石安山岩で， 石基は黒色で隠微品質である. まれにかんらん石の微斑品を含む安山岩礁も認められ

る.安山岩機は一般に発泡の程度が低く，また急冷縁やパン殻状の割目などは発達しない.

模式地では，本層は，粘土化した角磯層(古崖錐角磯)を介して濃飛流紋岩類の上に載り，山梨磯層に

覆われ，厚さ約5mで、ある.ここでは垂直方向の岩相の変化はみとめられない.

14) 地質図では便宜上久々野凝灰角磯岩層に一括して示した.
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第50図 久々野凝灰角磯岩層に合まれる風化した丹生川火砕
流堆積物の巨機(久々 野町山梨上組)同日は風化が進んだ
部分

模式地及び牧戸北方の本層中の安山岩

角磯(各3-4個)について，磁化方位の測

定を行った山.その結果，磯ごとの磁化

方位は一定せず，これらの磯が現位置に

定着する前に自然残留磁気を獲得してい

たことが明らかとなった.

本層は，見座礁層の堆積に引続いて

「旧飛騨川」の河谷を埋めた凝灰角磯岩

であるが，本層の主材をなす安山岩礁の

起源やそれらの運搬様式等については分

かっていない.

咽 11 山梨磯層 (Ym)

山梨際層(新称)は久々野凝灰角磯持層

を覆う角機層で久々野町山梨周辺を模式

地とする.分布は小規模で，久々里子町山

梨から無数河までの地域に限られ，常に

久々野凝灰角磯岩層に伴って分布する.

厚さは10m程度と考えられる.

機種構成はフ安山岩類・丹生川火砕流

堆積物・濃飛流紋岩類・チャ)ト・砂岩

などであるが，その構成比は場所により大きく変化する.淘汰の悪い角磯層で，機径は 5cm以下のも

のがほとんどである.基質は泥質のことが多い.

層祁の変化は大きく，連続性の悪いシルト層を多く挟有し(第51図)，角磯混じりシノレト層となってい

るところもある.また泥炭層も挟在している.久々里子町月見付近では凝灰角磯岩と湖沼性堆積物の中間

的な堆積相を示す露頭も観察された.

以上述べた事項は，本層が久々野凝灰角磯岩層によって堰止められて出来た水域での局地的な堆積物

で，久々野凝灰角磯岩層との時間的問隙は小さいことを示している.

うわの

咽 12 上野泥流堆積物(Um)

上野泥流堆積物(新称)は，丹生川火砕流堆積物を覆い，上宝火砕流堆積物に覆われる泥流堆積物で、あ
おお や

る.本堆積物は，梶田・石原(1977)が，三谷(1975MS. )に基づいて大谷泥流としたものであるが，丹生

川村大谷には本層の分布が認められず， その詳細も公表されていないので新たに定義する. 斉藤ほか

15) 上嶋正人技官による.
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第51図 山梨磯層(久々 野町山梨t組l)潟汰不良の角礁周中lとシノレト層が狭在する

(1984)の大谷泥流に相当する.

模式地は高山市上野町周辺である

(第52図).分布は，本図i幅北西部か

ら北隣の船津図幅にまたがる台地・ 一
うわのだいら きた

上野平一帯と船津図幅内丹生川村北

方の岐阜県蚕業試験場付近である.

本図幅地域内では，松本磯層・桐山

際層あるいは丹生川火砕流堆積物を

1刊し

表宣に亀甲状ぴび害IJれ
をもっ同様

第52図 上野泥流堆積物の露頭スケ吋ヰ(高山11U:野田T) 斜層理や磯
の覆瓦構造から，左から右(東から珂)へ門流向が推定される

覆っている.層厚は，部分的に10mを超えるところもあるが平均 7m位で，丹生川村北方では2m程度

である.西に向かつて厚くなる傾向がある.

本堆積物は， デイサイト質の火山軍事層(厚さ数 cm-l0cm)と同質の粗粒火山灰層(厚さ数 10cm-l m) 

からなり，これらの繰り返しによる弱い成層構造を示す.火山磯は粒径 2-3cmの普通輝石含有黒雲母

酸化角閃石デイサイトの角磯ー亜角磯を主とし，比較的分級が良い.粗粒火山灰層中には，径数 cmから

最大50cmの円磯が含まれョ極めて淘汰が悪い.円礁は普通輝石紫蘇輝石安山岩溶結凝灰岩や普通輝石

紫蘇輝石閃緑斑岩を主体とする.このほか，チャート・砂岩の亜角事長やまれには粗粒黒雲母花岡岩・流

紋岩溶結凝灰岩・丹生川火砕流堆積物などの円磯も含まれる.

円磯はその形態、からみて明らかに河川堆積物に由来するものであり，火山磯や粗粒火山灰を構成する

デイサイトとは起源が異なることを示している.一部の円磯tこは，急激に高温にさらされた岩石に認め

られるような亀甲状のクラックが発達している.基質の粗粒火山灰は 2mm以下の粒径のデイサイトの

岩片からなり，ときに，東方からの流向を示す斜層理が発達する.磯の配列からも同方向の流向を示す

覆瓦構造がしばしば認められる(第52図).
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第53図 江名子機層 (高山市山口町) 丹生川火砕流堆積物(左下)や中 古生層の不淘汰角球一軍角球からなる

本堆積物の構成磯のうち，安山岩・閃緑斑岩は北東隣の上高地図幅地域の穂高安山岩類(原山ぅ 1975)

に，花岡岩は同じく奥又白花闘岩(原山， 1979)にそれぞれ酷似しており，特に前2者中に熱変成作用を

受けたものがある点が特徴的である.これら円磯が現在の上高地一帯から供給されたことは，堆積構造

が示す東から西への流向と調和的である.本堆積物と下位の桐lli磯層は機構成が類似していること，一

部の円磯の表面に高熱状態にさらされたことを意味するグラックが見いだされることから，高温の火砕

流が桐山磯層を堆積させた!日河川沿いに流下し， 円磯を取り込んで泥流へと移行したものと推定され

る.

四 13 江名子機層(En)

江名子磯層(新称)は，梶田・石原(1977)の「矢林磯層Jと同一であるが，矢林の地名は極めて局地的

で，国土地理院発行の最近の地形関に載っていないので，表記のように改称する.

模式地は高山市江名子町国立療養所周辺であり，江名子断層の北西側にのみ幅 2kmの範囲に分布す

る.片野町，江名子町付近では丹生川火砕流堆積物上の侵食谷を埋め，山口町付近では同堆積物の侵食

平坦面を覆っている.

本層の層厚は，厚いところでも25m，平均20m位で，江名子断層に近づくに従って基底面高度が高く

なっている.

江名子磯層を構成する磯の90%以上は，チャート・砂岩・頁岩等江名子断層より南東側に分布する中

・古生層起源のものであり，丹生川火砕流堆積物の磯も少量含まれる(第四図).淘汰の悪い角磯で，磯

径は最大20cmで10cm以上のものが多い.風化は進んでいて“半グサリ磯"状となっている 基質は

泥質で中程度に勝結している.
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層相の変化は大きく，高山市片野町の平和公園付近で、は 10-30cmのシルト層や細粒砂層が 10枚ほど

挟在しているが連続性は良くない. また江名子町北部の矢林の丹生川火砕流堆積物を直接覆う露頭で

は，基底より約2m上位に約50cmの厚さの炭化木を含む泥炭層が観察された.

以上述べた分布や，層中日の特徴は3 本層が江名子断層の活動によって形成された断層崖の崩壊によっ

て生じた崖錐性堆積物であることを示している(梶田・石原， 1977). 

四 14 上宝火砕流堆積物(Km)

命名

本堆積物は梶田・石原(1977)の「岩滝火砕流」と同一であるがうその広範な分布に較べ「岩滝」はあ

まりに局地的な， しかも通称、の地名である.本報告ではョ金子ほか(1976)に従い3 本堆積物が最も広く

分布する上宝村(北隣の船津図1隔及び北東隣の上高地図幅地内)の名を採って，表題の名称を用いること

とする.

本堆積物は磁見・里子沢(1957)による「高原火山岩類」のうち黒雲母安山岩と記載されたもの及び斉藤

ほか(1984)の「岩滝溶結凝灰岩層」に当たる.

分布

本堆積物は北東隣の上高地図幅地域内の上宝村福地付近を東限にして，高原川・荒城)11・小八賀川流

域などに広く分布する(第43図).本図幅地域内では，日影平山西方と生井川沿いの滝町・岩井町周辺に

まとまった分布を示すほか，小規模な分布が北半部に点々と認められる.これらの分布域は， t3影平よ

り生井川を経て高山盆地東部から北部に至る地帯と，日影平山より牛首山・二又を経て朝日村浅井北方

の山地に至る地帯とに限定されており，現河川系には支配されていない.

本堆積物は丹生川火砕流堆積物に比べ開析の程度が低く， 小八賀川北方の通称“八本原"(船津図幅

地域内)にみられるように，平坦で緩傾斜の火砕流台地の地形がよく残存している.本図幅地域内では，

滝町・岩井町周辺に火砕流堆積物の上面を示すと考えられるわずかに西方に傾斜する平坦面が残存して

いる.

本堆積物の基底面高度はヲ高山盆地内では640-670m，岩井町で 690-830m，日影平で 1，250-1，51Om

と明らかに東方に向かつて上昇していく. 更に本岩の分布東限の福地周辺では 1，500-1，700mと最高高

度を示す.

層序関係

本堆積物は北東部の山地では起伏に富んだ基盤岩(主に宋区分中・古生層)の地形を“谷埋め"した分

布形態を示し，多くの地点で丹生川火砕流を覆うほか，山口谷川南方では茶屋野凝灰岩を覆う(第47図).
うわの にいはりうわの

一方高山盆地南東部では江名子磯層を覆い3 山口機層に覆われる(第54区1).北西部の上野町や新張上野

地区では松本磯層・桐山磯層・上野泥流堆積物・丹生川火砕流堆積物を覆う. また3 福地付近では3

黒雲母角閃石普通輝石紫蘇輝石デイサイト質の福地凝灰角磯岩(金子ほか， 1976)を覆っている.

厚さ

高山盆地南東部で 1-5m，上野町一帯で10m前後3 滝町・岩井町で80-100m，山間部の日影平山一帯



74

第54図江名子磯層(En)，上宝火砕流堆積物
(Km)及び‘山口磯層の関係を示す露頭
(高山市 ti工名子) ここでの Kmは水底の二
次堆積物で，ラミナが発達し，また En起源の
磯と諜層を取り込んでいる

では基盤地形に大きく左右されるが50-100m程度である.分布域の南限に当たる朝日村浅井北方では30

m前後である.分布域の東限にあたる福地付近で、は最大250mの厚さを持っている(金子ほか， 1976). 

時代

本岩中の黒雲母について K-Ar年代が測定されており， 0.65士0.25Maを示す(柴田・山田， 1977). 

また本岩中の本質レンズを主体とする部分に含まれるジルコンのフィッシヨントラック年代は0.92土

0.11 Maの値を示す(第11表).本岩の自然残留磁気は正帯磁であることが知られており(丹治ほか，

1977;斉藤ほか， 1984)，上記年代値の示す範囲では，ブリュンヌ正磁極期の初期もしくは松山逆磁極期

の Jaramilloeventに対比される可能性がある.

岩相

本火砕流堆積物は灰色"暗灰色を呈する黒雲母流紋岩溶結凝灰岩を主体としている.最下部数m-10数

mには非溶結部が認められ，その上位は数m角の柱状節理の発達する溶結部へと移行する.本図幅地域

内ではいずれの地点でも本堆積物中に冷却間隙を示すような証拠はなく枚のク}リングユニット

(SMITH， 1960)から構成されている.上部の非溶結部は浸食削剥のためか明瞭なものは確認されていな
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いが，溶結部上部は弱溶結になる傾向を示す.最下部の非溶結部はどの地域でもほとんど豚結しておら

ず，容易に掘削が可能である.溶結部は固結はしているものの多孔質で堅硬ではなく加工容易であるた

め，その特性を生かして石材として利用される.長らく地表に露出した部分では脆弱化し表層部は剥離

崩落を繰り返す性質がある.

高山盆地内の高山市山口町，丹生川村山口南方及び上野平一帯では，本堆積物は固結度の低い軽石凝

灰岩からなり，溶結部は認められない.山口町桜ヶ岡ではう本堆積物(厚さ約5m)の上部約2mの部分

に層理がよく発達している.江名子町上江名子では葉理が発達している(第54図).また3 一般に土壌化

が進行しており，石英・含水黒雲母混じりの黄褐色赤褐色土壌となる例が認められる.

本堆積物中の軽石は，非溶結部では灰白色3 未変形であり，溶結部では偏平化した本質レンズとして

灰色暗灰色のガラス質石基を有している.軽石の大きさ・色調・偏平度などは垂直方向に変化するの

が好露出地域で観察される(後述).

本堆積物中にはしばしば，径 1cm前後の変質体が含まれる(第57図参照).これは，ほぼ球状で，黄

褐色の殻16'を持ち， その内部は同色で固結度の低い火山灰で充填され， またしばしば空隙を含んでい

る.

石質岩片としては，新鮮な各種安山岩(黒雲母角関石安山岩，輝石安山岩など)のほか，砂岩・頁岩・

変質玄武岩・チヤ}トなど中・古生層起源の異質岩片が含まれる.岩片は一般に径 2cm以下の角磯が

多く，まれには径10cmを超えるものが見いだされる.金子ほか(1976)は，岩片のサイズが東方に向か

つて大きくなる傾向を示し， また上宝村福地付近で本堆積物に覆われる福地凝灰角磯岩(金子ほか，

1976)の岩片が含まれることなどから，本堆積物の噴出域を福地付近に推定した.福地付近以西の基盤岩

の構成からみて，外来岩片の種類もこの推定と矛盾しない.一方，斉藤ほか(1984)は本堆積物の噴出域

を焼岳付近と推定している.なお金子ほか(1976)は，上宝火砕流堆積物と丹生川火砕流堆積物を「高原

火山岩類」として一括し，その噴出域を福地もしくは焼岳付近に求めているが，丹生川火砕流堆積物が

乗鞍岳付近を給源としているのはほぼ確実で(前述)，上宝火砕流堆積物とは給源を異にしている.

垂直方向の岩相変化

高山市長高東方の生井川に面した採石場では本岩の好露出があり， 垂直方向の岩相変化が観察され

る.以下この露頭での観察結果と鏡下での特徴について記述する.

本地域では， 丹生川火砕流堆積物の起伏に富んだ、地形を埋めて本岩が堆積しており， 最下部5-6 m 

は非溶結部泊、らなる(第55図).これより上位30m は次第に柱状節理が明瞭となり，節理面がとぎれる

ことなく連続することから冷却間隙を挟まない lクーリングユニットであることを示している.本質レ

ンズのサイズ・組織・量に着目すると，溶結部は大きく 4帯(A-D)に区分できる.各帯tこは，石質岩片

がやや濃集することで示されるフローユニットの境界が幾っか認められる.

A帯は基底より上位25m付近までを占め， 平均 2-3cm， 最大5cm長径の偏平化した灰色一暗灰色の

本質レンズを多数含む. 本質レンズは，鏡下で圧密を受けた軽石の構造を示す透明淡褐色のガラス中

に，斜長石・石英・黒雲母の斑品を含んでいる.基質には，このほか，サニデ、イン・緑色角閃石・斜方

輝石及び不透明鉱物が含まれるが，輝石などは外来結晶片かもしれない.石質岩片は長径平均 1-3cm， 

16) 水簸試料は主としてモンモリロナイトからなる(粉末X線回折は高田康秀技官による).
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第55図

新鮮な安山岩類(黒雲母角閃石最大 17cmで頁岩・砂岩・チャートなど中・古生層に由来するものと，

これら岩片がわずかに濃集する部分が数mおきに出現し，安山岩・普通輝石紫蘇輝石安山岩)とがある.

フロ}ユニットの境界を示すものと思われるが，明瞭ではない.

B帯はA帯の上位約4mを占める部分で，最大30x8 cm，平均長径 5-6cmの暗灰色の大型本質レン

平均 lズの濃集層(厚さ50-100cm)を3枚挟んでいる.大型本質レンズ濃集層の聞は，最大長径4cm，

cmの小型本質レンズを含む部分からなり，より岩片に富んでいる 小型レンズ部→大型レンズ部を lセ

ットとして 3枚のフローユニットを示すものであろう.風化面では大型レンズ濃集局はその上下の部分

よりもへこんでおり，遠望すると明瞭な層状構造が認められる(第56図).大型本質レンズは小型のもの

これらの部分では暗灰色石基ガラスの色調と灰白色の基質の色調の差に比べやや偏平度が小さいため，

によりまだら状の外観を示す.大型・小型ともに斑品としては斜長石・石英・黒雲母・不透明鉱物を含

黄褐色のかんらん石を含むものが少量見いだされる

(第57図).このタイプの本質レンズはよく偏平化したレンズ状の形態を示し，石基部は暗灰色と緑灰色

この他本質レンズとしては縞状構造を示し，む.
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一灰色の色調を異にする部分が縞状を

なしている.暗灰色のガラスは多量に

含まれる通常の本質レンズと同じもの

であり，灰色部分と混合していること

を示す中間需が存在することもある.

この本質レンズには，斜長石・石英・

黒雲母・角閃石・単斜輝石・斜方輝石

.かんらん石・不透明鉱物が含まれて

u、る.

C帯は長径 2cm以下の小型本質レ

ンズを含み，頁岩・チャート・安山岩

の岩片(径 3cm以下)に富む.岩片に

富み本質レンズに乏しい下部から本質

レンズに富み岩片に乏しい上部へと移

り変わる 2枚のフローユニットからな

る.風化面ではB帯と同様な凹凸によ

る縞状構造を示す.

D帯は採石場最上部を占めるやや溶

結の程度の低い帯で，最下部のやや岩

片に富んだ部分(5-10cm)を境に C帯

第56図 上宝火砕流堆積物の柱状節理と層状構造 (生井採石場)
写真右上の層状構造の顕著な部分が第55図のB帯に対応する.上
下約 20m

第57図 上宝火砕流堆積物(流紋岩溶結凝灰岩)のユータキサイト構造 黒色ガラス質石基をも
つ黒雲母流紋岩質の本質レンズのほかに，灰色・縞状のレンズ(かんらん石を含む)が上端にみ
られる.中央上部の球状体は空隙を含む黄褐色火山灰.よスケールの長さ lcm
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Mg 

CaMg 
単斜輝石.・、

寸石

巾18 紫77石
かんらん石

↑ 

THIA 

CaFe 

黒雲母 Fe 

第581z1 上宝火砕流堆積物中の本質レンズ中の苦鉄質斑晶鉱物の Ca~Mg
Feモノレ比(黒丸)と本質レンズ(丁目ーlA，TH~Iß)のノルム輝右組成
(白丸)

と接し2 急激に大型本質レンズ(最大長径 40cm)を含む部分に移行している. 風化面ではB，C帯と

同様な凹凸による層状構造を示す.

C ・D帯共に本質レンズ中の斑品またはそれ以外結晶破片は，斜長石・石英・黒雲母を主体としてお

り，少量の不透明鉱物・角閃石・輝石・かんらん石を含む

全岩化学組成・モード組成

前述した採石場の B帯に含まれる大型暗灰色石基を有する本質レンズ(TH-IA)と，縞状構造を示し

かんらん石を含む本質レンズ(TH-IB)について，化学分析・モード分析を行った(第12表).両者はいず

れも， アルカリに富む流紋岩の化学組成を示すが， かんらん石を含む本質レンズはやや Si02 に乏し

く，また MgOjFeO比が高いという特徴を示す.

斑晶鉱物の化学組成

かんらん石を含む本質レンズ(THー1B)中の斑品について EPMAを用いて分析を行った.

斜長石は弱い累帯構造を示し， アンデシン (An品 32)組成を有している.黒雲母は鉄に富んだ種類

(mgニ 0.38)からなり，角閃石はフエロホルンブレンド(mg=O.46-0. 48)の組成を示す.単斜輝石は普通

輝石 (Ca44Mg40Feω と透輝石エンディオプサイド (Ca45Mg46Fe9)の3明らかに組成の異なる 2種類の

ものが存在する. 斜方輝石は Ca2Mg60Fe38前後に組成範囲が限定される. かんらん石は Mgに富んだ

F082刊の組成を示す.第58図に有色鉱物の Ca:Mg: Fe比を本試料のノルム輝石組成とともに示す.

このような組成の斑晶鉱物の組合せば明らかに平衡に存在し得ないものであり，本質レンズの縞状構

造などを考慮すると， 苦鉄質マグマ(斑晶.かんらん石+Mg質単斜輝石)と珪長質マグマ(斑品:アン

デシン十石英十黒雲母+角閃石+普通輝石斗紫蘇輝石)の混合が行われたと解釈される.

なお Fe-Ti酸化物としてはチタン鉄鉱と磁鉄鉱が微斑晶として含まれている.

黒雲母流紋岩本質レンズ(TH-IA，GSJ R26877)高山市数河東方採石場 B帯

斑品:斜長石・石英・黒雲母・磁鉄鉱・チタン鉄鉱 全斑晶量約40%.

石英(3mm以下)と斜長石(3mm以下)は融食形を示すほか， しばしば発泡時の減圧によ

って破砕・離散した構造を示す.黒雲母は多色性強く， 自形(2mm以下).ジノレコン・燐灰

石・褐れん石を少量含む.
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石基:石基のガラスは，透明淡褐色で軽石構造を残したマイクロユーダキシティヴケ構造を示す.

主た真珠状構造を示すことが多い.

角閃石紫蘇輝石 Ca質輝石かんらん石含有黒雲母流紋岩本質レンズ(TH-1B，GSJ R26877，図版咽-2)

上記試料と同一産地. B帯.

斑品:斜長石・石英・黒雲母・かんらん石・ Ca質輝石・紫蘇輝石・緑色角閃石・磁鉄鉱・千タン

鉄鉱.全斑晶量約30%

石英(1.5 mm以下)・斜長石(Imm以下)・かんらん右(Imm以下)はしばしば融食形を

示す.角閃石は多色性(z=緑色 Yニ緑褐色， x=淡黄色)を示し，一部は紫蘇輝石と集合

体を形成する.黒雲母は自形で多色性強く (z土 Y=i音褐色， x=淡黄色)，吸収大 Ca質輝

石は自形短柱状.

石基.淡褐色のガラスからなり，黒雲母の微斑晶が散在する.

咽. 15 山口磯層(Yg)

山口磯層(新称)は梶田・石原(1977)の「桜ヶ岡磯層jと同一であるが I矢林磯層」 と同様の理由に

よって表記のように改称する.

模式地は，高山市山口町桜ヶ岡八幡宮周辺である.高山市片野町，江名子町上江名子及び山口町一帯

に分布するが，江名子機層の分布範囲内に限られる.

本層は山口町付近では上宝火砕流堆積物を覆う(第54図)が3 上江名子や片野町付近では江名子磯層あ

るいは二畳系小八賀川層を覆っていることが多い.

本層の上面は削剥されているため，全層厚を求めることはできないが，観察される限りでは10m以下

である.江名子磯層同様，江名子断層に近づくに従って基底面高度が高くなっているが，その勾配は江

名子機層の場合よりは大きい.

本層は，江名子機層と似た層相を示す淘汰の悪い“クサリ磯"化した角磯層である.構成磯は中・古

生層起源のものがほとんどであるが，砂岩機の特に多いのと，基質が特色ある赤色風化をしていること

から，江名子磯層と容易に識別出来る.江名子磯層に比べ磯径は小さく，シルト層・砂層などの挟在は

少ないが，部分的にラミナ状の構造が認められる.

上述の特徴は，本層も江名子断層の活動の結果もたらされた崖錐性堆積物であることを示している

(梶田・石原， 1977). 

区. 乗鞍火山噴出物

IX. 1 概要

乗鞍火山噴出物については，神津(1911)の調査以後，志水(1952)，牛丸(1967)などの報告があるが，

公表された資料は非常に少ない.最近，中野(1984)は，乗鞍火山の山体を， ~tから，烏帽子火山体，鶴

ケ池火山体，権現池火山体の 3つに分け，それぞれが“古期成層火山"とその上の新期噴出物からなる
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ことを明らかにした.以下，本報告では中野(1984)の区分・命名に基づいて記述する.

本図幅地域には，乗鞍火山の西端部のみが分布する.そのうち，中野(1984)の“古期成層火山"に相

当するものは，烏帽子溶岩(烏I帽子火山体)と千町溶岩(権現池火山体)であり，また，新期噴出物に相当

するものは，平金溶岩(権現池火山体)と恵比須溶岩(鶴ケ池火山体)である.

これらのうち，千町溶岩と平金溶岩は主に普通輝石紫蘇輝石安山岩から，また，烏帽子・恵比須両溶

岩は黒雲母角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩からなる.

乗鞍火山は剣ケ峰(標高3，026m)を最高峰として南北に連なる3，000m級の山岳であるが，基盤岩の高

度は高く，稜線部では2，300-2，400m，千町ケ原付近でも約2，OOOmに達しており，噴出物そのものは比

較的薄い.山頂部付近の基盤岩はすべて美濃帯中・古生層であり，山体西縁部では濃飛流紋岩類や丹生

川火砕流堆積物が火山体の基盤をなしている.

一般に乗鞍火山噴出物は溶岩が大部分で，火砕物は非常に少ないといわれている.本図幅地域では朝

日;村九蔵川支流の小俣谷林道で厚さ約4mのスコリア層(粒径0.5-2cm)を認めた以外は，明らかな火砕

物は見いだされなかった.子ノ原高原の溶岩台地の表層部には，安山岩岩塊を主材とする岩屑堆積物が

分布する(後述). 

IX. 2 烏帽子溶岩17)(Ne) 

烏帽子溶岩類はヲ乗鞍火山北部の烏帽子岳(標高2，692m)付近から，本図幅地域北東隅の池之俣北方に

かけて分布する.神津(1911)の「烏帽子岳火山熔岩」のうち「外輪山をなす熔岩(E1)Jに相当する.乗

鞍火山のうち最も古期の活動によるものとされている(中野， 1984). 

本図幅地域内では，本溶岩は標高1，400-1，300mの基底面をもってジュラ系駄吉層の上に載っており，

厚さは150m程度である.本岩類は池之俣川によって深く下刻されており，溶岩の基底面と現河床面との

標高差は約250mに及ぶ.

本溶岩類は，灰色・紋密の石基中に大型の斜長石(長さ 5mm前後，最大約 1cm)，長柱状角閃石(長

さ5mm)及びこれらより小型の輝石・黒雲母などの斑晶を含む安山岩からなる. しばしば， 径 1-5Cm 

の灰白色の同源捕獲岩を含む.以下に，本溶岩の代表的標本について記載する.

みこし

黒雲母角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩:丹生川村久手御越谷，標高約1，500m地点〔乗鞍岳図幅地域〕

(N201， GSJ R26880) 

斑品:斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・角閃石(オパサイト化)・黒雲母(一部オパサイト化)・鉄鉱物

捕獲結晶:石英(融食形)

石基:斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱物及び隠微晶質メソスタシス

同源捕獲岩:斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱物・鱗珪石

17) 本溶岩類の記載は，主に中野俊技官より提供された試料による.
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IX. 3 千町溶岩(Ns)

千町溶岩は，乗鞍火山の南半部に広

く分布する“古期成層火山"の lつ

でう神津(1911)の「ーノ池火山第一熔

岩」に相当する.

本図幅地域では， 千町ヶ原子ノ原

高原一帯に広く分布して，緩やかな溶

岩台地を形成する.また，これらとは

分布は途切れているが3 丸黒山西方，

長倉本谷北方の稜線部にもこれと類似

した溶岩が分布する.

本溶岩は，美濃帯中・古生層，濃飛

流紋岩類，花岡斑岩3 丹生川火砕流堆

積物などを覆っており，その基底面高

度は，千町ヶ原付近で2，000-1，300m，

子ノ原高原で 1，650-1，150m， 丸黒山

東方で 1， 650-1， 300 mである.このう

ち，子ノ原高原では，本溶岩がかつて

の谷地形に沿って北東から南西に向か

って流下し，その後浸食によって地形

第59図 千町溶岩の表層部に発達する岩)育雄積物 (高根村子ノ原
高原別荘地) 説明は本文参照

の逆転を生じ現在のような溶岩台地を形成するに至ったことが，地質図・地質断面図(E-F-G)から読

みとれる.本溶岩の厚さは最大 250m程度と見積もられるが，上に述べた谷埋めの側壁部ではこれより

ずっと薄い.

本溶岩は主として， 灰色一暗灰色，紋密の石基中に短柱状斜長石(長さ 3-5 mm)及び紫蘇輝石・普通

輝石(長さ 2-5mm)を多量に含む安山岩溶岩からなる. しかし， 少量の酸化角閃石斑晶を含むもの(子

ノ原高原スキー場上部)や，黒雲母斑晶を含むもの(丸黒山西方)などもあり，本溶岩が岩相の若干異なる

数枚の溶岩から構成されている可能性が大きい.千町ヶ原の北東斜面で、は，本溶岩の下部が暗灰色の安

山岩(石基がガラス質)，上部が灰色の安山岩(石基が完品質)で，地形的特徴も合わせると，ここに少な

くとも 2枚の溶岩流が識別される.

本溶岩はしばしば径 1-5cm程度の向原捕獲岩を包有する.また，まれに砂岩・花向岩などの小岩片

を捕獲している.

子ノ原高原の別荘地一帯(標高1，400-1，500m)には3安山岩溶岩がほとんど露出せず，安山岩岩塊を主

材とする岩屑堆積物が表層部を占めている(第59図).この堆積物は， 3-5 m程度の厚さをもち，塊状・

無層理で，径数 cmから最大 2mに至る安山岩岩塊とこれを充填する黄褐色の凝灰質(?)基質とからな
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る.安山岩岩塊は，亜円磯ないし亜角磯で，岩相は千町溶岩に似ているが，風化によりクサレ磯になっ

ているものが多い.別荘地西方(1，514.3mの三角点より約500m西方の地点)では，本堆積物が溶岩の上

位にある(境界不明)が，両者の関係はよく分からない.本堆積物が，千町溶岩類に由来する原地性の堆

積物(例えば，ソリフラクシヨンによる)であるのか，泥流あるいは岩屑流によって運搬されたものかは

不明であり，地質図では便宜上千町溶岩の一部として表示した.

以下に，本溶岩の代表的標本について記載する.

普通輝石紫蘇輝石安山岩:高根村中洞北東，標高約 1，250mの河床，板状節理発達 (TY-169，GSJ R 

26881) 

斑晶:斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱物

石基.斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱及び珪長質メソスタシス

同源捕獲岩:斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱物・黒雲母(少量)・鱗珪石及び珪長質メソスタシ

ス

IX. 4 平金溶岩(Nh)

平金溶岩は，権現池火山体の新期噴出物の lつであり，沢之上谷川上流の岩井谷(乗鞍岳図幅地域)か

ら布引滝を経て平金鉱山北方にまで分布している.神津(1911)の「ーノ池火山第二熔岩」の一部に相当

する.

本図幅地域内では，本溶岩は千町溶岩及びその基盤の中・古生層を下亥iJして北流する沢之上谷川に沿

って分布し，溶岩地形が比較的よく保存されている.本溶岩の上面と千町溶岩の基底面との高度差は最

高200m位あり，両溶岩の活動の聞にかなり長い削剥時期が存在したと考えられる.木溶岩の厚さは50m-----rrfτ河野羽:免じ.曹いぜ-・・・・・・・・・・・・・・EよEI‘-コB1..if5玄欝..ヤペ遍ーい..  蛾ず園aJムr;LlI三ヌ当PQU、・ ~~、京いllÐ、-
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第60図 平金溶岩の自破砕構造 (丹生川村平金鉱山北方)
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程度である.本溶岩は一般に塊状溶岩からなる.平金鉱山北方の道路脇には，本溶岩の著しい破砕構造

を示す部分が見られる(第60図). 

本溶岩は， ~音灰色石基中 tこ短柱状斜長石斑品(長さ 3 -5 mm)及び輝石斑晶(長さ 2-3 mm)を多量に

含む安山岩からなり，まれに少量のかんらん石斑品を含む.以下に本溶岩の代表的標本について記載す

る.

かんらん石含有普通輝石紫蘇輝石安山岩;丹生川村平金鉱山(跡)北方約700m地点，塊状溶岩の角磯部

(TH-64， GSJ R26882) 

斑品.斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱物・かんらん石(少量，斜方輝石の反応縁をもっ)

石基.ガラス基流品質

IX. 5 恵比須溶岩1引Ni)

乗鞍火山の中央部を占める鶴ヶ池火山体の新期噴出物であり， 恵比須岳(標高2，83lm)から北西方に

流下して本図幅地域東端部(池之俣川支流，標高約l，200m)に達している.神津(1911)の「鶴ヶ池火山」

の「エンコ火山丘を成す熔岩」に相当する.

本図幅地域内ではその末端部のみが分布し，平金溶岩及びジュラ系駄吉層を覆っている.厚さは50m

以上と推定される.

本溶岩は3 暗灰色の石基中に柱状の斜長石(長さ 5mm-lcm)，長柱状角閃石(長さ 5mm前後)及びこ

れより小型の輝石・黒雲母の斑晶を含む黒雲母角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩からなり，少量のかんら

ん石斑晶を含むものもある. しばしば，灰色の同源捕獲岩を包有する.以下に，本溶岩の代表的標本に

ついて記載する.

黒雲母角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩.丹生川村沢之上谷川布引i竜東方， 山腹からの転石(N21O，

GSJ R26883) 

斑晶:;斜長石，紫蘇輝石，普通輝石，酸化角閃石 (z=赤褐色，一部オパサイト化)，黒雲母 (Y~

z=暗灰色一黒色)，鉄鉱物
石基:微粒の斜長石・輝石・鉄鉱物及びガラス質メソスタシス

X. 段丘・崖錐及び崩積堆積物

X. 1 段丘堆積物(tb t.) 

ここでは，主要な河川沿いに発達する更新世中・後期の河岸段Eについて記載する.高山盆地内や久

々野付近の丘陵の頂面はかなり平坦で，上宝火砕流堆積物や前・中期更新統の堆積面の一部が残されて

いると恩われるが，これらは段丘としては取り扱わない.

18) 本溶岩の記載は，主に中野俊技官より提供された試料による.
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段丘の発達は，位山分水嶺の南北で大きな相違がある.分水嶺の北側，宮川とその支流では，谷底平

野の発達は良好であるが，河岸段丘はほとんど認められない わずかに本図幅地域北端の小八賀川の支

流域に発達するだけである.これに対し，南側の飛騨川流域では，明瞭に河岸段丘が認められる.

飛騨川などでは少なくとも 4段以上の河岸段丘が識別できる. しかし，編年や図樋地域全体を通して

の対比に問題があるので，本報告ではこれらを高位段丘(t，)と低位段丘群(t2)に2分して記載する.

高位段丘(t，):飛騨川北岸に小規模に分布し，少なくとも 2面に区分される このうち，高位の段丘

は朝日村桑野付近に認められる(桑野段丘)，.).現河床との比高は60-70mで，堆積面はやや開析され凹凸

がある.

段丘堆積物は3 中・古生層、濃飛流紋岩類，丹生川火砕流堆積物， 安山岩類などに由来する巨大磯

層で構成される.この礁の構成種は飛騨川水系の他の段丘堆積物についても同様である.丹生川火砕流

堆積物に由来する磯はほとんど風化している.

桑野段丘では磯層を覆う厚さ50cm以上の軽石層が2枚認められる.下位の軽石層は最大層厚1.2m， 

黄褐色で粗粒の軽石を含む.鉱物組成は黒雲母・角閃石が多く，紫蘇輝石の割合が高い.成層した軽石

質の砂を挟んで上位に厚さ50cmのオレンジ色の風化軽石層がある.その鉱物組成は黒雲母と角閃石に

富み紫蘇輝石の量は極めて少ない.このような2枚の軽石層の特徴は細越火山灰層と高山火山灰層とに

それぞれ良く似ている.細越火山灰層は黒雲母の量が少ないので下位の軽石層との対比には問題が残る

が，少なくとも上位の軽石層は高山火山灰層とみてよかろう. したがって桑野段丘の形成期は高山火山
ひろんど

灰以前にさかのぼり，北隣の船津図幅地域内の広殿段丘(梶田・石原， 1977)に対比されよう.

朝日村立岩20)及び久々野町小屋名には桑野段丘より l段低い段丘が存在する.現河床との比高は50-

60mである.

低位段丘(t2) :現河床との比高20m以下で、広く発達する段丘群である.高位段丘とは比高30-50mの段

丘崖で接するので，両者の区別は容易である.

段丘堆積物は高位段丘と同様の構成種で，巨磯が優勢である.厚さは場所により異なるが10m以下の

ことが多い.

段E面の比高や開析度から低位段E群は町方段丘(梶田・石原， 1977)以下の段丘群に対比されよう.

町方段丘を覆う町方ローム中には DKP(大山倉吉軽石)や AT(姶良・ Tn火山灰)が含まれ(下畑， 1983)，

町方段丘は南関東の立川段丘群に対比されよう. したがって低位段丘は立川段丘及び完新世の段丘から

構成される.

低位段丘は2段の段丘で構成される.上位の段丘は北端の町方付近と朝日村甲より下流の飛騨川沿い

に広く発達し，下位の段丘は甲より上流に広く発達する.下位の段丘は小屋名付近で沖積面下に埋没す

る.

X. 2 崖錐及び崩積堆積物(tI) 

崖錐は飛騨川沿いの急斜面を刻む小規模な支谷の出口に発達し，段丘面の上などに急傾斜の小扇状地

19)， 20) 地質図では本段丘を省略し，丹生川火砕流堆積物の分布を表示した.
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第61図 船山北東麓の崩積堆積物からなる緩斜面 (久々野町久須母付近から撮影) 山頂部は西隣の三
日町図幅地域

状の地形を形成している.

崩積堆積物は崖錐に比べ規模が大きく，濃飛流紋岩類分布地域の標高800m以上の山地で，その斜面や

浅い谷底に広い緩斜面を形成している.久々野南方の船山北東斜面(第61図)や万石南方の黒手山付近に

は特に広い崩積堆積物の緩斜面が形成されている.構成物は径 1m以上の巨大な角磯を含む不淘汰な物

質で，粘土を基質とするところが多い.

崩積堆積物は風化によって山地斜面で形成された岩塊が， 何らかの原因で下方へ移動したものであ

る.ヌド図幅地域内の崩積堆積物は，沖積地と接する部分では段丘化している.このような分布の特徴は

崩積堆積物の形成と移動が過去の気候条件の影響を強く受けていることを示している.恐らく，最終氷

期に風化作用で形成された濃飛流紋岩類の角磯が，ソリフラグションで移動して形成されたものであろ

フ.

XI. 沖積層

沖積低地は位山分水嶺を境に発達様式に差が認められる.北側は高山盆地内に宮)11の沖積地が広がる

のをはじめ，これに合流する支流の谷底でも良く発達している.一方，分水嶺の南側は久々野付近の飛

騨川沿いにやや広く発達する他は，無数河川沿いと秋神川の上流にわずかに認められるだけである.全

体として，沖積地はほとんど発達しない.

高山盆地内の観察では，沖積層は厚さ 4m以上，円磨された巨磯層からなり，最上部の0.5-1 mの部

分には砂層が認められる.
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X1I.活構造

立 l 活構造概説

中部地方のフォッサマグナ以西における活構造の特徴は，東西方向の水平圧縮応力場の下においてヲ

北西一南東走向及び北東一南西走向の共役な2系統の活断層が存在することである.断層運動はいずれも

横ずれ変位が卓越し，北西南東走向の断層は左横ずれ断層で阿寺断層がその代表であり，北東南西走

向の断層は跡津川|断層に代表される右横ずれ断層である.

これらの活断層は山岳地域に存在するため， 直線状の谷を連ねたリニアメントや3 尾根・谷筋の屈

曲，断層鞍部等の明瞭な断層地形を発達させており，空中写真判読から断層を指摘するのは難しいこと

ではない. しかし，これらについて断層の運動史や活動度ョ周辺地域の地形発達との関係が知られてい

る例は極めて少ない.これは，山岳地域では活断層の運動を知る手掛りとなる第四紀層の分布が，ごく

一部の地域に限られているからである.

ところで，本図幅内及び、その周辺地域には，北東南西走向の多数の活断層が推定されている(活断層

研究会， 1980). これらは主に写真判読から認められたものであれ今までに地質学的検討はほとんど行

われていなかった.しかし，本図幅調査を含めた最近の研究の進展により，高山盆地とその周辺の第四

紀層の層序と分布が明らかになり，第四紀学的に活断層を詳しく検討できるようになった.

第62図 高山図幅地域の活断層及び接峰面図 灰色部は鮮新統及び更新統の分布(低位段丘堆積物を除く)
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この結果、高山凶幅内には5本の活断層の存在が確認された(第62図).活断層はいずれも北東南西

走向を示し，谷の屈曲地形などから右横ずれ変{立が認められる.また，多くが顕著な垂直変位成分を持

ち，この運動の累積が地形発達に大きな影響を与えているものもある

う週. 2 活構造各説

江名子断層(梶田・石原， 1977) 

高山盆地の南東縁を限る活断層で，右横ずれ変位とともに顕著な垂直変位成分を示L，同盆地の形成
おっぱら

に深く関与している.この断層の南西への延長は三日町図幅の大原断層(河田， 1982中の山崎・衣笠の

記述)へ続き，全体としての総延長が 45kmに達する中部地方で有数の活断層である.

本図1隔地域内では，この断層は高山市東部の滝町付近から，図幅東端の飛騨一之官まで約13kmにわ

たって認められる.平均的な走向は北東南西であるが東方へ向かうにつれ東へふれ，東端部では東西

走向となる.

この断層は幅広い破砕帯を伴い，これに沿って谷・尾根の屈曲などの横ずれ変位地形と，断層崖，尾

根の高度不連続などの垂直変位地形，更には盆地周辺に分布する鮮新統・更新統の垂直変位が認められ

る.また，主断層から盆地内へ数本の派生断層が分岐している.

江名子断層の破砕帯は盆地の南東縁沿いで中・古生層中に明瞭に認められる.断層は数本の幅広い破

砕帯で構成されている.最大の破砕帯は幅150mに達する(鹿野， 1979). 

右横ずれ変位地形は断層沿いの全域に認められるが，盆地の南東縁で特に顕著である.そこでは，位

山分水嶺から北へ流れて盆地に注ぐ中小の河川が，断層と交差する部分で明瞭な右屈曲を示す.山口谷

川・江名子川など比較的広い流域面積を持つ河川は特に大きな屈曲変位を示し， その変位量は最大500

mfこ達する.流域の広い河川程，すなわち3 地史的に古い河川程大きな変位量を示している. これは最

近の地質時代における断層の右横ずれ運動が累積的に進行していることを示唆している.

垂直変位を示す断層地形としては，高山盆地南縁の比高300m，北西向きの断層崖が顕著である.この

崖は開析がやや進み，三角末端面などは不明瞭であるが，崖の麓tこ直線的な山麓線を持ち，これに沿っ

ては，前述の横ずれ地形の他に断層鞍部，断層凹地，湧出湿地などの小規模な断層地形が多数認められ

る.

垂直変位の向きは変化が激しく，本図幅地域内の短区間においても変位の向きに逆転が認められる.

すなわち，高山盆地南縁の断層崖は北東へ向かうにつれ比高を減じ，大八賀川の東側では断層の北側地

域の高度が高まって南向きの崖が現われる.

江名子断層によって盆地の周辺に分布する鮮新統・更新統も大きな変位を受けている.高山盆地南部

の江名子断層に沿う地域には2 濃飛流紋岩類を覆って下位より，鮮新統の松原磯層・丹生川火砕流堆積

物，更新統の江名子磯層・上宝火砕流堆積物・山口磯層などが分布する.分布高度は600-700mで、ある

一方，断層崖上の高度1，000m付近には，中・古生界を覆って，鮮新統の松原磯層・大j同層・丹生川火砕

流堆積物及び更新統の久々野凝灰角磯岩層などが認められる.これらは約200 の傾斜で南へ傾いてお

り，飛騨川へ近づく程高度が低下する.
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第63園 江名子断層(分岐断層〕による江名子磯層の変形 (高山市江名子町上江名子) 写真の左から右へわずかに下る原傾斜を持ぅて堆積していた江名子様層・山口様層が，江名子断層
の分岐断層の南とがりの断層運動で，読曲・逆傾斜したものである.断層は丹生川火砕流堆積物の右端部付近の地下に推定されている.露頭右端の江名子磯層は特に大き く変形し，一部

には地層の逆転も認められる.露頭スケッチは鹿野(1983)による
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松原磯層は大円礁が主体で，堆積当時飛騨川が現在の位山分水嶺を越えて北流していたことが推定さ

れる.

鮮新統は断層を挟んで、 300m以上の高度差を示すが， これは鮮新統堆積後の断層の垂直変位量にあた

る.

盆地内に分布する江名子磯層と山口機層は，層理はあるものの中・古生界由来の小角礁に富み，崖錐

堆積物的な層相を示す.これは，両層の堆積期に断層崖が成長し，隆起側より多量の角磯が供給された

ことを示している.

これから，江名子断層の本格的な活動が始まり，分水嶺が隆起して断層崖が形成され，水系に大変化

が起きたのは丹生川火砕流の堆積後，恐らく更新世になってからと推定される.

断層の南東側は降起し，断層崖が形成されたがヲこれによってできた位山分水嶺は南へ傾動しながら

隆起していたと考えられる.それは，分水嶺上の堆積物が南へ傾斜していることと，隆起地塊の南半部

には見座礁層・久々野凝灰角磯岩層など高山盆地側へ連続しない飛騨川系の地層が存在し，その堆積時

には既に高山盆地との聞に高まりが生じていたと考えられることなどから推定される.

以上のように，江名子断層は鮮新世末から更新世初頭以後活発な断層運動を繰り返し，その累積変位

量は右横ずれ500m，垂直変位300m以上に達している.現在までの運動速度が一定であったと仮定する

と，その運動速度は約 0.3m/103年と推定され B級活断層と評価される.

なお，盆地南縁部では江名子断層から分岐して，これと平行に走る数本の断層が存在する.上江名子

では，このうちの l本が更新世の磯層を南東側隆起で撲曲変位させているのが観察された(第63図;鹿

野， 1983).鹿野(1983)はこの断層を江名子断層から独立させ，三日町図幅内の源氏岳断層の東方延長部

と考えた.しかし，位置的には延長上にあるものの，源氏岳断層が右横ずれ断層であるのに，この断層

は横ずれ変位が認められなかった.そのため，上江名子の断層を源氏岳断層の延長とするには証拠が不

足していると考え，本論では江名子断層からの派生断層として取り扱った.

宮峠断層(活断層研究会， 1980) 

隆起地塊である位山分水嶺の南東縁を限る断層で，明瞭な断層地形と更新統の変位から活断層と認め

られる. 美女峠から飛騨一之宮盆地の南縁まで， 東北東・西南西走向に延長 8kmにわたって連続す

る.右横ずれ変位と北西側隆起の垂直変位が卓越し，総変位量は右横ずれ350m，垂直変位は150-200m

と推定される.

位山分水嶺の南東縁は比高 100-150mの直線崖で、限られ飛騨川沿いの低地と接している. これは宮峠

断層の北西仰l降起の垂直変位運動で形成された断層崖である. これに沿っては， 河川・尾根の屈曲地

形，断層鞍部，湧出湿地などが断層の全域にわたって認められる.中・古生界と鮮新統及び更新統の接

する断層露頭も，河川屈曲部の谷壁などで多数認められる.

宮l峠断層は江名子断層と同様に，派生断層が主断層から分岐している.分岐断層も北西側隆起の変位

センスを示すので，山梨付近や美女峠付近には階段状の断層崖が形成されている.

谷・尾根の屈曲は美女峠から宮峠東方上組付近までの区間で，断層と交差するすべての谷・尾根に認

められる.変位の向きは右横ずれで，変位量は谷毎に異なるが最大350mに達する.また，尾根の屈曲部
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には断層凹地が形成されていることが多い.

宮山E断層の両側には同時期の地層が分布しており，断層の垂直変位を受けて高度が大きく食い違って

いる.すなわち，断層の北西側にある位山分水嶺上にはョ中・古生界を基盤として鮮新統の松原磯層・

大i同層・丹生川火砕流堆積物，更新統の久々野凝灰角磯岩層などが載っている. これらは南へ約200の

傾斜で下っている.一方，断層の南西側では朝日村牧戸付近から久々野町山梨付近まで， 海抜780-840

mの丘陵に丹生川火砕流堆積物・見座礁層・久々野凝灰角磯岩層・山梨磯層などが分布している.断層

を挟んでの同一層の食い違い3 すなわち垂直変位量は150-200mに達する.

イ立山分水嶺上には久々野凝灰角磯岩層の分布が認められるので，同断層の活動が活発化して断層崖が

形成され始めたのは久々里子凝灰角磯岩層の堆積後である. しかし，同層の下位の見隆磯層の堆積時には

既に江名子断層の断層崖は形成されていたので，宮峠断層は江名子断層とともに位山分水嶺の隆起に大

いに関与した断層であるが，活動開始の時期は同一ではなく，宮峠断層が遅れて活動を開始している.

むす

無数河断層(活断層研究会， 1980) 

朝日村甲谷上流から久々野駅付近を経て三日町図幅地域内の無数河川上流まで， 北東南西方向に延

びる長さ18kmの活断層である.横ずれ変位は不明瞭で，南東側隆起の垂直変位成分を持つ.

垂直変位を示す断層地形は三日町図幅地域内では顕著に認められるが，東方に向かうにつれ不明瞭と

なり，本図幅地域では東端部の久々野付近に認められるのみである.

久々里子南西の中組付近には，船山北東麓の崩積斜面が発達し，スキー場などに利用されているが，こ

れを斜めに横切って北西向きで北東一南西方向に延びる比高20mの崖が認められる. 崖の両側での地形

面対比は厳密には行えないが，北へ傾き下る面であることを考慮すると，この崖の成因を河蝕に求める

ことは困難で，その位置からみても崩積面が無数河断層で変位したために生じた断層崖と考えられる.

久々野駅付近では，市街地の南端に位置する牛臥山の北縁に断層の通過が予想される.牛臥山は濃飛

流紋岩類で構成されているにもかかわらず，その山頂は畑地として利用されている程の平坦地である.

現在，山頂部には河成礁などは認められないが，その平坦面の広さなどを考えると古い河成面であるこ

とは確実である.牛臥山より北側に存在する平坦面の高度は，いずれも牛臥山より明らかに低く，牛臥

山の北縁の鞍部が前述の中組付近の断層崖の北東延一長に当たることを併せて考えると，この高度差は断

層の南東側が隆起した結果と考えられる.

飛騨川以東では断層地形は不明瞭になる.数箇所に断層鞍部が認められるが，横ずれ変位を示す河川

の屈曲地形は認められない.

〈ちろ Eう

口有道断層(活断層研究会， 1980) 

本図幅地域の南西部，口有道谷の最上流部に存在する活断層で3 濃飛流紋岩類の分布域を貫き，延長

4km，北東南西走向を示す.

この断層に沿っては顕著な谷・尾根の屈曲と断層鞍部が存在することが特徴である.屈曲した河谷は

黒手山南方の口有道谷の北西側斜面に認められる.ここでは黒手山から口有道谷へ流入する 3本の支谷

が存在するが，いずれも断層運動による明瞭な右屈曲を示す.変位量 100-150mである. 垂直変位成分



91

第64図 猪之鼻断層による直線状の断層谷 (高根・朝日村境の鳥屋1峠から北東方，乗鞍岳方面を挑む)

は不明瞭であるが， 断層通過地には鞍部が形成され， 全体として明瞭なリニアメントが形成されてい

る.

猪之鼻断層(活断層研究会， 1980) 

本図幅地域東端の塩沢付近より秋神川上流の宮之前付近まで，北東南西方向に約 10kmにわたって

延びる右横ずれ活断層である.垂直変位成分も顕著で断層の北西側が隆起している.

この断層は中・古生界や濃飛流紋岩類を大きく変位させており，長い活動史を持つ断層である.幅広

い破砕帯が形成されており，そのため本断層に沿っては幾つもの直線状の谷(断層谷)が連続し，明瞭な

リニアメントが形成されている(第64図).断層谷に沿っては累積性を持つ多数の断層変位地形や第四系

などの変位が観察され，これから本断層は第四紀に変位を繰り返してきた活断層と認められる.

断層変位地形の中で特に顕著なものは，河川の系統的な屈曲地形である.本断層と交叉する塩沢谷，

飛騨川，猪之鼻川などの比較的大きな谷は，断層を横切る部分で、いずれも顕著な右屈曲を示す.これは

右横ずれ変位の累積で形成された地形である.変位量はそれぞれ， 300m，500m， 500-700mに達し，東

方の河谷ほど変位量が小さい.小規模河川が断層と交差する例は少ないが，猪之鼻で、は段丘を刻む小さ

な沢が断層を横切っており， そこでは約20mの右横ずれが認められる. 段丘の形成は後期更新世であ

り，一方，飛騨川などの大きな河川は必従河川であり古い歴史性を有する.古い河川ほど変位量が大き

く変位の累積性が認められる.

その他，池ヶ洞で、は谷中分水界があり，また，飛騨川・猪之鼻川間の尾根や宮ノ前東方の尾根には断

層鞍部が認められる.更に断層に沿っては塩沢，池ヶI同，中之宿，猪之鼻などの平坦地が並び小集落が

発達している.断層はどこでも平坦地の北西縁を通過しており，そこには南東向きの急崖が形成されて

いる.平坦地は断層角盆地なのである.この断層と平坦地の配列から，最近の断層活動は右横ずれ成分
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とともに北西側隆起成分を持つことが分かる.

本断層の垂直変位は鮮新世の丹生川火砕流堆積物の分布高度から推定される.池ヶj同付近では同火砕

流堆積物が断層を挟んで、小規模に分布している.断層の北西側では堆積物の基底高度が 1，150m以上を

示すのに対し，南東側は1，100m以下で，50m以上aの高度差が認められる.これは断層の北西側隆起運動

の累積の結果と考えられる.

またョ飛騨川l沿いの中之宿では，低位段丘の河蝕崖に猪之鼻断層の幅15-20mの破砕帯が認められる.

破砕帯の西側の端，幅約3mの部分は特に破砕が進み粘土化している.段丘磯層がこの破砕帯を覆って

いるが，断層を挟んでその基底高度に約3mの食い違いが認められ，断層の北西側が高まっている.

段丘面上には基底の不連続に対応する段差は認められない.段丘面上は凹凸に富みかっ区磯が点在し

ている.これは北西の支流からの土石流堆積物が段丘面上を覆っているためである.

以上から猪之鼻断層は，様々な断層基準に累積変位を与えており，第四紀に活動を繰り返している活

断層で‘あることがわかる.

なお，池ヶj岡部落の裏ほか数箇所では， 本断層による断層粘土帯から炭酸ガスが噴き出している

(SUGISAKI et al.， 1980). 

XlII.応用地質

xm. 1概要

岐阜県を中心に広く分布し本図I隔地域でも南半分を占める濃飛流紋岩類及びこれと類似した珪長質火

山岩類である笠ヶ岳流紋岩，大雨見山火山岩類等には，第65図に見られるように，極めて多くの鉱床が

伴われる.これらは，流紋岩中に膝胎する鉱脈鉱床や，周辺の中・古生層中の鉱脈又は，石灰岩を交代

した接触交代(スカルン)鉱床を形成している.これらの鉱床の多くはョ濃飛流紋岩類等の珪長質火山岩

の火成活動と何らかの関連を有していると考えることができるが，北方の白川花開岩，蒲田川流域の花

崩岩，南方の苗木花開岩等の貫入とその鉱化作用もまた無視することはできない.白川花崩岩は，平瀬

鉱山に代表されるモリブデン鉱床や，大湧・大平等の金鉱床を，苗木花闘岩は恵比寿・遠ヶ根等の錫・

タングステン鉱床の生成に関与したと考えられている.

濃飛流紋岩類等の流紋岩{本中又は周辺の中・古生層中に目安胎し，花尚岩類との直接の関係を持たない

鉱床は，次のように分類することができる.

1) 流紋岩体中に脹胎する鉱脈鉱床で，黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱等を主要な鉱石鉱物とす

るもの.特に閃亜鉛鉱・方鉛鉱が卓越する場合が多く，方鉛鉱に富む鉱床はしばしば銀品位が高く，古

くは銀鉱床として稼行されたものがある.

例;笠ヶ岳鉱山・小俣鉱山・畑佐鉱山・黒川鉱山等.

2) 流紋岩体中に月五胎する鉱脈鉱床で，玉髄質石英に蛍石を伴うもの.蛍石鉱床として稼行された.

例:猪之鼻鉱山・渚鉱山・名丸鉱山等.

3) 流紋岩体周辺の中・古生層中の鉱脈鉱床で，黄銅鉱・黄鉄鉱・磁硫鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱等を
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第65図 濃飛流紋岩類分布域を中心とした鉱脈鉱床及び接触交代鉱床の分布(地質図は山田ほか， 1973を簡略化し
て使用) 四角の枠は高山図幅の範闘を示す.0金・銀，口銅，.鉛・亜鉛(鈎)，・鉄，ム錫・クングステン・
モリプテン，マアンチモン，A.蛍石

主要鉱石鉱物とするもの.閃亜鉛鉱・方鉛鉱が卓越する鉱床が多い.

例:栃尾鉱山・平湯鉱山・大倉鉱山・寒ノ:水鉱山等.

黄銅鉱・黄鉄鉱を主とするもの.例:滝鉱山.

エッケルを含む磁硫鉄鉱脈をなすもの.例.宗貞鉱山.

金銀石英脈をなすもの.例:森部鉱山.

4) 流紋岩体周辺の中・古生層中の鉱脈鉱床で，玉髄質石英に蛍石をともなうもの.

例・平岩鉱山・登尾鉱山等.

5) 中・古生層中の石灰岩を交代した接触交代鉱床で，閃亜鉛鉱・方鉛鉱を主とするもの.黄銅鉱・

磁硫鉄鉱・磁鉄鉱を伴う場合もある.灰鉄輝石・ざくろ石等のスカルン鉱物を脈石としてともなう.

例:平金鉱山・高根鉱山・益田鉱山・奈良井鉱山等.

以上述べた鉱床の特徴をまとめるとほぼ下記の 2点に集約することができる.

1. 鉱石鉱物が閃亜鉛鉱・方鉛鉱を主とする鉱床が卓越している.すなわち，鉛・亜鉛の鉱化作用が

顕著である.

2. 蛍石一玉髄質石英脈の発達が著しい. また， 前述の鉛・亜鉛鉱床の脈石としてもしばしば蛍石が
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伴われる.

本悶幅地域に分布する鉱床が，中・古生層の層状マンガン鉱床を別にすれば，ほとんど例外なくがi述

の特徴を有する事実はう特に他の地域にみられるような花岡岩質の貫入岩が見られず，濃飛流紋主}類及

びこれから派生する岩脈類のみがこの地域に分布していることとよい対応を示している.

本図幅地域には濃飛流紋岩類及びその周辺の中・古生層を母岩として多数の金属鉱床が分布する.北

東部の平金鉱山及び南部の大倉鉱山を除くと，その規模は小さく 3 開発が古いものでは江戸末期から明

治中期にかけて行われたものもあり，今日その鉱床の全貌を知ることはほとんど不可能となっている.

また，林道の開通やダムの建設等によって埋没した鉱床も少なくない.鉱床の位置を確認し，ズリ・旧

坑内・露頭等から収集された鉱石・母岩等から鉱床についての情報を得ることができたものについて簡

単な記載を行う. 以下の記載に当たって， 地質調査所(1951，1956)， 岩船・佐久間(1952)， 東郷ほか

(1952) ，寺津・坂井(1957)及び日本鉱業協会(1965)を参考にした.

木地域に分布する金属鉱床は，銅・鉛・亜鉛の鉱脈鉱床及び接触交代鉱床のほかに，小規模で、はある

が中・古生層中の層状マンガン鉱床が稼行されていた.

非金属鉱床としては，玉髄質石英脈に伴う蛍石鉱床があり，また，中・古生層中のチャートを珪石と

して稼行したり，石灰岩を小規模に採掘した例が知られている.そのほか，鮮新統大j同層中の軽石質火

山灰層が，磨き砂として稼行されたことがある.石材としては，丹生川火砕流堆積物及び、上宝火砕流堆

積物が採掘され，石垣・階段等に利用されている.また，砕石として，濃飛流紋岩類(溶結凝灰岩)，花

儲閃緑斑岩などが数箇所で採掘されている.

XlII. 2 銅・鉛・亜鉛

接触交代鉱床(スカルン鉱床)である北東部の平金鉱山を除くと，すべて裂線充填鉱床で，幅数 cmか

ら数10cmの細脈からなり，鉱石の部分は連続性に乏しく小規模なものが多い.脈石は石英を主とし，

少量の方解石・蛍石を伴うが3 一般に脈石の発達に乏しく，閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱等が徽

密に集合した塊状鉱としてレンズ状をなしたり，細脈をなす.空間fに乏しく，したがって鉱石鉱物の自

形結晶は見られない.鉱脈を応胎する裂線系の走向は，この地域の主要な断層の一般的走向であるNE-

sw方向にほぼ一致するものが多い.

平金鉱山 丹生川村岩井谷，金山沢

明治26年発見以来昭和36年までに，銅量にして推定約9，600tを生産した.鉱床は，駄吉層のスランプ

磯岩中の石灰岩や石灰質頁岩を交代したスカルン鉱床である.鉱床は本坑鉱床及び北海道坑鉱床からな

り，一般走向 E-W，傾斜 500Sの頁岩中にレンズ状3 層状をなす.主要鉱石鉱物は黄銅鉱・磁硫鉄鉱・

閃亜鉛鉱・方鉛鉱・硫枇鉄鉱で， 脈石として灰鉄輝石・ざくろ石・緑れん石等のスカルン鉱物や，石

英・蛍石を伴う.

本坑鉱床の千枚坑の一部に微細な灰重石を含む磁硫鉄鉱鉱体が存在したが，稼行の対象にはならなか

った.

また，本坑鉱床の二坑の蛍石一石英脈が戦後稼行されたが，粗鉱を約40t出鉱しただけであった.
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滝鉱山高山市滝田T

小八賀川層の凝灰岩・凝灰質頁岩中の裂縛充填鉱床で N800W，850Sの走向・傾斜をもっ.坑口上

方に鉱石の露頭が見られ，幅 30cm，延長6mのレンズ状鉱体である.脈石は石英で，鉱石鉱物として

黄銅鉱・黄鉄鉱及びごく少量の閃亜鉛鉱を伴う.

青屡鉱山 朝日村長倉本谷

大西層の砂岩・頁岩中に貫入した石英斑岩脈に沿った鉱脈鉱床で N400E，800W の走向・傾斜を持

つ.脈右の石英は極めて乏しく，黄鉄鉱・磁硫鉄鉱・閃亜鉛鉱を主とする紋密・塊状の鉱石からなる.

少量の黄銅鉱・方鉛鉱を伴う.坑口等は崩落し，鉱山跡の石垣及び少量の貯鉱を残すのみである.

なお，青屋鉱山手前約500mの地点には黒色チャート中に幅数m にわたって黄鉄鉱の著しく鉱染した

破砕帯が発達している.ここでは試掘をしたとみられる小規模な掘跡が残っている.鉱石鉱物は黄鉄鉱

以外には何も認められない.

二文鉱山朝日村二又

九蔵川溶結凝灰岩層中の鉱脈鉱床であるが，二又川左岸の!日坑は崩落水没し詳細は不明.付近のズリ

中には溶結凝灰岩中の幅5-10 mmの黄銅鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛鉱からなる細脈が確認された.鉱床付近

では溶結凝灰岩中に黄鉄鉱を含むセリサイト化した破砕帯が見られる.

立岩鉱山 朝日村桑野，桑野谷

大西層の頁岩中の N600Eの裂線に沿った鉱染状鉱床である.閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱を

主とする鉱石からなる.沢の右岸に坑口を残し，杉林中にズリが見られる.

九蔵鉱山朝日村九蔵

九蔵川溶結凝灰岩層中の裂線に沿った方鉛鉱・閃亜鉛鉱・磁硫鉄鉱・黄鉄鉱を主とする鉱石からな

る.セリサイト化が著しい.試掘露頭が見られる.付近の溶結凝灰岩中に閃亜鉛鉱のみからなる細脈が

発達する.

小俣鉱山 朝日村小俣谷

九蔵川溶結凝灰岩中の N500W の裂縛に沿って坑道が見られるが鉱石は確認できない.貯鉱場跡には

多量の閃亜鉛鉱を主とする鉱石が見られ，黄銅鉱・方鉛鉱・黄鉄鉱を伴う.脈石は石英及び淡緑色蛍石

からなる.

徳河鉱山高根村徳河谷

九蔵川溶結凝灰岩層中の東西系裂鯵に沿った黄銅鉱・関亜鉛鉱・方鉛鉱からなる鉱脈で，幅 1cm長

さ6mの粘土脈である.鉱山の位置及び鉱石については不明.

徳河口鉱山 高根村中洞

九蔵川溶結凝灰岩層中の N650Eの裂鯵を充填する鉱床で2 黄鉄鉱・黄銅鉱・方鉛鉱を主とする方解

石一石英脈である.朝日貯水池に水没.詳細は不明.

塩沢鉱山 高根村塩沢谷

大西層の砂岩中の N550E，400Nの裂縛充填鉱床で，方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱を主とする.林道開

通によって埋没し詳細不明.江戸末期鉛山として稼行された.

棚洞鉱山朝日村棚洞沢
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九蔵川溶結凝灰岩層中に鉛・亜鉛を稼行した鉱床があるとの情報を得たが，確認には至らなかった.

秋神鉱山 朝日村宮之前

花筒閃緑斑岩中の N700-800Eの裂縛に生成した方解石・石英を脈石とする鉱脈鉱床で，黄銅鉱・閃

亜鉛鉱を主とし，方鉛鉱・黄鉄鉱を伴う.鉱石を伴う細脈が幅数mの破砕帯中に見られ，セリサイト化

が著しい.秋神川右岸河岸に坑口を残すが，崩落している.

猪之鼻栄鉱山 高根村猪之鼻，東俣沢

船山溶結凝灰岩層中の東西系の裂線を充填する方鉛鉱・閃亜鉛鉱を主とする鉱床. Pb 7.5%， Zn 

28.5%， Ag 48 g/t.坑口崩壊のため詳細は不明である.

不動鉱山高根村上村岡

大西層の頁岩中の鉛・亜鉛鉱脈鉱床であるが，高根第二ダムに水没.詳細は不明である.

大倉鉱山 高根村下之向，大倉谷

大西層の砂岩・頁岩・チャートと石英斑岩脈との接触部に発達するチャート中の N500Eの走向を持

つ鉱脈鉱床で、ある.国道361号線より約 100mの伊右衛門鋪と，更に約500m上流の本坑は坑口跡と石垣

のみを残す.山元貯鉱によると，脈石は石英で，方鉛鉱・閃亜鉛鉱を主とし，黄鉄鉱に富む鉱石，黄銅

鉱の細脈を伴うものなどが確認された.

XlII. 3 マンガン

小八賀川層の頁岩を挟有するチヤ}ト中に，菱マンガン鉱を主とする層状又はレンズ状鉱床をなす.

裂憾に沿って二次的なマンガンの酸化物(主に，パイロルース鉱，エヌスータ鉱)が生成し，これを稼行

対象にしたものもあるが，いずれも規模が小さく，品位も低い.

山口鉱山 高山市山口町山口谷

塩屋(大八賀)鉱山 高山市塩屋町

上記2鉱床は，昭和26年頃小規模に，裂縛に沿った酸化マンガンと炭酸マンガンを採掘した.このほ

かに，高山市大島及び美女峠に試掘を行ったとの情報を得たが，確認には至らなかった.朝日村小瀬谷

のマンガン鉱床についても不明である.

Xlll. 4蛍石

猪之鼻鉱山 高根村猪之鼻

船山溶結凝灰岩層中の N30CW の裂縛に沿う蛍石一石英脈で，石英は玉髄質で，母岩に近い部分にはカ

リ長石が生成している.少量の黄鉄鉱を伴う.蛍石は淡紫色一淡緑色塊状で，レンズ状の集合をなす.昭

和20年頃に小規模に稼行された.

平金鉱山丹生川村岩井谷

銅・鉛・亜鉛鉱床の平金鉱山の項参照.
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XlII. 5 石灰石

本図幅地域内における石灰石鉱床は，北西部に広く分布する中・古生層に挟在する石灰岩を稼行した

ものである.鉱床は高山市西部の三福寺・松之木・漆垣内・山口・塩谷等で，昭和30年頃まで小規模な

採掘が行われていたが，現在は休止している.

いずれも鉱床としての規模は，推定鉱量10，000t前後と小さいが，品位は CaC03約95%で，マグネ

シウム・シリカ・アルミナ等の不純物が少なく，灰色・灰白色・白色，徽密で，部分的には良質なもの

も見られる.

主として人工大理石原料及び生石灰原料として採掘したものである.

X1II. 6 珪石

高山市山口谷・塩屋谷及び朝日村桑野で，中・古生層のチャートを珪石として採掘した跡がある.頁

岩中の見掛け層厚2-10mのチャート層で，部分的には白色徽密の高品位なものが立岩地域で稼行された

が，鉱床規模は小さい.耐火珪石材料として利用された.

X1Il. 7 温泉

本図幅地域内で利用されている温泉はヲ高根村塩沢の塩沢温泉(含炭酸重曹泉)と，高山市江名子町の

飛騨高山温泉(単純炭酸鉄泉)の 2箇所である.塩沢温泉は，ジュラ系大西層の砂岩を貫く斑れい岩中に

湧出し，泉温約400Cである.飛騨高山温泉は，約200Cの温泉を揚水しているが，地質等の詳しいことは

不明である.
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(Written in 1984) 

(Abstract) 

General re:rnarks 

The Takayama district is located nearly in the middle of central Honshu， Japan， and oc-

cupies an area between the 13701日5〆E and 137。サ30'Elatitudes and between the 36。勺00

and 36。汁10'Nlong引it切ude岱s.Topographically， the district lies near the western foot of Hida 

Sammyaku (mountain range)， but it is mostly in Hida Sanchi (mountains) of which relief 

is moderate with thc top level approximately 1，000 to 1，500 m. A divide which separates 

the Pacific and the Japan Sea sides runs with an ENE-WSW trend in the central part of the 

district. On the northern side of the divide， that is， the Japan Sea side， a basin spread along 

Miya Kawa (river) has Takayama Shi (city)， NγuリL

While， on the southern side a basin around Hida Gawa has Kuguno Chδ( town)， Asahi 

Mura and Takane Mura. 

Geologically the district belongs to the Inner Zone of Southwest Japan， which is divided 

into the four geotectonic belts， namely the Hida Belt， the Hida Marginal Belt， the Mino 

Belt and the R yδke Belt from north to south. The mapped district is situated mainly in the 

Mino Belt and partly in the Hida Marginal Belt. 

The Hida Marginal Belt is made up only of the Carboniferous Arakigawa Formation， 

which is weakly metamorphosed. While， the恥finoBelt is composed of several formations 

ranging from Permian to Jurassic in age. 
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On the erosion surface of the above Paleozoic to Mesozoic strata， the Late Cretaceous 

Nohi Rhyolites widely occur in the mapped and surrounding districts. Stocks of granodiorite 

porphyry and dikes of granite porphyry and quartz porphyry were formed in close associa-

tion with the Nohi Rhyolites. On the other hand， a small stock of granodiorite intruded 

the Jurassic formation， and its age is probably older than that of the rhyolites on the basis 

of the K-Ar and fission-track datings. 

In the late Pliocene， the intra-mountain basins were filled with the sediments， mainly 

gravel beds and the Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit of dacite composition in the north-

western part of the mapped district. Basalt lavas and dikes were formed at the latest Pliocene 

on a small scale. 

In the Middle Pleistocene， the Hida Sanchi (mountains) were risen due tωo the 巴 f白au叫lt出ln

and the tωilt山i訂n唱gmov刊eme叩nt民s叫ラ and a di討、Vl凶deocc叩ur句T民edin t出hecentral par抗t0ぱfthemappe吋ddi凶1Stは山tn児ct仁. 
On the sout出he白rn、τ百nSI凶de0ぱfthe divide， fluviatile deposits along the Hida Gawa (river) w巴re

formed together with the andesite tuff breccia and associated lake deposits. While， on the 

northern side， talus gravels deposited repeatedly on the foot of the fault scarp， together with 

the mudflow deposits and rhyolite pyroclastic flow deposits. 

In the Late Pleistocene， the Norikura Volcano locating to the east of this district began 

to erupt and its andesite lavas flowed down to spread to the eastern part of the mapped dis-

trict. Terrace deposits， talus deposits and colluvial deposits were formed along the Hida 

River， on the foot of the steep slopes and on the gentle slopes， respectively. Alluvium was 

formed mainly in the northwestern part of the district， although it is very thin. 

Geological succession and remarkable events in the mapped district are summarized in 

Table 1. 

Arakigawa For:rnation 

The formation is exposed in a restricted small area at the northwestern corner of this 

district. It is made up largely of green schist derived from plagioclase-porphyritic basalt 

lava. The age of the original rock is inferred to be Early Carbonifero凶 (LateVisea叫 based

on the coral and foraminiferal fossils from limestone lenses intercalated in the basalt at the 

northern district. A large ENE四trendingfault probably separates the distribution of the foト

mation from that of the Paleozoic to Mesozoic strata of the Mino Belt， however the fault is 

veiled by younger deposits. 

PaleozoIc to MesozoIc strata of the島'linoBelt 

Permian to Jurassic strata of the J¥1ino Belt are lithologically divided into two di庄erent

sedimentary facies: the greenstone司limestonefacies of Permian age and the sandstone-chert 

facies of Triassic to Jurassic age; both facies change in places to the olistostrome facies. 

The Permian to Jurassic strata of the mapped district are stratigraphically divided into 

the following five formations and the undivided strata: the Kohachigagawa， the Gombδ， 

the Higetayama， the Onishi and the Dayoshi Formations. The Kohachigagawa Formation 

and the Gombo Formations are characterized by the greenstone-limestone facies， and the 

Higetayama Formation and the Onishi Formation by the sandstone-chert facies. The Dayoshi 

Formation is of the olistostrome facies. 

The Kohachigagawa Formation is composed mainly of basalt lava including pillow lava， 
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Table 1 Summary of geology in the Takayama district. 

Geologic age Stratigraphic divisions Remarks 
(southern area) (northern area) 

Holocene Alluvium 

Terrace. talus and colluvial deposits 

Andesite lavas Norikura Volcanic Zone 

Yamaguchi G. B. ω 
トHω口
πてーココ Kamitakara Pyroclastic Flow Deposit Biotite dacite voJcanism 

+Ehω~ I -.j...円8 ~ Yamanashi G. B Enako G. B Faulting 
何 ・回，・・4 Kuguno Tuff Breccia αコ Equ 

Miza G. B Drainage divide 

.Q Tilting and faulting 

同』cs 

~ 。 Basa lt lava and dike Augite-olivine basalt voJcanism 
トミ。
CqJ ロJ Nyiik引λTaPyrocJastic Flow Deposit 

Pyroxene dacite voJcanism 

ω ω ロ
Obora Formation Rhyo¥ite vo1canism 

ω ロ にJ Kiriyama G. B 
<lJ 

-E。H 』む。心 Matsumoto G. B 
<lJ 

Matsubara G. B Intramountain basin Z 

乱1iocene

Paleogene Upheaval and erosion 

Andesite dike swarm 

Felsic hypabyssal intrusion 

Nuhi Rhyolites Large-scale pyroc1astic flow 
ぴコ。ω 1 Late eruptlOn 

にJ

υ ，::lいω q 
Granodiorite intrusion 

Early Upheaval and erosion 

三トー
Regional folding 

。N Late 
Formation of thrust sheets 

。
Dayoshi Formation Submarine s¥iding and slumping Uω 3 υ 

~ ぴ~I Middle Onishi Formation +い」 Felsic vo1canism 

ミいト一一一 "' ~ 
EarJy に-。JP∞ω -

トd。。
u I Middle Higetayama Formation αω〕 ロ向

E 自ト一一La一te一ベ
Gomb百 Formation ~ ~ Submarine sliding and slumping 

占 Early
←角-5ω 
に~

卜一一 。同
E g Late 

N 。。
に~ ーω 
c C也
トQ ::: I EarJy Kohachigagawa Formation il.. Submarine basalt vo1canism 。よ Middleーω 
E吋H 

(fault) 
Regional metamorphism Carboni 

ferous 
Arakigawa Formation 

Submarine basalt vo1canism 

G. B. : Gravel Bed 
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basalt tuff and chert with lesser amounts of limestone and shale. Limestonεyields Early to 

Middle Permian fusulinids such as Acervoschwagerina and Pseudqβlsuli叩.Chert yields radioralian 

and conodont fossils. 

The GombδFormation is made up almost entirely of slump breccia composed of large 

block of basalt and chert with small amounts of limestone and sandstone. This formation 

is gradational to the surrounding Kohachigagawa Formation. 

The Higetayama Formation is made up principally of Triassic bedded chert including a 

small amount of varv吋 chert，a finely laminated rock of chert and shale. 

The Onishi Formation is composed principally of sandstone and shale including slump 

breccia， and subordinately of siliccous shale， tuffaceous shale and tuflaceous siltstone.れTell-

preserved MiddJe Jurassic radioralians are obtained from the siliceous shale and tu百aceous

shale-siltstone. Sandstone characteristically includes fragments of sillimanite gneiss and 

orthoquartzite together with clastic grains of garnet， micas， zircon， tourmaline and chlo-

ritoid. 

The Dayoshi Formation is made up of slump breccia including blocks and fragments of 

sandstone， chert， basalt and limestone measuring several centimeters to several hundreds 

meters across in a dirty dark gray matrix which in places yields Middle Jurassic radioralian 

fossils. The Dayoshi Formation and its equivalents are widespread in and around the mapped 

district and have been called the Nyukawa Olistostrome (ADACHI and KOJIMA， 1983). Petro-

graphic characteristics of sandstonc are similar to those of the Onishi Formation. 

The undivided Paleozoic to Mesozoic strata are composed principally of bedded chert 

and basalt， and subordinately of shale and limestone. Bedded chert yields both Permian 

and Triassic radioralian fossils， but it is very difficult to discriminate the Permian chert 

from the Triassic chert lithologically. Basalt lavas of the undivided strata are thinner than 

those of the Kohachigagawa Formation， although the petrographic and chemical features 

are similar to the latter. Some 五mestonelenses yield Pseudofusulina of Early Permian age. 

The Permian to Jurassic strata of the mapped district run in an E-W to ENE-vγSW 

trend dippin胃steeplynorth or south. Although distribution and mode of occurrence of the 

Permian to Jurassic strata are not simple， folding structure with wavelength of about 3 km 

can be figured， po 

ShiDl.onohara Granodiorite 

It crops out at the northernmost area of the mapped district and further to the north. 

It intruded the Jurassic Dayoshi Formation with thermal aureole. It is made up of 

hornblende-bearing biotite granodiorite with porphyritic texture. The K-Ar age was re帽

ported as 88士6Ma， slightly older than that of the Nohi Rhyolites. 

Nohi Rhyolites and related intrusive rocks 

The l'Iδhi Rhyolites had long been called "quartz porphyries"， but it became evident in 

early 1960s that they are fe!sic tuffs， mostly welded and devitrified. They extend in the Inner 

Zone of Southwest Japan， especially in the Mino Belt with approximately 100 km lcngth 

in a NNE-SSW trend. They are volcanostratigraphically classified into five stages (1-V). 



107

The mapped district 1ies in the northeastern part of the Nδhi Rhyo1ites. 1n this district， 

they are divided into five units; the Nakanoshuku Tuff， the Nishikiyama Welded Tuff， 

the Funayama Welded Tu釘~ the Aoya Tuff and the Kuzδgawa We1ded Tuff in ascending 

order. The former three units be10ng to the Stage II volcanics of the Nohi Rhyo1ites and the 

1atter two units to the Stage 1II vo1canic右.

The Nakanoshuku Tuff is exposed main1y around Nakanoshuku， Takane Mura (village)， 
southeastern part of this district. 1t unconformab1y overlies the Triassic Higetayama Forma-

tion and the Jurassic Onishi Formation. 1t is about 200 m in thickness and composed of 

rhyo1ite tuff， pumice tu釘and1apilli tuffwith small amounts oftuffaceous sandstone， mudston巴
and cong1omerate. 

The Nishikiyama We1ded Tuff is distributed in the vicinity of Nishiki Yama (mountain)， 

Takayama Shi (City)， northwestern part of this district. 1t unconformably overlies the 

Carbonifcrous Arakaigawa Formation， the Permian Kohachigagawa Formation and the 

Jurassic Dayoshi Formation. 1t is about 200 m in thickness， and is made up mainly of 

hornb1ende-biotite rhyolite we1ded tuff containing a considerable amount of 1ithic fragments 

such as chertヲsandstone，sha1eラrhyolitetuff and 1ava. 

The Funayama Welded Tu汀iswidely distributed in this district， a1though its type 10ca1ity 

is in the vicinity ofFuna Yama (mountain) in the western neighborin宮district.1t conformab1y 

overlies the Nakanoshuku Tuff in the southeast and the Nishikiyama We1ded Tuff in the 

northwest. 1t is 1，000 m or more in maximum thickness， and is made up mostly of biotite-

hornb1ende-clinopyroxene-orthopyroxene rhyodacite we1ded tuff (Si02宇70-72%)with a 

small amount of rhyolite welded tu百containingabundant lithic fragments such as sandstone， 

biotite granite， diorite and rhyo1ite tuff. Fission-track age of zircons from the welded tuff 

is 69.6:::l::3.0 Ma， corresponding to the 1atest Cretaceous. 

The Aoya Tuff is distributed in the vicinity of Aoya in the central part of this district. 

1t overlies the Funayama Welded Tuff conformab1y， and rarely overlies the Jurassic Onishi 

Formation unconformab1y. 1t is about 50 m in thickness， and is composed principally of 

rhyo1ite tuff and 1apilli tuff and subordinately of tuffaceous mudstone， sandstone and con-

glomerate. 

The Kuzδgawa Welded Tuff is wide1y distributed in this district， and its type loca1ity is 

a10ng KuzδGawa ( 
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fringes the northern border of the Nohi Rhyolites， and is thought to have intruded along the 

vertical fault which was formed by the collapse movement of the Nδhi Rhyolites. Fission-

track age of zircons from a granite porphyry of the Aoya arcuate dike is 57.0士2.3Ma， cor-

responding to Paleocene age. Dike swarms composed of granite porphyry and quartz 

porphyry occur in the southeastern border of the Nδhi Rhyolites in parallel with a NNE-

SSW trend. The granite porphyry contains phenocrysts of quartz， plagioclase， K-feldspar， 

bio飢titeand horr‘，凶len吋d配ein the 凸白出n町1詑e-grain町le吋dfe削eIs釘icgroundmass. Qt問、tz porphyry contains 

a small amount of phenocryst such as quartz， K輔feldspar，plagioclase and chloritized mafic 

minerals in the micro-to cryptocrystalline felsic groundmass. 

Dike rocks 

Dike rocks excluding the above granite porphyry and quartz porphyry are divided into 

gabbro and andesite， both distributed mainly in the eastern part of this district. Hornblende-

pyroxene gabbro intruded the Jurassic Onishi Formation and the Nohi Rhyolites. Andesite 

dikes are abundant， intruding the Permian to Jurassic strata and， rarely， the Nohi Rhyolites. 

They are hornblende andesite， pyroxene-hornblende andesite and pyroxene andesite， occa幽

sionally contain xenoliths of hornblendite and hornblende gabbro together with granite， 

chert and andesite. 

Late PIiocene 

The late Pliocene rocks are divided into the following stratigraphic units in ascending 

order: the Matsubara Gravel Bed， the Matsumoto Gravel Bed， the Kiriyama Gravel Bed， 

the Obora Formation， the Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit， basalt lavas and dikes and 

the Chayano Tuff. They are distributed mainly in the northwestern part of this district， 

excepting the Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit and basalts. 

The Matsubara Gravel Bed is distributed in and around Takayama Shi (city). It uncon-

formably overlies the Permian to Jurassic strata and the N出 iRhyolites. It is about 20 m 

in thickness， and is composed mainly of round gravels of the Nδhi Rhyolites. 

The Matsumoto Gravel Bed is distributed in the vicinity of Matsumoto， northwestern 

corner of this district. It overlies the Arakigawa Formation， the Dayoshi Formation and 

the Nδhi Rhyolites unconformably， and rarely the Matsubara Gravel Bed conformably. 

It is 80 m or more in thickness， and is composed mainly of subangular gravels of chert， sand-

stone and the Nδhi Rhyolites. 

The Kiriyama Gravel Bed 1S distributed in the northernmost part of the district and further 

to the north. Its stratigraphic position is not determined， however it probably corresponds 

to the Matsumoto Gravel Bed or slightly its upper horizon. It is about 80 m in thickness， 
and is composed mainly of andesite， sandstone， chert， granite and the Nδhi Rhyolites. 

The Obora Formation is distributed in the vicinity of Obora， northern part of Takayama 

Shi， and also in Tateiwa Dani (river) in the central part of this district. It overlies the 

Permian to Jurassic strata and the Nδhi Rhyolites unconformably， and rarely the Matsubara 
Gravel Bed conformat】Iy.It is about 30 m in thickness， and is composed ofpumiceous volcanic 

ash， fine volcanic ash， gravel， sand and silt. Pumiceous volcanic ash is a major constituent 

of the formation， and is ill-sorted， sometimes showing cross bedding， possibly suggesting 

pyroclastic surge ongm. Gravels of the formation are subround to subangular， composed 
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mainly of chert， sandstone and the Nohi Rhyolites. Fission-track age of zircons from the 

pumiceous volcanic ash is 3.1土0.2Ma， corresponding to the late Pliocene. 

The Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit is widely distributed in the mapped and the 

neighboring districts， with about 400 km2 area in original distribution. It overlies pr・e-Neogene

basement rocks unconformably and the above-mentioned Pliocene sedimcnts conformably. 

It is 50 to 100 m in thickness in this district， and is made up mainly of hornblende-augite-

bearing hypersthene dacite welded tuff (Si02ヰ68%).In the basal part of the deposit， non-

welded tu汀 havingparallel or cross bedding occur together with chert breccia lenses. 

Fission-track age of zircons from the welded tuff is 2.7土0.3Ma， slightly younger than that 

of the Obora Formation. The source area of the pyroclastic flow is assumed to be in the 

eastern area， now occupied by the Quaternary Norikura Volcano. 

Basalt lavas and dikes occur in the two distant areas， namely in the vicinity of Ichinomiya， 

Miya Mura (village) and in the Suzuran Kδgen (plateau)， Asahi Mura. They overlies the 

Nδhi Rhyolites and granodiorite porphyry unconformably and the Nyukawa Pyroclastic 

Flow Deposit conformably， or intrudes these rocks. They are about 100 m in maximum 

thickness， and is made up mostly of massive lava of augite-olivine basalt. K-Ar age (whole 

rock) of the basalt from Ichinomiya is 2.03土0.20Ma， corresponding to the latest Pliocene. 

The Chaγano Tu汀 ispoorly distributed only near Chayano， Nyukawa Mura (village). 

It overlies the Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit conformably and underlies the Kamitakara 

Pyroclastic Flow Deposit. It is about 8 m in thickness， and is composed of dacite pumice 

tuff， partly welded. 

Early (?) to Middle Pleistocene 

Early(?) to Middle Pleistocene rocks are distributed in the two separated areas; Kuguno・

Asahi area and Takayama-Ny百kawaarea. 

In the Kuguno明Asahiarea， they are divided into the Miza Gravel Bed， the Kuguno Tuff 

Breccia， Yamanashi Gravel Bed and the Kamitakara Pyroclastic Flow Deposit in ascending 

order. 

The Miza Gravel Bed is a fluvial deposit along the Paleo-Hida Gawa (river)， overlying 

mainly the Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit. It is about 40 m in thickness， and is composed 

mainly of round gravels of the Nohi Rhyolites and andesites of unknown origin. 

The Kuguno Tuff Breccia overlies mainly the Miza Gravel Bed. It is about 10 m in thickness， 
and is composed mainly of angular blocks of pyroxene andesite and subordinately of 

subangular to round blocks of the Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit， chert， sandstone， and 

the Nohi Rhyolites in a tu汀aceousmatrix containing pumice and scoria fragments. 

The Yamanashi Gravel Bed overlies the Kuguno TuffBreccia. It is about 10 m in thickness， 
and is composcd of angular gravels of various kinds， sand and silt. It is thought to be a lake 

deposit which was formed by damming up ofthe Paleo-Hida Gawa due to the rapid emplace-

ment of the Kuguno Tu釘Breccia.

The Kamitakara Pyroclastic Flow Deposit is poorly distributed in Kuguno-Asahi area， 
and it overlies mainly the Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit and the Nohi Rhyolites. 

In the Takayama-Nyukawa area， the Early(?) to Middle Pleistocene rocks are divided 
into the Uwano Mudflow Deposit， the Enako Gravel Bed， the Kamitakara Pyroclastic Flow 
Deposit and the Yamaguchi Gravel Bed in ascending order. 
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The Uwano Mudflow Deposit is distributed in the northernmost part of the district and 

further to the north. It overIies the Matsumoto Gravel Bed and the Nyukawa Pyroclastic 

Flow Deposit. It is several to ten meters in thickness， and is composed of dacite lapilli and 

ash to宮etherwith round to subangular gravels of andesite， chert， sandstone and others. 

The Enako Gravel Bed is distributed in the southern part ofthe Takayama basin. It overlies 

the Nyukawa Pyroclastic Flow Deposits with a noticeable gap by erosion. It is about 20 m 

in thickness， and is composed mainly of ill-sorted angular gravels of chert， sandstone， shalc 

and the Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit. It is thought to be paleo-talus breccia deposited 

at the foot of escarpment along the Enako Fault. 

The Kamitakara Pyroclastic Flow Deposit is widely distributed in thc northern part of 

this district and further to the north and northeast. It overlies the Enako Gravel Bed， the 

Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit and the pre-Neogene basement rocks. It is commonly 

50 to 100 m in thickness， however in the southern part of the Takayama basin it thins to only 

3 m. K-Ar age of biotite from the deposit is 0.65土0.25Ma， while the fission-track age of 

zircons is 0.92士0.11Ma. It is made up mostly of the biotite rhyolite welded tuff with 

eutaxitic structure. The lowermost part of the deposit is non-weldedラ andthen the deposit 

corresponds to a cooling unit comprising several flow units. It contains abundant lithic 

fragments of sandstone， shale， basalt and chert together with the collapsed pumice fragments. 

Source area of the deposit is thought to be at the northeastern 加でa，now occupied by the 

Quaternary Yakedake Volcano. 

The Yamaguchi Gravel Bcd is poorlγdistributed only near the Enako Fault. It overlies 

thc Kamitakara Pyroclastic Flow Deposit， the Enako Gravel Bed and the Permian formation. 

It is about 10 m or less in thickness， and is composed ofill-sorted angular gravels ofthe Permian 

to Jurassic rocks. It seems to be paleo-talus deposit related to the Enako Fault in the same 

way as the Enako Gravel Bed. 

Late Pleistocene to Holocene 

The Norikura Volcanic Products， probably of the Late Pleistocene， are distributed in the 

eastern part of this district and further to the east. They are composed mainly of lava丘ows

and divided into the Eboshi Lava of biotite-hornblende-augite-hypersthene andesite， the 

SenchδLava of augite-hypersthene andesite， the Hiragane Lava of olivine-bearing augite-

hypersthenc andesite and the Ebisu Lava of biotite-hornblende-augite-hypersthene andesite 

from oldcr to youngcr. 

Terracc deposits are distributed mainly along Hida Gawa (rかer)，and are largely divided 

into the higher group (t1) and the lower group (t2)， even though the former is only po∞orl 

dcvelopeα吋d.Talus depos司it臼sare dis叫tr丘ibut託edon t出hef(お0∞0叫tof steep slope along Hi凶daGawa and 

i出t臼st臼ribu凶1此tar討re凶s.The colluvial deposits are mainly distributed on the gentle slope constructed 

from the Nohi Rhyolites， and thought to be presumably of solifluction product. 

Alluvium is distributed mainly alo時 MiyaKawa (river) and Hida Gawa， though it is 
narrow and very thin. 

Active fault 

In the mapped district， five active faults were found: the Enako Fault， the Miyatδge 

Fault， the Musugo Fault， the Kuchiudo Fault and the Inohana Fault. They are in an ENE 
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WSW to NE-SW trend， showing the right lateral dislocation with a considerable vertical 

displacement. The Enako Fault is most significant and is known to have already occurred 

during the Early to Middle Pleistocene and continued to later age from stratigraphic， lithologic 

and geomorphic evidences. 

Econornic geology 

Thロeare conspicuous Cu-Pb-Zn ore deposits of vein駒typeor contact-replacement type， 

日uoriteore associated with chalcedonic quartz vein， bedded manganese ore in the Permian 

to Jurassic strata， limestone and silica stone. Cu-Pb-Zn ores were once important mineral 

resources， and are thought to have been formed in close relation to the Nδhi Rhyolites and 

associated magmatism， although all of them are not worked today. 
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1. 荒城川層の緑色片岩.高山市松本町くGSJR26855). 玄武岩中の変形した斜長石斑晶の両端にプレッシヤ」・シャドーを生じ，緑泥石成長.他に，緑れん石・炭酸塩鉱物
など. CF方ポーラーのみ)

2. 小八賀川層玄武岩溶岩中のクロムスピネノレの自形結晶.高山市生井東方.他に，普通輝石・斜長石・粘土鉱物など. (下方ポ}ラーのみ)
3. 小八賀川層中のドレライト.高山市松之木町(GSJR26857).オフィティック組織を示す. (下方ポーラーのみ)

4. 大西層砂岩中のクロリトイド砕屑粒.高根村高根第一ダム.(下方ポーラーのみ)
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第皿図版

2 5mm 

1. 船山溶結凝灰岩層中の黒雲母花尚岩の岩片.久々野町口有道谷(GSJR26886). 中粒で，ほぼ等粒状組織を

示す. (直交ポーラー)

2. 花尚閃緑斑岩中の黒雲母花尚岩(捕獲岩).朝日村西洞(GSJR26868).斑状のカリ長石に富む. (直交ポ}ラー)
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1. 錦山溶結凝灰岩層. 高山市錦山北東(GS]R26861).粗粒の石英結晶に富む.葉理面は左上右下. (下方ポーラ
ーのみ)

2. 船山溶結凝灰岩層.高根村中洞南方(GS]R26863). 写真の上部に輝石斜長石集合体 その下に小型の本質レ
ンズ.(下方ポーラーのみ)

3. 同左.かんらん石(仮像のみ)とそれを取り囲む輝石の集合体.下部に黒雲母(緑泥石化). (下方ポーラーのみ)
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5mm 

2 5mm 

1. 九蔵川溶結凝灰岩層.朝日村九蔵本谷<GSJ R26865>.葉理面は右!こ左下. (下方ポーラーのみ)

2. 九蔵川溶結凝灰岩に挟まれる，弱い層理を示す凝灰岩.高根村徳河谷林道<GSJR26866). (直交ポーラ-)
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5mm 

2 5mm 

J. 花尚閃緑斑岩.朝日村両洞(GS./R26869) 斜長;p，石英，カリ長石(布下，左上など)及び苦鉄質鉱物(変質)の

斑品が会岩の約50%に達「る.石基は細時立花尚岩量生. (u'交ポ}フー)
2. 石英I)I~i.. 朝日村深谷(GSJ R26872). 左行右下の方向に流理構造がみられる. 石英・カリ長石などの斑品はほ
とんど白形. (直交ポーラー)
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1. 流紋岩凝灰岩の岩脈.朝日村二又，広域林道<GSJ R 26867) ガラヌパや軽石片に富む部分と結晶片に富む部分

とが平行に配列し流理"構造を示す. (直交ポーラー)

2. デイサイト溶結凝灰岩(丹生川火砕流堆積物)，丹生川村山口<GSJ艮26874) 斜長石と紫蘇蹄石川結晶に富み，
溶結による葉理面は写真の左ー右の方向ー(下方ポーラーのみ)
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1. 黒雲母流紋岩溶結凝灰先(上京火砕流堆積物). 高山市数河東方<GSJR26876>. 葉理市にほぼ平行な薄片.中
央及び左下に本質レンズ.中央左に変質した頁岩の岩片. (下方ポーラーのみ)

2. 黒雲母流紋岩溶結凝灰岩U::宝火砕流堆積物入 Iと同一地点くGS]R26877>. 葉理面は左ー右の方向.かんらん
石結晶(左下)を含む.ガラスには真珠状構造が発達 (下jJポーラーのみ)
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